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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　陰おん陽みよう塾じゆくの歴史は長い。

　新たな呪じゆ術じゆつ界を担になう、新たな呪術の使い手たる、新たな陰陽師。戦後、都心で頻ひん発ぱつする霊れい的てき災害に対応すべく、また、一度は滅ほろびに瀕ひんしながら見事に再興した「呪術」という技わざを存続させるため、陰陽塾は設立された。新時代の陰陽師育成を目指して。

　設立者は、陰陽道の名門倉くら橋はし家の才女、倉橋美み代よ。彼女は、自ら設立した陰陽塾の塾長となり、以降半世紀以上にわたり後進の育成に努めてきた。講師たちもまた、呪術を次代に伝えるべく、ときに厳しく、しかし粘ねばり強く、若者たちを指導し続けた。その結果、陰陽塾は幾いく多たの優ゆう秀しゆうな陰陽師たちを世に送り出してきたのである。

　全国から才能ある若者たちが集つどう、呪術の学まなび舎や、陰陽塾。

　そこは、将来を夢見る若き塾生たちだけではなく、未来に挑いどまんとする大人たちの舞ぶ台たいでもあった。
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　陰陽塾の地下にある呪練場は、大勢の塾生たちで埋うまっていた。

　ここは本来、甲こう種しゆ呪術の実技講義に使用される場所だ。しかしいまはそのアリーナに、全学年の塾生たちが集い、整列している。中でも目立つのは、前方の集団だろう。まだ真新しい制服に身を包んだ、緊きん張ちようも顕あらわな塾生たちだ。彼ら彼女らは今日から陰陽塾の一員となる、新入生たちだった。

　最後方の集団に並びながら、百もも枝え天てん馬まは新入生たちの様子を懐なつかしく見つめていた。

　三度目の、そして最後の入塾式。一昨年おととしはあの前方の集団に混じり、周りの誰だれよりも緊張して顔を青くしていた。それがいまでは、最高学年の塾生として、新たな後こう輩はいたちを見守っている。

　陰陽塾は狭せまき門だが、入塾するのに負けず劣おとらず、卒業することも難しい。毎年何人もの塾生たちが、自らの才能を見限り、道半ばにして塾を後にする。

　自分の才能はどれほどのものなのか。いま隣となりにいる同期たちは、自分と比べてどれほど優秀なのか。この由ゆい緒しよ正ただしい──そして厳格な──陰陽塾の講義に、果たして自分はついていくことができるのか。そんな不安に押し潰つぶされそうで──

　……いや、と天馬は内心苦く笑しようする。

　入塾式当日は、そんな将来のことまでは、考えていなかった。それより、もっと、遥はるかに、切実だったのは、クラスに馴な染じめるかどうか、友人を作れるかどうかだ。初めて出会った同年代の男女。日本各地から集まった同級生たちは、言わば全員がエリート候補だ。誰もが自分より立派に見えて、天馬はどうにも所在ない思いをしたものだった。

　あれから、二年。

　色んなことがあった。あのときには想像だにしなかった、本当に様々なことがあった。

　そして、自分はまだ、こうして陰陽塾に残っている。

「…………」

　天馬の表情が、ほんの少しだけ曇くもる。

　いま、入塾式の会場となった呪練場には、講こう壇だんに立つ塾長の祝辞が響ひびいている。しかし、その声は天馬が入塾したときとは異なる声だった。創設以来、塾長として陰陽塾と講師、塾生たちを導いてきた倉橋美代塾長が退任したのは、去年の秋。あの夏の「事件」から、しばらく経たってのことだった。

　後任で塾長となったのは、元陰陽庁の役人である。いわゆる天下りだ。とはいえ、悪い人物でも無能な人物でもない。偉い大だいな前任者の跡あとを継つぎ、特別な波乱もなく無難に塾を運営している。

　ただ……。

　寂さびしさはやはり、拭ぬぐえない。やりきれない思いも。

　天馬は倉橋塾長が好きだった。困ったところもあったし、迷めい惑わくなところがなかったとは言わないが、それらも含ふくめ、倉橋美代という人物を尊敬していた。彼女は自分たちを──塾生たちを、心から大切に思い、惜おしみなく愛情を注いでくれていたのだ。おこがましいとしても、その熱意には応こたえねばならないと信じている。彼女のためにも、自分自身のためにも。

　と、

『えー……それでは新入生の皆みなさんに、当陰陽塾の先輩方より、激げき励れいの言葉を頂きたいと思います。代表の方、こちらに』

　現塾長の言葉に頷うなずき、天馬のいる集団──新たな三年となった塾生の一人が、静かな面おも持もちで列を離はなれた。

　場内が、わずかにざわめく。その元は新入生ではなく、二年と三年だ。去年の「騒さわぎ」を知る者たちからすれば、ざわめくのは無理もないだろう。他人ひと事ごとではない。近くの目が、ちらっと自分に向けられるのがわかった。天馬はその視線に気付きつつ、動じる素そ振ぶりは見せずに平静を保った。

　二年から三年に進む際に実じつ施しされた進級試験。その試験で他を寄せ付けない成績を残した塾生が、ゆっくりと壇上に上がった。

　倉橋京きよう子こ。

　前塾長の孫まご娘むすめであり、現陰陽庁長官の娘。名門倉橋家の令れい嬢じようだ。その、楚そ々そとした──それでいて、ここ半年で急激に大人びてきた容姿は、新入生たちの耳目を引き、ため息にも似た感かん慨がいを呼んでいた。それは単に、美しい容姿への、年相応の憧あこがれに留とどまらない。陰陽塾の門を潜くぐった才能の持ち主たち──つまりは、優すぐれた見けん鬼きの才を持つ少年少女たちの目に、京子の帯びる清せい廉れんながら華はなやかな霊れい気きは、あまりに眩まぶしく映ったのだ。そしてそれは、新入生たちだけではなかった。天馬もまた、かつてのクラスメイトが帯びる「美」に、否いや応おうなく引きつけられていた。

　あの「事件」以後、ろくに会話も交かわしていない。

　それでも、「視み」ればわかる。あのあと彼女がどれほど真しん摯しに、真しん剣けんに、自らの呪術と向き合ってきたか。去年の夏の夜に開花した才能を、彼女はいま、一心不乱に磨みがいている。友のために。仲間のために。思わず天馬の口元が緩ゆるんだ。目め頭がしらが熱くなり、必死に平静を保った。

「事件」以来、天馬と京子は、ほとんど会話をしていない。そう決めたからだ。周囲の注目を集めぬよう、不用意な接せつ触しよくは可能な限り避さけると。

　京子は、壇上に立つとにこやかに微笑ほほえみ、

『──新入生の皆様。入塾、おめでとうございます』

　と、マイクに声を浴びせ始めた。

　進級試験において、京子は群を抜いた成績を残した。なぜなら、かつて彼女と争い、彼女に勝まさる成績を上げていた彼──彼女は、いまはもう、陰陽塾ここにいないからだ。彼女の式神だった彼も。二人の、そして天馬と京子の友人だった、もう一人の彼も。

　彼女と彼らが、いまこのとき、どこで何をしているのか、天馬には知るよしもない。

　しかし、たとえわからずとも、その絆きずなは些いささかも薄うすれてはいない。その自負があった。共に過ごした輝かがやかしい時間は、いまも変わらず胸中で輝いている。色いろ褪あせなどしていないし、むしろ以前より尊くさえ思う。いま壇上で語りかけている京子にしても、きっと同じに違ちがいなかった。

　半年前までの、騒がしくも色いろ鮮あざやかな記き憶おく。

　天馬の──それなりに波は瀾らん万ばん丈じような──人生における、極きわめて幸福な時間。

　あの記憶があるからこそ、自分はこうして、平静を保っていられる。巨きよ大だいな喪そう失しつ感かんと、冷静に向き合えている。

　誰に褒ほめられずとも。何にも評価されずとも。

　孤こ独どくに押し潰されることなく、ただ淡たん々たんと、鍛たん錬れんを重ねることができている。あまりに無む謀ぼうな「可能性」に向かって、臆おくすることなく歩を進めている。顔を伏ふせ、息を潜ひそめ、しかし眼まな差ざしは小こ揺ゆるぎもさせずに。

　それほどに強い力を、あの日々は、有していたのだ。

　と……。

　クス、と天馬は微かすかに微笑んだ。

　唐とう突とつに、一昨年──自分が入塾したときではなく、去年の入塾式の光景を思い起こしたのだった。

　なんとか二年に進級し、不安を抱いだきつつ迎むかえた入塾式。その式には、一人の幼い「特待生」がいた。彼女の発言が呼び起こした波乱を、天馬はつい先日の出来事のように、鮮せん明めいに覚えていた。




　──『あたしの、ファーストキスの相手です！』




　大切な仲間の一人。彼女ももう、陰陽塾にはいない。

　それでもあの、偏へん屈くつで、尊大で、純じゆん粋すいで、素す直なおになれない、数々の表情は、忘れようにも忘れることができない。

　いま彼女が、あの笑顔を浮うかべられているとは、正直なところ思えなかった。だが、まだ見ぬ未来に、彼女がまたあの笑顔を浮かべられることを、天馬は強く信じている。固く、信じているのだ。

『ですから、どうか皆さん。実りある毎日を過ごして下さい。陰陽塾を卒業し、社会に出てからも、振ふり返れば糧かてになるような、稔みのりある毎日を──』

　京子が感慨を込こめて、スピーチを締しめくくった。

　一いつ拍ぱくおいて、会場から拍手が巻き起こった。天馬も、痛いほど手を叩たたいていた。

　自分は幸せだと思った。

　いま、自分がどれだけの苦境に身を置いているのだとしても。

　自分には、振り返ればそれだけで糧となる、確かな毎日の記憶があるのだから。







　第一話　渋谷ランナウェイ







「はあ？　あんたら、あたしに歯向かえると思ってるわけ？　自分の立場とか、わかってんの、ねえ？」




「はああ？　全力の『イエス』以外に、選せん択たく肢しとかあるわけないでしょ？　絶対服従とかキホンなんですけど～？」




「はあああ？　いいから、言われたことは、とりあえずやれって話でしょ？　つか、『サー』抜ぬけてるし。返事の前と後ろに、『サー』が！」




「ダーリン。いちごミルク。ダッシュ」







　土つち御み門かど春はる虎とらと土御門夏なつ目め、そして『神童』大だい連れん寺じ鈴すず鹿か。

　三人の最近の日常は、だいたいそんな感じだった。
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　日曜の午前十時。

　陰おん陽みよう塾じゆく男子寮りようの食堂に、ぐったりとテーブルに突つっ伏ぷす春虎と夏目の姿があった。

　二人とも、『十じゆう二に神しん将しよう』の新入生に連日暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくされて、憔しよう悴すいの極みにある。せっかくの日曜日だが、何かして遊ぼうという気には、とてもなれなかった。

「……夏目。いま気がついたけど、お前、髪かみの艶つやが悪いな……それに枝毛……」

「……春虎君こそ。目の下に隈くまができてますよ。そして目が死んだ魚のようです……」

　生気のない視線を互たがいに交わし合い、春虎と夏目は非生産的な感想を口にする。食堂に他の寮生の姿はない。二人きりなので夏目の話し方も「素す」のそれに戻もどっていた。

　夏目は『しきたり』によって男装しているが、本当は女子だ。ところが、その秘密を、入塾した鈴鹿に知られてしまったのである。

　夏目の正体がバレて以来、二人は下級生の鈴鹿から、好き勝手にあごで使われている。おかげで夏目の秘密は暴ばく露ろされずに済んでいるが、代だい償しようとして支し払はらわれている精神的苦痛は、二人の限界を突とつ破ぱする寸前だった。

「……ちくしょうあのガキ……調子に乗りやがって……」

「……性格悪いですよね……底意地が悪いというか……」

「だいたい口のきき方からしてなってねえよな。いくら『十二神将』だからって、年上の先せん輩ぱいに向かってよ……」

「本当です。他の人にはアイドルぶっていい顔してるのに……まるきり不良です。ヤンキーです……」

「他人を奴ど隷れいみたいに扱あつかいやがって……」

「自分勝手ですし、わがままですし……」

「パシリさせといて、金もろくに払いやしねえ。犯罪じゃねえか」

「わざと無茶なこと言って、楽しんでるんです。最悪です」

　二人は鬱うつ々うつと愚ぐ痴ちをこぼし合う。

　後輩の陰かげ口ぐちを叩たたくなど先輩として褒められたことではないが、何しろ破は裂れつするほど鬱うつ憤ぷんが溜たまっているので、たまにはガス抜きをしないと心と身体からだに悪い──というより保もたないのである。

　実際、そうして散々不満を吐はき出していると、多少は気も楽になったらしい。二人はわずかばかり顔色を回復させ、ふう、と満足そうに息をついた。

「まあいいや。少なくとも今日一日は、あいつの顔も見ないで済むんだしな」

「ほんと、こんなに休日を貴重だと思うのは初めてです」

「外に出る気分でもねえし、今日は寮でダラダラしちまうか」

「そうですね。でも、ダラダラはダメです。春虎君は勉強しないと」

　夏目が意地悪にチクリと言うと、春虎は「あー」とばつが悪そうに苦く笑しようした。

　と、そのときだ。

　春虎の携けい帯たいに着信があった。「ん？」と春虎がポケットから携帯を取り出す。

　しかし、ディスプレイに映った発信者の表示を見て、その顔面が強こわ張ばった。

「春虎君？」

「……鈴鹿だ」

「……!?」

　二人は顔を見合わせた。

　正直嫌いやな予感しかしない。

「……どうしよう？」

「ど、どうしようって……」

「いや、だから、鈴鹿から着信が……」

「そ、そうですね……」

　春虎は鳴り続ける携帯を手に、夏目と見つめ合う。二人は同時に息を吞のんだが、鈴鹿の呼び出しに反応しようとはしなかった。どちらも、表情と身体を硬こう直ちよくさせたまま、動かない。

　着信はやがて留守番電話の応答メッセージに切り替かわり、間を置かずに切れた。春虎は恐おそる恐る、爆ばく弾だんを扱うような慎しん重ちような手つきで携帯をテーブルに置いた。

　直後に、今度は夏目の携帯が鳴った。二人は仲良くビクンと竦すくみ上がった。

　電話ではなくメールだ。夏目がメールの内容を確かく認にんし、う、と頰ほおを引きつらせる。

　無言のまま春虎にも、携帯のディスプレイを見せた。




『出ろよ』




　それが誰だれからのメールなのかは、確認するまでもない。

　そして、テーブルに置いた春虎の携帯が、再び着信音を響ひびかせ始める。

　もはや、さっきまでの和なごやかな雰ふん囲い気きなど微み塵じんもなかった。二人は額に脂あぶら汗あせを浮かべ、息をひそめて携帯を凝ぎよう視しする。

　やがて、携帯の着信が止まった。

　一度ならず二度までも──メールの警告をも無視して、電話に出なかったのだ。

　もはや、いかなる言い訳も通用しないかと思われた。

　と、突とつ然ぜん、ガバッと春虎が、腹をくくった様子で顔を上げる。

「なな、夏目！　やっぱ今日は外出しないかっ？　てか、ほんとだったらおれたち、『とっくに外出』してたはずだよな！」

「え？　……あっ、そ、そうですね！　春虎君の言う通りです！　私たち『朝から外出』してるはずでした！」

「よし、出よう。とにかく出ようすぐ出よう！　部屋に戻って準備してくる！」

「わ、私もすぐに──あ、そ、それと、春虎君。あの、その、『忘れ物』しないように」

「お、おうっ！　もちろんだぜ。夏目もな？　いいか？　『忘れ物』するなよ？」

　幼おさな馴な染じみならではのあうんの呼吸で、春虎と夏目は素早く『会話』する。そして、うん、と頷うなずき合うと、あたふたしながら食堂を駆かけだしていった。
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「……いやあ、いい天気だな、夏目」

「……そうだね、春虎。清すが々すがしいね」

「……なんか、嫌なこととか忘れちゃいそうだよな？」

「……うん。不安なこととかどこか行っちゃう気がするね」

　日曜の渋しぶ谷やは人で溢あふれていた。

　春虎と夏目は人ひと混ごみにのまれながら、特にどこを目指すでもなく──そのくせ何かに追い立てられるかのような足取りで──並んで歩いていた。春虎はネルシャツにジーンズ。夏目は陰陽塾の制服姿である。

　外にいるので夏目の口くち振ぶりも男装時のものに変わっている。ただ、男装云うん々ぬんを抜きにしても、その表情や台詞せりふ、振る舞まいは、どこか空々しかった。

　そして急に春虎は、

「……あ～、と……」

　と何かを思い出したように口を開けた。

「……いけね。夏目さあ。おれ、寮に携帯『忘れて』来たみたいだ」

「は、春虎も？　偶ぐう然ぜんだね。実はぼくも、携帯持ってくるの『忘れ』ちゃって……」

「困ったな。これじゃあ、誰かから連れん絡らくあってもわかんねえなあ」

「失敗したね。もし誰かから連絡があったら、あとで事情を話して謝らないと」

　二人はそう言って顔を見合わせると、にっこりと笑いあった。

　あるいはそれは、現実から目を逸そらし、未来を糊こ塗とする偽いつわりの笑えみであったかもしれない。しかし、いままさに溺おぼれかかって藁わらをもつかもうとする者が、明日あしたの食事の心配をしてなんになるというのだろう？

　二人にとって大切なのは、とりあえず「いま」「笑いあえる」という事実なのである。

「んっ。まあなんだ！　せっかく街に出て来たことだし、どっかで遊んで行くとするか。……夜まで」

「そ、そうだね！　せっかくの日曜日だし、しっかり羽はねを伸のばしてリフレッシュしよう。……遅おそくまで」

　最後のひと言は互いに目を合わせない。聞きようによってはなかなか艶つやっぽい会話のはずなのだが、二人の表情に色気や甘酸っぱさは皆かい無むだ。

「よし。じゃあ、夏目は？　何かしたいことあるか？」

「え？　ぼくは特に……は、春虎は？」

「そうだなあ。あんま金ないんだけど、いつかの続きで、服買うとか……いや、あれはちょっと縁えん起ぎが悪わりいか」

「じゃあ、とりあえずお昼ご飯じゃない？　どこかで何か食べてから考えようよ」

「そうだな。……あ、そういやこの前冬とう児じが美味うまいって言ってたラーメン屋があるんだけどさ？　そこ行ってみねえ？」

　春虎の提案に、夏目も特に反対しない。結局二人は冬児から聞いたラーメン屋に向かってみた。

　そして到とう着ちやくしたラーメン屋を見て、夏目が目を丸くする。

「わ。何これ。すごい行列」

「いやいや、全然マシだって。日曜のこの時間なら、いつもはもっと混んでるぜ？　今日はツイてるな」

　夏目は人混みが嫌きらいで、並んでまで店に入ることがほとんどないのだ。今回も最初は渋る素振りを見せたが、春虎が笑いながら促うながすと、大人しく列の最さい後こう尾びについた。

　と、そのときだ。

「なんだ。やっぱりお前らか」

　春虎たちの後ろに並んだ客が、二人に声をかけた。

　クラスメイトの阿あ刀と冬児だ。

「よお、冬児。偶然だな。お前も昼飯？」

「ああ。つうか、なんだよ、お前ら。俺が誘さそったときは断ったくせに、結局二人でデートかよ？」

　冬児がニヤニヤ笑いながら言った。

　冬児は春虎や夏目と同じく寮りよう生せいだ。実は昨日の夜、遊びに行こうと春虎たちに声をかけていたのだが、二人は心労の余り断っていたのである。

　冬児は夏目の正体や事情も知っている。悪友の冷やかしに、春虎は苦笑、夏目は真っ赤になって「ち、違ちがうよ！」と否定する──のを、おそらく冬児は予想しただろう。

　しかし、

「ん、ま、まあ……朝起きたら急に外出たくなったって言うか……」

「そ、そうそう……冬児が寮を出た、すぐあとぐらいに……ね？」

　妙みように浮うわついた様子になって、春虎と夏目が言葉を濁にごした。予想外の反応に、冬児は思わず眉まゆをひそめた。

「ち、ちなみに、冬児？　ここのラーメン、何味？」

「……塩」
















「そっか塩ラーメンか！　いいねっ、塩ラーメン！」

「ぼ、ぼくもラーメン食べるの久しぶりだ！　楽しみだな～」

　あからさまに話題を逸らしつつ、二人は白々しくテンションを上げようとする。冬児の眼まな差ざしは一層疑ぎ惑わくを深め始めた。

　そうこうするうちにも列は進み、いよいよ春虎と夏目の番が回ってきたが、

「……ん？」

　冬児が小さくつぶやいて、マナーモードにしていた携帯を取り出した。

　メールの着信があったらしい。携帯を開いて確認した冬児は、一いつ瞬しゆん眉根を寄せ、マジマジと文面を見つめた。それから、なぜか白けた眼差しを、前に並ぶ二人に向ける。

「……春虎。夏目」

「ん？　なんだよ？」

「お腹なか空すいたの？　なんなら順番代わろうか？」

「お前ら、携帯はどうした？」

　二人の笑顔が動きを止めた。

　冬児は淡たん々たんと、

「……朝、俺が寮を出たすぐあとに、お前ら二人も出たんだよな？」

「そ、そうだぜ？　なあ、夏目？」

「う、うん」

「……じゃあ、いままでどこで何してたんだ？」

「そ、それは、だから、その……なあ、夏目？」

「う、うん……」

「……で、携けい帯たいは寮に忘れてきた、と？」

　コクコクコクと壊こわれた人形のように首を上下に振ふる春虎と夏目。察しのいい冬児はその反応を見て、あらかた事情を把は握あくしたらしかった。

「……ま、卵が先だか鶏にわとりが先だか知らないが、どのみち『食われる』運命らしいぜ？」

　そう言うと、ため息とともに携帯の画面を二人に向ける。




『もしバカと偽にせ男おとこがそこに居たら、式神放ったからって伝えとけ！』




　それが誰からのメールなのかは、確認するまでもない。

　春虎と夏目が無言でダッシュ。

　しばらくして、次のお客様～、と店員が声をかける。冬児は携帯を戻もどすと、肩かたをすくめて暖簾のれんをくぐった。
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「やばいぞ、夏目！　あいつの式神ってことは、例の折り紙を使った式神だよな？　だったら空を飛んでくるかもしれない。外にいたら見つかっちまう！」

「おおお落ち着いて春虎君っ。まずは隠おん形ぎよう！　隠形します！　それから……ええとそれから……!?」

「お前の方が落ち着けよ!?　とにかく、屋内に入ろう！　カラオケとか。マン喫きつとかっ。あとは……そうっ、真っ暗な映画館とか！」

「ダメですっ。『神童』の放った式神ですよ？　おそらくはオリジナルの検知式……となれば、視覚だけでなく、霊れい気きを探知してくる可能性が高い！　逃にげ場のない場所に隠かくれるなんて、みすみす自分から網あみに入るようなものです！」

　春虎と夏目は全力で走りながら、言葉を交かわす。とはいえ、傍はたから聞けば悲鳴にしか聞こえないだろうし、実際半分悲鳴だった。

　怪け訝げんそうに振り向く通行人には目もくれない。時折不安を振り払はらうように空を見上げて、春虎と夏目は渋谷の街を走り続けた。

「と、とにかく、いまは逃げましょう！　式まで打ってきたからには、向こうも本気ということです。見つかったらどうなるか……」

「ど、どうなるって……!?」

「そんなの知りません！　でも、ただでさえ最近は無理難題ばかり押しつけられてるのに……この上いったいっ!?　いや！　もうイヤですうぅぅぅ」

「止よせ夏目！　いまそんなことを考えるな！　こうなったらもう逃げ切るしかねえ！　そのあとは強ごう引いんにしらばっくれるんだ！」

　悲ひ愴そうに充みちた夏目と、悲ひ壮そう感たっぷりの春虎。

　が、突とつ然ぜん春虎がハッと足を止め、

「そうだ！　夏目、いっそ渋谷を出よう！」

「え？」

「いくら鈴鹿の式神だって、東京中をカバーはできねえだろ？　だったら渋谷を出て新宿とか、逆に横よこ浜はま辺りまで移動しちまえばいい。あいつの式神をやり過ごせるはずだ！」

「な、なるほど！　名案です、春虎君！」

　ただちに二人は方向を転てん換かん。一路ＪＲ渋谷駅を目指した。

　言うまでもないが、駅周辺は人が多い。日曜となればその混雑ぶりはなおさらで、近づけば近づくほど、どんどん身動きが取りづらくなっていく。

　当然走ることなど不可能だが、春虎たちは必死に人波をかき分け、ジリジリと駅に近づいていった。

「ったく！　せっかくの日曜だってのに、あいつ他ほかにやることねえのかよ！」

「まったくです！　才能の無む駄だ遣づかいにも程ほどがあります！」

「どうせ明日には会うってのに……携帯通じなかったら、日曜ぐらい諦あきらめろよな！」

「その通りです！　諦めが悪い上に、やることに常識がないです！」

　春虎の愚ぐ痴ちに、夏目が憤ふん慨がいして応こたえる。冬児がいたなら、お前が言うなと突つっ込こんでいたかもしれないが、いまの二人に己おのれを顧かえりみる余よ裕ゆうなどあるはずもなかった。

　と、そのときだ。

「あ！　夏目君じゃない。……ああ、それに春虎も」

　駅前の交差点に差し掛かかる手前で、すれ違った少女が二人に声をかけた。

　クラスメイトの倉くら橋はし京きよう子こだ。

「あ、く、倉橋さんっ。どうしたの？　日曜なのに？」

「うん。ちょっと買い物に。でも、偶ぐう然ぜんね。こんなところで、ばったり会えるなんて！」

　嬉うれしそうに京子は言った。

　だがしかし、彼女の言うとおり、こんなところであっさり見つかってしまうということは、それだけ自分たちが目立っている証しよう拠こだ。考えてみれば、春虎は私服姿だが、夏目は陰おん陽みよう塾じゆくの制服を着ている。そうでなくとも、夏目は人目を引く容姿なのだ。

　そもそも、

「……おい、夏目っ。隠形、全然効いてねえじゃねえか!?」

「……しょうがないじゃない。ついさっきまで全力疾しつ走そうしてたんだよ？　第一、人を搔かき分けながら隠形するなんて無理だよ！」

「え？　なになに？　なんの話？」

　狼ろう狽ばいを隠せない春虎と夏目に、京子は無む邪じや気きに問いかけた。二人は慌あわてて誤ご魔ま化かすものの、内心は気が気でない。こうしている間にも、鈴鹿の式神がやってくるかもしれないのだ。

「じゃ、じゃあ倉橋さん。そろそろ、ぼくらは、この辺で……！」

「え～、いいじゃない、少しぐらい。せっかくなんだから、どこかでお昼ご飯とか、せめてお茶でも……あ、でも駅に向かってたってことは、夏目君、これから出かけるところだった？」

「そ、そうなんだよ、京子！　だからここはひとつ見み逃のがして……」

「どこどこ？　何しに行くの？　もし良かったら、あたしもついてっていいかな？」

「お前は買い物に来たんだろうが！」

「なによ。あたしはあんたじゃなくて、夏目君に聞いてるのっ」

　京子は不服そうに頰ほおを膨ふくらませた。

　一刻も早く渋谷を出たい春虎は、唸うなり声をもらす。一方夏目は苦い顔で、どうしたものかと頭を悩なやませていた。

　そっと春虎の耳元に口を寄せ、

「……春虎君。ここはもう、移動を優先させましょう」

「くっ。……そ、そうだな。変に足止め食うよりは……」

「大連寺さんも、倉橋さんの携帯番号やメールアドレスまでは知らないはずですし……」

「ああ。それに考えてみれば、おれたちだけでいるより京子と一いつ緒しよに過ごした方が、『外出してた』口実にもなる……」

　京子の怪訝そうな視線にも気づかないまま、春虎と夏目はぼそぼそと素す早ばやく意見を交かわした。

　そして、きっ、と二人同時に真しん剣けんな面おも持もちで向き直り、

「わかった。一緒に行こう、倉橋さん」

「時間がない。急ぐぞ。いいな」

「……う、うん」

　言うが早いか、春虎と夏目は駅の改札に向かって足早に歩き出す。

　京子は首を捻ひねりつつ、二人のあとに続こうとした。

　が、

「……あら。何あれ。紙飛行機？」

　京子が空を見上げ、ぽつりとつぶやいた。瞬しゆん間かん的に春虎と夏目が足を止めた。

　ザッ、と踵きびすを返して駅方向に背中を向け、顔を隠すようにうつむきながら、競歩のような足取りで京子の元に戻ってくる。「え？　え？」と困こん惑わくする京子の両りよう腕うでをそれぞれつかむと、引きずるようにして近くの看板の裏に飛び込んだ。

　一緒になってしゃがみ込み、看板の端はしからわずかに顔を覗のぞかせて、

「どこだっ!?」

「え？」

「紙飛行機！　見たんだよねっ？」

「う、うん。ほら。駅の上……」

　二人の迫はく力りよくに押され、京子は啞あ然ぜんとしながら指を差す。

　すると確かに、ＪＲ渋谷駅の上空に、カラスと似たサイズの、しかし明らかに鳥とは異なるシルエットの何かが、音もなく滑かつ空くうしているのが見えた。

　紙飛行機だ。しかもよく見ていると、同じ場所を同じ高度で、旋せん回かいし続けている。最初に発見した京子も、おや、という顔になった。

「あれってひょっとして……」




　式神だ。




　むろん、それが誰だれの式神なのかは、確かく認にんするまでもない。

「あれって、式神だよね？　誰が飛ばしてるんだろ。ねえ、夏目く──」

　京子が視線を戻したとき、春虎と夏目はすでに無言のままダッシュしたあとだった。

　全力で人ひと混ごみに消えていく春虎と夏目の背中を、残された京子は呆ぼう然ぜんと見つめる。

「……な、夏目君……？」

　途と方ほうにくれた様子で、京子はしばし、何がどうなっているのか考えた。が、何をどう考えたところで結論は出そうにない。

　とりあえず明日あした、塾で春虎の馬ば鹿かを叩たたこう。そう決めて、京子は一人、当初の目的地に向かい始めた。




　　　　[image: 五芒星]




「くそうっ、読まれていたか！　あいつ、駅に見張りの式神を張り付けてやがった！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです！　大丈夫なはずです！　ギリギリ隠形もかけ直しましたし、まだ見つかってはいない……はず……！」

「つうかあいつ、まさかもう渋谷に来てるのかっ!?　不味まずい。不味いぞ。あんなの街中に放たれたら、隠れようがねえ！」

「さ、幸い人が多い分、特定の霊気を探知するのは、相当に難しい……はず……!?」

　とにかく渋谷は大都市である。いかに国家一級陰おん陽みよう師じの鈴鹿といえど、あらゆる場所と人混みを虱しらみ潰つぶしに二人を捜さがし出すのは、至難の業わざに違ちがいない。

　だがしかし、だからといって安心などできるはずもなかった。

「こうなったらタクシー乗って、行けるとこまで行ってみるか!?　夏目。お前いま、どれくらい金持ってる？」

「ごめんなさい。急だったから、財さい布ふにはあまり入ってません！」

「そうかっ……おれも手持ちはたかが知れてんだよな！　かといって、このままうろついてても……!?」

　息を切らして走りながら、春虎は焦あせりを募つのらせる。

　とっくに昼食時は過ぎているが、この様子では食事などとてもとれそうにない。それどころか、ろくに休んでいる余よ裕ゆうもない。

「ちくしょう、鈴鹿め！　『十二神将』のくせに大人げない真似まねしやがって！」

「同感です！　今後『陰陽Ⅰ種』の資格には、年ねん齢れい制限を設けるべきです！」

「まったくだぜ！　一人じゃファストフードだって、入ったことねえくせに！」

「うっ。そ、それは別に、責められるようなことでは……」

「お前もか!?」

　と、ついに夏目があごを出し、身体からだを折って立ち止まった。

　うつむき、必死になって呼吸を整える。何しろ、ラーメン屋で冬児と別れてから、ほとんど休んでいないのだ。春虎はまだしも、夏目には厳しいらしい。

　また、春虎にせよ、当てもなく逃にげ続けるのは、いい加減辛つらくなってきた。いっそ、最初の案通り、どこかの店に入って息をひそめている方がマシかもしれない。

「仕方ないっ。夏目。どこか入るぞ！」

「……そ、それは……でも……！」

「鈴鹿の式神は、もう渋谷の上を飛んでるんだ。下手に走り回ってる方が目につくかもしんねえだろっ？」

「そ……そうかも……しれませんが……」

　ハアハアと荒あらい息をつきながら、夏目の顔が苦く渋じゆうに歪ゆがむ。

　しかし、

「あ！　そ、そうですっ。春虎君。ここはいっそ、塾舎に逃げ込みましょう！」

「塾舎？　いや、この調子なら、塾舎だって見張りの式神が──」

「いるかもしれません。けど、その式神さえ突とつ破ぱしてしまえば、あとは地下の呪じゆ練れん場で……あ、あそこなら結界があります！」

「おおっ！　なるほど」

　ただちに二人は方向を転てん換かん。一路陰陽塾の塾舎ビルを目指した。

　鈴鹿の式神がいることを見み越こし、春虎たちは慎しん重ちように塾舎に接近する。

　案の定、

「……いた」

「……はい」

　塾舎ビルの前を横切る紙飛行機。さっき渋谷駅で見た物と同じ、鈴鹿の式神だ。

　幸い、式神は一体。塾舎ビルの背が高いためか、渋谷駅のように上空から俯ふ瞰かんして見張るのではなく、塾舎ビルをぐるりと回り込むように、四、五階程度の高さで旋回していた。とすると、あの式神の感度にもよるが、式神がビルを挟はさんで反対側にいる間なら、隠おん形ぎようして接近することができそうだ。

　ただし、塾舎ビルの正面入り口は、その前が広場のような開けたスペースになっている。こちらから塾舎に接近するのは無む謀ぼうだろう。春虎と夏目は無言のまま目配せし、塾舎ビルの裏手に回る。裏口から中に入るつもりなのだ。

　ただ、唯ゆい一いつ心配なのは……。

「鍵かぎ、だな」

「はい。普ふ段だんならともかく、今日は休日。裏口は鍵が掛かかっている公算が大です」

「夏目は鍵を開ける呪文とか知らないのか？」

「当たり前です。ゲームじゃないんですから」

「ちっ。とすると、最悪鍵をぶっ壊こわして……」

「いやいや。それって犯罪ですよ？　そもそも、塾舎は建物自体にも結界が張られているはずですから、呪術で鍵を壊すことも難しいです」

　塾舎の裏口に通じる路地裏をのぞき込みながら、ああでもないこうでもないと春虎と夏目は計画を練る。

　すると、

「……は、は、春虎様。よろしければ、か、鍵はコンめが内側より開けまする……」

　どこからともなく幼い少女の声がした。普段は隠形している春虎の式神、コンだ。

　夏目が驚おどろいたように、

「コン？　あなた、塾じゆく舎しやビルの結界を抜ぬけられるんですか？」

「はい。以前アルファ殿どのとオメガ殿より、コツを教わりましたので」

「ええ？　い、いいのかな。門番なのに」

　アルファとオメガというのは、正面入り口に鎮ちん座ざする塾舎の番人、狛こま犬いぬの式神たちだ。夏目は呆あきれたように言ったが、コンの手引きの甲か斐いあって、二人は鈴鹿の式神に発見されることなく、無事塾舎内に侵しん入にゆうすることができた。

　そのまま地下にある呪練場へ。春虎と夏目は地下の階段を降り、呪練場のアリーナに続く通路に入る。

　そのころには、二人の表情にもようやく笑え顔がおが過よぎり始めた。

「これでひとまず、ひと安心……かな？」

「はい。多分あの式神では、塾舎の結界内まで探知することはできないと思います。ましてや、呪練場の中なら絶対無理です」

「わかった。腹は減ったけど、この際仕方ねえや。ついでに自主練でもやってこうぜ」

「そうですね。ほとぼりが冷めるまで」

　二人は胸を撫なで下ろしながら、呪練場のゲートからアリーナに入った。

　と、そのときだ。

「あれ？　春虎君？　夏目君も。どうしたの。日曜に？」

　アリーナには先客がいた。驚いた顔で声をかけてきた。

　クラスメイトの百もも枝え天てん馬まだ。

「あれ、天馬じゃん。お前こそ、一人でこんなとこで、何してるんだよ」

「あ、うん。最近実技が難しくなってきたから、ちょっと復習を……春虎君たちも？」

「え？　お、おうっ。まあな。そんなようなもんていうか……」

　天馬の質問に春虎は言葉を濁にごし、夏目と苦く笑しようを交かわし合った。意味ありげな二人の態度に、天馬はきょとんとしている。

「でも、偉えらいね、天馬君。一人でもちゃんと自主練してるなんて」

「そう言われると照れくさいけど、正直、日曜まで他のみんなに声かけるのも悪いかなって思っちゃって」

　そう、天馬は恥はずかしそうに応こたえた。

　夏目はニマニマしながら、

「ほんと偉いや。春虎も見習わなきゃ」

「わーってるよ。だからさっきも、ついでに自主練してこうって言ったじゃん」

「ついでに？　春虎君たち、他ほかに用事があって来たの？」

「へ？　──あっ、違う違う！　おれたちも自主練に来たんだぜ？　純じゆん粋すいに自主練！　なんか、急に陰おん陽みよう術じゆつ、バンバン使いたくなっちゃってさあ！」

「……へ、へえ。そうなんだ」

　突然熱心になって主張する春虎に、天馬が戸と惑まどいながら返事をする。夏目は何も言わないまま、微び苦く笑しようを浮うかべている。とはいえ、そんな反応ができるのも、それだけ余よ裕ゆうが持てた証しよう拠こだろう。

「まあでも、そういうことなら僕も助かるよ。やっぱり一人だとはかどらないし、つまらないからサボっちゃうんだよね。春虎君たち、一いつ緒しよにやろうよ」

「もちろんっ。なんでもいいぜ。おれたち天馬に合わせるから。な、夏目？」

「うん。……あ、でも、できればその前に何か食べたいかな。やっぱりちょっとお腹なか空すいてきたや」

「そうか。でも、さすがに食堂は閉まってるだろ。天馬は？　もう昼飯食ったのか？」

「僕はお弁当持って来てたから。──あ、そうそう聞いてよ、春虎君」

　と、何を思いだしたのか、天馬はクスリと笑いながら話し出した。

「実はさっき、上の観覧席でお弁当食べてたんだけどね？　急にアリーナに走り込んできた人がいてさ。すごい険しい顔して周り見回して、僕を見つけたら、いつからいるの、誰だれか来なかったか、って大声で質問して。で、僕が十時過ぎからいて、誰も来てないって応えたら、舌打ちしながら飛び出して行っちゃったんだ。……それ、誰だと思う？　なんと、あの大連寺さんでさ？　いつもはニコニコしてるのに、びっくりしちゃったよ！　春虎君は彼女と仲良いじゃない？　ひょっとして『神童』って、普段はあんな感じ──」

　春虎と夏目は無言でダッシュ。

　あっという間にアリーナから姿を消した。

　天馬がぽかんと立ち尽つくし、口を開けたまま二人の消えたゲートを見つめる。

「……あれ？」

　とつぶやく声が、広い呪練場のアリーナに、やけに虚むなしく吸い込まれた。
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「またかよ！　ここもかよ！　つか、どんだけ執しゆう念ねん燃やしてんだよあいつ!?」

「春虎君！　私もう限界です！　恐こわい！　なんだか、ホラー映画の中にいるみたい!?」

　地下からの階段を駆かけ上がりながら、春虎と夏目は怒ど声せい混じりの悲鳴を上げた。

「まったく、なんてろくでもない休日なんだ！　あいつ、おれたちになんか恨うらみでもあんのか!?」

「や、やっぱり、最初に電話に出なかったのが悪かったんです！　あのとき、春虎君が素す直なおに出てれば、いくらなんでもこんなことには……!?」

「おれのせいっ？　夏目だってメール無視したじゃん！」

「私ちゃんと、春虎君に見せました！」

「おまっ!?　自分だけ！　ズルイぞ！」

　一度安心して緊きん張ちようの糸が切れたのが良くなかったらしい。手を取り合っていたはずの逃とう亡ぼう者たちは、気がつけば互たがいを責め、ヒステリックに罵ののしり合っていた。

「ていうか！　天馬が鈴鹿を見たってことは、あいつまだこの辺りにいるってことじゃねえのかっ？」

「さ、『さっき』というのがどれぐらい前かわかりませんが、いまの話を聞く限りでは、向こうも心当たりを次から次に捜さがしてるみたいです！　きっともう塾舎を出てます！　……で、出てるに決まってます！」

　声を嗄からしながら二人は廊ろう下かを走る。まさにいまこのとき、同じ建物に鈴鹿がいる可能性など考えたくもない。

　春虎と夏目は一階まで戻もどると、入ってきた裏口から外の路地に飛び出した。

　が。

　その路地を抜ける先。スー、と音もなく飛行していた紙飛行機が、突然軌き道どうを乱し、急旋せん回かい。

　一八〇度回転して、ピタ、と機首を二人に向けた。

『あ』

　と二人は声を揃そろえ、蛇へびににらまれたカエルよろしく、動きを止めた。

　紙飛行機の式神も、そのまま空中で静止する。

　静せい寂じやく。

　紙飛行機と二人の塾生が互いに見つめあったまま、時間だけがゆっくりと、休日の午後に相応ふさわしいのどかさで過ぎていった。

　そして、一番最初にすべてを吹ふっ切ったのは、春虎だった。

　実に実にわざとらしい態度で、

「わ──わあ、なんだこれ？　変な紙飛行機だな！　『朝一で寮りようを出て』、『軽く街をぶらついて』、『いまちょっと塾に寄ってみたとこ』なんだけど、すごく変な紙飛行機を見つけてしまったぞ！　なあ、夏目？」

「え？　──え、え？」

「これって式神だよな。ひょっとして陰陽塾って、休日はこんな式神に見回りさせてたのかな？　いやあ、惜おしいなあ。『うっかり携けい帯たいを寮に忘れてきた』もんだから、写メることもできないや！　何せ、『朝一で寮を出て』、『そのあと携帯触さわってない』し！　なあ、夏目？」

「──あ！　そ、そうっ！　そうですね、春虎君！　『朝早く』『十時前』に寮を出たとき、『二人とも』『携帯を置いてきて』しまいましたものね！」

　春虎の不自然すぎる台詞せりふに、夏目はポンと手を打ち、何度も大げさに頷うなずきながら、激しく同調した。

「もし携帯があったら、冬児君にも写真を送ってあげるのに！　今日は『朝から一度も会ってません』ものね！」

「そうそう！　今日は『普段行かないような場所』ばっか、『たまたま』回ってたもんな！　ま、まあいいや！　夏目。またちょっと、『どこか』行こうぜ。いますぐに！」

「で、ですねっ。行きましょう！　いますぐ行きましょう！」

　猿さる芝しば居いにも程ほどがあるというものだが、真しん剣けんさだけは本物である。

　二人はあははうふふと笑い合いながら路地を進み、空中で静止する紙飛行機の下を通過した。紙飛行機は静止したままだが、二人の動きに合わせるように、機首の向きだけはぴったり追つい尾びしていく。

　路地を抜け、通りに出たところで──

「……夏目！　突然だが、駆けっこしようぜ！」

「奇き遇ぐうですね！　実はいま、私もそんな気分でした！」

　大声で宣言したのち、ダッシュ。

　一目散に塾舎から離はなれた。

　しかし、二人が駆けだした瞬しゆん間かん、紙飛行機の式神も動いた。シュッ、と風を切って滑かつ空くうしながら、矢のように二人の背後に迫せまる。

「……くそっ！　ダメか！」

「はは、春虎君！　私、なんだか急に、お買い物がしたくなってきました！　どこか、人が多くて、込こみ入ってて、出口の複数あるお店やビルに逃にげ込──もとい、入ってみませんかっ！」
















「よしきた！　人が多くて、込み入ってて、出口が複数ある店だな！」

　背後より追い縋すがる紙飛行機。二人は幾いく度ども振ふり返りながら、渋谷の街を走り抜ぬける。

「ええい、ここまで来たなら、あとは意地だ！　絶対に切り抜けてやるぞ！」

「いいえ、春虎君！　私たちはただ、休日を満まん喫きつしてるだけです！　誰にも邪じや魔まされず。誰にも何も言わせず！」

「おっと、そうそう！　夏目の言うとおりだった。楽しいな！　なあ、夏目！」

「はい！」

　ほとんど自じ暴ぼう自じ棄きの勢いで、春虎と夏目は走りながら笑う。何しろ、疲ひ労ろうと空腹と緊張で、平常心などとうに失われているのだ。

　事ここに至っては、どれだけ目立とうと関係がなかった。ぎょっとする通行人たちを余所よそに、二人は笑いながら全力疾しつ走そうする。

　しかし、

「キャッ」

　と、背後の紙飛行機を振り向いて確かく認にんしようとした夏目が、路面に蹴け躓つまずいた。

　春虎が慌あわてて足を止め、蹲うずくまる夏目の元に引き返す。

「夏目！」

　夏目は顔を歪ゆがめ足を触さわっていた。

「クッ!?　す、少し挫くじいたみたいです」

「なんだって!?」

「は、春虎君っ。私はいいです。先に……行って下さい……！」

「バ、バカを言うな！　お前だけ置いていけるかよ！」

「でも！」

「いいから！　ほらっ。治ち癒ゆ符ふだ。これを使って……あとはおれにつかまれ。ここまで来て、弱音吐はいてんじゃねえよ。二人で逃げ──もとい、買い物するんだろっ。しっかりしろよ！」

「は、春虎君……！」

　蹲ったまま顔を上げる夏目と、かがみ込んでその瞳ひとみを見つめる春虎。そして、ざわざわとざわつきながら注目する通行人たち。なんだなんだと口々につぶやき、中にはドラマの撮さつ影えいと思ったのかカメラを探す者までいる。

　しかし、二人はそんな周囲の反応を余所に、じっと見つめ合い、しっかと頷きあった。

　春虎が夏目の手を取り、夏目も決意を新たに立ち上がる。母親と一緒に立ち止まっていた女の子が、ぱちぱちと拍はく手しゆを送った。

　だが、そのときだ。

　前方の空。左右に聳そびえるビルとビルの間を縫ぬって、さらに二機の紙飛行機が、春虎たちを目指し飛来した。

　鈴鹿の式神だ。これで計三体。しかも前後を挟はさまれた。

「は、春虎君！」

「くっそ！」

　春虎と夏目は互いに身を寄せ合い、頭上を見上げて唇くちびるを嚙かむ。

　すると、

「はは、春虎様！　勝手ながら、この式神ども、春虎様に害意ありと判断致いたしました！　は、春虎様の護法として、コンめが排はい除じよいたします！」

　突とつ如じよとして現れたのは、狐きつねのような耳としっぽを持ち、水すい干かんに指さし貫ぬきを着た小こ柄がらな少女だった。通行人──というより、いまや観客と化した人々が、一いつ斉せいに、おお、とどよめいた。

　春虎の護法式、コンだ。

「主あるじの盾たてたるは、護法が本分！　は、春虎様！　ここはコンにお任せあれ！」

　コンは腰こしから愛刀『搗かち割わり』を抜ばつ刀とう。空中に浮うかび上がると、ぐるんとしっぽを大きく回して紙飛行機相手に見み得えを切る。

「さあさあ！　春虎様は、お先に！　お先にぃ！」

　どうも主のノリに当てられているらしい。しかも、今度は見ていた観客全員が、盛せい大だいな拍手を送った。

「す、すまん、コン！　助かる！　その『謎なぞの式神』は頼たのんだぜっ。……あ、む、無理に倒たおさなくてもいいから！　足止めだけ頼む！」

　とっさにそう言い残すと、春虎は夏目の手を引き、横手の路地に飛び込んだ。背後で、「とりゃー！」というコンの勇ましい声が──そして観客たちの歓かん声せいが聞こえてきたが、二人は振り向かないことにした。

「夏目っ。足は大だい丈じよう夫ぶか？」

「まだ痛みます……けど、平気です……！」

「よし。こうなったらもう、タクシーを拾おう。少しでもここから離れるんだ！」

「ごめんなさい。私のために」

「バカ言うな！　まあ、どこまで行けるかは、わかんねえけど……」

「……どこまででも。……春虎君となら！」

「夏目！」

　二人は繫つないだ手を、ぎゅっ、と強く握にぎりしめる。そして揃って路地を抜け、隣となりの通りに飛び出した。

　そこに、福ふく音いんの如ごとく響ひびく、穏おだやかなブレーキ音。

　目の前の車道に、タクシーが停車した。

　やった、と二人が顔を輝かがやかせる。その瞬間、二人は疲労も空腹も緊きん張ちようも忘れて、停車したタクシーへと駆かけ寄っていった。

　タクシーの後部ドアが開く。

　おもむろに降車する、一人の少女。

　プラチナブロンドのツインテールに、ゴスロリ調のファッション。ドライアイスのような眼まな差ざしに、苛いら立だたしげに吊つり上がる柳りゆう眉び。小さな唇をへの字に曲げ、腕うでを組んで仁に王おう立だちする。

　むろん、それが誰だれなのかは、紹しよう介かいされるまでもない。

「……で？」

　と、燃え尽つきた表情で路上に崩くずれ落ちる春虎と夏目に向かい、鈴鹿はどこまでも冷たく、それでいて火傷やけどしそうに熱い声で、淡たん々たんと告げた。

「どんな言い訳、聞かせてくれるわけ？　ダーリン？」
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　気がつけばとっぷりと日が暮れていた。

　渋谷の街は、まだまだ人でにぎわっている。そんな中、春虎と夏目は肩かたを落として、とぼとぼと帰路についていた。

　格好こそまともだが、まとう空気は落ち武者のそれだ。ほんの一日しか経たっていないのだが、流る浪ろうの旅に出てようやく帰りついたような疲労感と虚きよ無む感が溢あふれていた。

「……虚むなしい一日だった……」

「……そーですね……」

　声にも目にも生気がなかった。コンもすでに主の側そばに戻もどっているのだが、あまりの消しよう耗もうぶりに声をかけることすら躊躇ためらわれているらしい。

「……鈴鹿のやつ、今日あんだけ怒ど鳴なり散らしといて、明日あしたからまた無茶なことやらせるつもりかな……」

「またというか、これまで以上かもしれませんね……一応覚かく悟ごだけはしておきましょう。お互たがいに……」

　こぼれるため息も、朝に比べて重量感が倍加しているかのようだ。もっとも、二人にもう少し心の余よ裕ゆうがあれば、別れ際ぎわの鈴鹿はむしろ楽しげで──まるで手て応ごたえのあるゲームを満喫したあとのように満足そうだったことに気づいたかもしれない。

　もちろん、残念ながらいまの二人に、そんな心の余裕はなかった。とにかく、食事をして、風ふ呂ろに入って、泥どろのように眠ねむりたいだけだ。目覚めたあとのことは、考えずに。

　寮りように帰った二人は、とりあえず一度自室に戻る。

　そして、一いつ緒しよに食堂に入った。

　時間が遅おそいので、すでに寮生の大半は食事を済ませているようだ。食堂にいたのは、二人が戻ったのを知って、顔を見せた冬児だけだった。

「よお、お二人さん。デートは楽しかったか？」

「……見りゃわかるだろ」

「クク。まあそう膨ふくれんな。そういや、『忘れてた』携けい帯たいは確認したのか？」

「いまからだよ……って、うわあ、なんだこの着信数。なんか狂きよう気きを感じるぞ」

「私の方もです……メールもいっぱい……」

　どれも鈴鹿からのものだ。カチカチ携帯を操作しながら、春虎と夏目はあらためて青ざめる。

　しかし、

「──あ、倉橋さんからもメール。そう言えば今日は、一人残して来ちゃったんですよね。失礼なことをしてしまいました。明日ちゃんと謝らないと」

「……お前の方がどんな文面か知らんが、京子のメール、おれの方は結構ひでーぞ。明日会ったら、問答無用で殴なぐられそうな勢いだ。……ああ、天馬からも来てるや」

「天馬君にも悪かったですね。今度何か埋うめ合わせしないと」

「なんだなんだ。お前ら鈴鹿と鬼おにゴッコしてただけじゃないのか？」

「色々あったんだよ」

　渋しぶい顔で応える春虎に、冬児は、ふうん、とおかしそうに微笑ほほえむ。

「ま、なんだ。その調子だと、明日もにぎやかになりそうだな」

　それは実に簡潔にして的を射た予想だった。春虎と夏目はぐったりしながら、とほほと肩を落とす。




　土御門春虎と土御門夏目、そして『神童』大連寺鈴鹿。

　さらには、阿刀冬児と倉橋京子、百枝天馬。

　六人の最近の日常は、もう少しそんな感じで続きそうだった。







　第二話　夏目忍法帖







「あれっ？　は、春はる虎とら？」

　夜の男子寮。

　本家の『しきたり』によって「男子」として生活する土つち御み門かど夏なつ目めは、入浴などは風呂場ではなくシャワー室を利用している。それも、誰も居ない時間を見み越こし、隠おん形ぎよう術なども駆く使ししながら素す早ばやく済ませるのが常だ。

　その夜も、そうしてシャワーを済ませて来たのだが、自室に戻る前に立ち寄った食堂で、幼おさな馴な染じみのクラスメイト、土御門春虎の姿を見つけて目を丸くした。

　なんと、春虎が勉強していたのだ。

「え？　なんで？　どうして？　何かあったの？」

「別に何もねえよ！　てか、ただの調べ物だって」

　あまりの夏目の驚おどろきっぷりに、春虎は渋じゆう面めんを作った。

　春虎の座る机には、携帯電話とノート、それにぶ厚い辞書が置かれている。どうやらその辞書を引いていたらしい。

　すると、同じ机についていたクラスメイトの阿あ刀と冬とう児じが、クックと意地悪く笑った。

「生あい憎にく、陰おん陽みよう術のお勉強じゃねえよ。ゲームだ、ゲーム」

「ゲーム？　辞書で？」

「ケータイでだよ。いま『ことニン』ってソーシャルゲームにはまっててさ」

　春虎が仕方なさそうに言うと、夏目はさらにきょとんとして「ソーシャルゲーム？」と繰くり返した。

「何それ？」

「何って……だからケータイでやるゲームだよ。他の人と手を組んだり、対戦したりする……」

「携帯で？　通話しながら？」

「いや、そうじゃなくて」

「……ま、オンラインで他人と遊ぶゲームの一種だ。夏目、ＳＮＳってわかるか？」

　春虎が説明しあぐねていると、横から冬児が助け船を出した。

　夏目は自信のなさそうな顔で、

「聞いたことはあるけど……」

「ソーシャル・ネットーワーク・サービス。──あ、いや、ネットワーキング、だったかな？　要するに、ネット上でのコミュニティを作るサービスのことだ。ｍｉｘｉだとかフェイスブックだとか」

「あ、それならわかる」

「ソーシャルゲームってのは、そのコミュニティに入ってるやつらと、ウェブ上で遊ぶゲームのことさ。隙すき間まの時間で手軽にできるから、いま結構流行はやってんだぜ？」

　冬児の台詞せりふに、夏目は「ふーん」と生返事をした。何しろ夏目は、携帯といえば電話とメールぐらいしか使わない。インターネットすらまず見ないのだ。当然ＳＮＳなど利用したこともなかった。

「春虎、そんなのやってたんだ。でもああいうのって、お金がかかるんでしょ？　課金がどうこうって話題になったりするし」

「遊ぶだけなら無料でできるんだよ」

「そんなこと言って、最終的にはお金をかけなきゃ終われないようになってるんじゃないの？」

「それが最近のはそうでもなくてな。そもそも『クリア』するってことがないし、金使わなくても十分楽しめるっていうか」

　携帯の画面を見ながら応える春虎に、夏目はもう一度「ふーん」と返事をした。

「でも、なんで辞書引いてるの？」

「これ、クロスワードパズルなんだよ」

「へえ、そんなのもあるんだ。じゃあ、その同じインターネットの人と一緒に、みんなで言葉を埋めるの？」

「まあな。対戦バトルとかもあるけど、おれはミッションでの協力プレイがメインかな」

「バトル？　ミッションって……クロスワードパズルで？」

　いよいよ訳がわからないのか、夏目の眉み間けんにしわが寄った。春虎が仕方なく顔を上げる。

「ただのクロスワードじゃなくてな？　カードバトルとかＲＰＧの要素もあるんだ」

「ＲＰＧ？」

「それも知らないのかよ。ロールプレイングゲーム。ポケモンとかさ。子供のころ、おれがやってんの見たことあるだろ？」

「ああ、あんな……え、でも、それとクロスワードパズルが一緒になってるの？　どうやって？」

「どうやってって言われても……」

　どこまでも初心者丸出しの質問を続ける夏目に、春虎がいい加減面めん倒どうそうな表情を見せる。

　しかし、急に思いついた様子で、

「てか、夏目もやってみればいいじゃん。夏目の携帯でもできるはずだし」

「ええ？　ぼくはいいよ。そういうの」

「んなこと言わないでさ。実はいま、他のプレイヤーを招待すると、アイテムがもらえるんだ。だから、別にやらなくてもいいから、とりあえず登録だけしてみてくれよ。無料だし。な？」

　乗り気ではない夏目に、幼馴染みはわざとらしく猫ねこなで声を出す。夏目は疑わしそうな目を向けていたが、やがて諦あきらめてため息をついた。

「……わかったよ。ちょっと待ってて。髪かみ乾かわかして携帯取ってくるから」

　そう言って、一度自室に戻り、携帯電話を手に食堂にやってきた。

　春虎に指示されるまま携帯を操作。受信した招待メールからアクセスし、新規会員登録を済ませる。さらに、春虎がやっているゲームアプリをダウンロードした。ちなみに、冬児はもう関心をなくした様子で、ひとり雑誌をめくっている。

「……それで？　これ、どうやるの？」

「まずはチュートリアルがあるから、やってみろよ。簡単だからさ」

「簡単って……やったことないんだから、そんな簡単に言われても」

　夏目は不満げな顔のまま、携帯をにらみ、操作を続けた。そんな夏目の手元を、春虎が横からのぞき込む。

「あ。なんか出て来た。……忍にん者じや？」

「そう。『ことニン』って、『言の葉ニンジャ』の略でな？　このゲーム、和風の世界観なんだ。陰おん陽みよう師じもいるんだぜ？」

「へー……ああ、この吹ふき出しの説明を読んでいけばいいのか。ふむふむ……」

　画面に出て来た忍者は、二頭身の可愛かわいらしいデザインだ。よく見ると、背負っているのは、刀ではなく筆である。これで文字を書く設定らしい。

「あ。クロスワードが出て来た」

「うん。まずはそいつを埋めてみな？　文字入力のやり方はわかるよな」

「メールと一緒みたいだね。これなら」

　そう言って、ぽつぽつとボタンを押し、クロスワードパズルの穴を埋めていく。最初のチュートリアルだけあってどれも簡単な問題だ。ただ、文字入力に慣れていないせいか、夏目は何度も操作を間ま違ちがえながら、苦労してパズルを完成させた。

「できた。あ、任務成功って出た。──えっと、小判をゲット？」

「そうやってパズルを解いて、経験値やお金を貯ためてくんだよ。経験値が貯まればレベルアップできるし、金が貯まれば装備を買ってパワーアップできる。あとは忍者カードを集めて軍団を作ってくんだ」

「ふーん。その辺が普ふ通つうのクロスワードパズルとは違うんだ。なんかややこしそうだね」

「そう。結構奥が深いんだぜ？　でもまあ、単純にクロスワード解いてるだけでも暇ひま潰つぶしにはなるからよ。夏目もちょっとやってみなって」

　そう言うと、春虎は自分の携けい帯たいに視線を戻もどし、「よしっ。巻物、ゲット！」とゲームの操作を再開した。

「んー……」

　なんとなく、アイテムとやらのダシにされただけのような気がする。ただ、普段はゲームなど滅めつ多たにしない夏目だが、さすがにクロスワードパズルぐらいなら、ひとりでもできるだろう。

「……まあ、息いき抜ぬきの気分転てん換かんになら、あってもいいか。タダだし」

　そうつぶやくと、春虎たちと同じテーブルに座り、両手で携帯を握にぎりながら、ピコピコとぎこちない手つきでゲームの続きを進めていった。
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「は、春虎！　大変だよ！」

　翌朝。寝ねぼけ眼まなこの春虎があくびを嚙かみ殺しながら食堂に入った途と端たん、待ち構えていた夏目が慌あわてた様子で駆かけ寄ってきた。

　朝食も摂とらないまま、春虎が来るのを待っていたらしい。「なんだよ？」と春虎が戸と惑まどいながら聞き返した。

「朝起きたら、知らない人からいっぱいメールが来てた！」

「え？　なんだそれ。迷めい惑わくメールか？」

「昨日のゲームのやつだよ！　仲間申しん請せいっていう変なのが！」

「ああ」

　なんだ、と納なつ得とくした顔で春虎が苦く笑しようする。

「昨日説明しただろ？　あのゲームは、他の人と協力してプレイしたりするって。仲間申請ってのは、チームを組むときに他のプレイヤーにお願いするやつだよ」

「チームって……し、知らない人だよ？」

「全然知らないやつらと協力して一緒にプレイするのが、その手のソーシャルゲームの醍だい醐ご味みなんだ」

「だ、醍醐味って……知らない人なのに？」

　半信半疑というより一信九疑という様子で、夏目はマジマジと春虎を見つめる。

　何しろ夏目は──自じ慢まんではないが──友達が少ない。携帯のアドレス帳にも、登録されている件数は十件もないぐらいなのだ。いきなりＳＮＳで赤の他人とゲームをしろと言われても、ハードルが高すぎるだろう。

「……結局その手のゲームは、コミュニケーションツールでもあるからな」

「おう、冬児」

　入り口付近で立っていた二人の元に、入室した冬児が声をかけた。

　まだ眠ねむそうな面おも持もちで、

「おかげでトラブルの種になったりするわけだが……ま、夏目なら大だい丈じよう夫ぶじゃねえか」

「全然大丈夫じゃないよ！　だってぼく、こんなのこれまで、やったことないんだから！」

「まあまあ、夏目。そう慌てるなって。その仲間申請ってのは、別に無視しててもいいからさ」

「無視？　そ、それはそれで相手に失礼じゃ……」

「平気だよ。向こうだって、お前がゲーム始めたばかりの初心者だってわかった上で声かけてるんだ。ダメで元々、もしチームに入ってくれたらラッキー、ってぐらいの感じでやってるよ」

「……そ、そうなの？」

「ああ。そのゲームは、初心者でも人数いた方が有利なミッションも多いからな。数を揃そろえたくて、そんな風に片かたっ端ぱしから声かけて回るプレイヤーは少なくないんだ」

　春虎が重ねて説明すると、ようやく安心してきたらしい。夏目は、ふーん、といくらか落ち着いた様子で、両手で握りしめる携帯に視線を落とした。

「なんならあとで、申請不許可って設定にしてやろうか？」

「……そうだね。その方が安心かな」

　夏目が言うと、春虎はもう一度あくびを嚙み殺した。

「じゃあ、飯食ってからな」

　そう言って、春虎たち三人は、朝食を取りに列に並んだ。
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「……ねえ、春虎。ちょっとこれ、見てくれない？」

「え？　ああ、『ことニン』か」

　昼休みの陰おん陽みよう塾じゆく。春虎と夏目、冬児は、いつものように塾舎の食堂で昼食を摂っていた。

　夏目が差し出す携帯に映っているのは、朝と同じソーシャルゲームの画面だ。

　春虎はうどんをもぐもぐ咀そ嚼しやくしつつ、

「そういや、申請不許可に設定するって言って忘れてたな。これ食べ終わったら、やってやるよ」

「そうじゃなくて、このメールなんだけど」

「ん？　……なんだよ。普通の仲間申請じゃん」

「これ、出してくれてるの、ぼくと同じ歳としぐらいの女の子みたいなんだ。文面もすごく丁てい寧ねいで」

　夏目が言うと、「いやあ、わからんぜ」と冬児がからかうように口を挟はさむ。

「そういうのは、女の方が周りの受けがいいからな。男が女の振ふりしているパターンも少なくない」

「そ、そうなの？　でも、この子はすごく女の子っぽい気がするんだけど」

「まあ、ゲームでその辺は確かめようがないしな。──で？　それがどうしたんだよ？」

　春虎が改めて尋たずねた。夏目は「うん……」と頷うなずく。

「どうしてもクリアできないミッションがあるらしくてさ。少しだけでも協力してくれないかって」

「だから、そういうのは無視していいって。不許可に設定変えれば、来なくなるんだし」

「う、うん。でも……」

　夏目は割り切れない様子で携帯を見つめる。ネット上でのコミュニケーションが初めてだからか、どう対処すればいいかわからないらしい。

「なんだ。そんなに気になるのか？」

「……この人の他ほかのコメントも読んでみたんだけど、本当にいい人そうなんだ。純じゆん粋すいにゲームを楽しんでて、いまも純粋に困って、ぼくに協力を求めてるみたいだから……」

「まあ、普通はみんなそんなもんじゃねえか？」

「そ、そうかもしんないけど、ぼくはそういうの、あんまりないから」

　なんと言えばいいのかわからない表情で、夏目がぼそぼそと告げる。春虎はもぐもぐうどんを咀嚼しながら聞いていた。

　そして、なんとなくわかった気がした。

　夏目は友達が少ないが、それは彼女の性格によるものばかりではない。名門土御門の次代当主という立場。また、まことしやかにささやかれる「噂うわさ」もあり、周囲の人間の方が夏目を敬遠しがちなのである。幼いころからずっと、そういう環かん境きようで育ってきたのだ。

　つまり、こんな風にごく「普通」に誰だれかに頼たよられること自体、希まれな体験なのだろう。

　春虎はもぐもぐ咀嚼してうどんを吞のみ込むと、

「……よし。んじゃ、せっかくだ。この機会に協力プレイしてみようぜ」

「ええっ？　でもぼく、そんなのやったこと──!?」

「大丈夫、大丈夫。ほら。見せてみろよ」

　春虎はそう言って笑うと、夏目の携帯を手に取り、あっさり仲間申請に応答した。同年代──ということは、向こうも学生でちょうど昼休みだったのかもしれない。すぐに反応があり、ミッションが開始された。

「ほら。これ解いて」

「そそ、そんな、急な！」

　渡わたされた携帯をにらみ、夏目が焦あせりながらクロスワードパズルを開始した。相変わらずもたついているが、昨日よりはずいぶんと上達している。

「なんだ。夏目、上手うまいじゃん」

「確かに。操作はともかく、言葉選びがノンストップってのがさすがだな。春虎なんかしょっちゅう指が止まって唸うなってるのに」

「おれのレベルになると、出てくる単語も難しいんだよ！　なあ、夏目？」

「い、いま話しかけないで！」

　まったく余よ裕ゆうのない口調で叫さけんだ直後だった。「あ」と夏目がもらした。

「……勝った」

「ほら？　簡単だろ？　夏目はまだ『下げ忍にん』クラスだから、協力ミッションもそんなに難しくないんだよ」

「……メッセージが来た」

「なんて？」

　春虎が問いかけると、夏目は携帯から顔を上げて、振り向いた。

「……『ありがとう！』だって」

「そっか。良かったじゃん」

　春虎が笑いながら言った。

　夏目は、もう一度携帯画面に視線を移した。

　画面に映るメッセージをしばらくの間じっと見つめていたが、やがて笑え顔がおになって、

「……うん」

　と小さく頷いた。
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「……夏目」

「…………」

「夏目？　おれら先に出ちまうぞ？」

「……え？　あっ、ごめん」

　繰くり返し声をかけられてから、夏目は慌てて顔を上げた。

　男子寮りようの食堂。夕食を食べ終えた春虎と冬児に対し、夏目の前にある料理は、まだほとんど手がつけられていない。食事そっちのけで携けい帯たいを操作していたからだ。

「飯食ってるときぐらい、止めとけばいいのに」

「う、ほんとごめん。昼間の子とメッセージのやり取りしてたから」

　呆あきれた風な春虎と冬児に、夏目は少しばつが悪い顔をした。もっとも、それでもいかにも楽しそうだったが。

「あのあと、昼間の子とよくチームを組んでるって他の人ともやり取りしてるんだ。みんないい人ばかりだよ？」

「なんだ。他にも仲間申請受けてたのか」

「うん。でも、みんな若い子みたいで、流行ネタには強いんだけど、言葉自体はあんまり知らなくってさ。語ご彙いが少ないっていうか」

「……お前もいわゆる『若い子』だと思うがな……」

「でも、おかげでぼく、かなり役に立ててるんだ！　結構頼られちゃって、もう何回もミッションに呼ばれてるんだから」

　と夏目は鼻息荒あらく言った。

「おかげで経験値も貯たまって装備も調ととのってきたし、戦術的なことも段々わかってきた。これからはもっと役に立てると思うよ！」

　ずいぶんな入れ込みようだった。

　意気込み、得意げに言う夏目に、春虎や冬児も毒気を抜ぬかれた顔になる。

「すごいやる気だな。じゃあ、今度はおれの方も手伝ってくれよ。レベルが上がってからは、結構クロスワードに手こずっててさ」

「そうなの？　だったらすぐに──ああでも、このあとはまだ、頼たのまれてるミッションが──」

「いや、別にいますぐでなくてもいいからさ。とりあえずお前は、飯を食え。な？」

　珍めずらしく春虎に諭さとされて、夏目は照れくさそうに笑う。じゃあな、と告げ、春虎たちは部屋に戻もどった。

　風ふ呂ろ上あがりの春虎がまだ食堂にいる夏目を発見して呆れ果てるのは、それから三十分後のことだった。
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　その数日後。

「見て見て春虎！　これ！　すごいレアカード手に入れちゃった！」

　朝、食堂に顔を出した春虎に、待ち構えていた夏目が駆かけ寄って携帯を見せた。

「高機動忍者『サスケ』！　スーパーレアだよ、スーパーレア？　昨日の夜の『福引き』で引き当てたんだ！」

　挨あい拶さつもしないまま、目を輝かがやかせて自じ慢まんする。ちなみに「スーパーレア」とは希少なカードを指す言葉で、「福引き」というのは、ランダムでカードを入手できるゲーム内システム──いわゆる「ガチャ」のことだ。

　春虎は「んん？」と唸り、目を細めて画面を確かく認にんした。

「あ、ほんとだ。すげえな、夏目」

「でしょっ？　でしょぉっ？」

「……んっ？　つうかお前、もう『中忍』になってるじゃん！　マジか。お前まだ、始めたばっかだろ？」

「へへ。ここんとこ、ずっとやってるから」

　驚おどろく春虎に、夏目はけろりとした顔で言った。

「にしても、普ふ通つうは無理だろ。こんな短期間で。まさか課金してるのか？」

「課金はしてないよ。ただ、ほんとにずっとやってるんだ。実はちょっとした裏うら技わざを使ってて」

「裏技？」

「そう。専用の簡易式を作って、操作させてるんだよ。夜寝ねてる間とか昼間の講義の時間も、ずっと」

　夏目の告白に、春虎は呆れるより感心してしまった。

　通常この手のソーシャルゲームは、ゲームに時間を費ついやせば費やすほど、強さが増し、地位が上がっていく。課金することによってその時間を短縮したりカードを入手するチャンスを増やすことはできるが、基本的には時間をかけてコツコツとプレイするしかないのだ。それも、短期間に集中してプレイするのではなく、定期的、長期的に、時間をかけてプレイせねばならない。

　ただ、定期的、長期的にゲームをプレイする過程では、どうしても時間的ロスが発生する。夏目は簡易式を使うことで、この時間的なロスをなくしているのだった。まさに陰おん陽みよう師じならではの「裏技」だ。

「さすがにクロスワードを解くのは、簡易式じゃ荷が重いんだけどね。それ以外の簡単な操作なら問題ないから」

「にしても、『中忍』ってことはチームリーダーになってミッション攻こう略りやくとかまでしてるってことだろ？」

「もちろんそうさ。昨日だって寮に帰ってきてから寝るまで、十五回ぐらいクリアしたんじゃないかな」

「はあ？　十五回って……確かチームミッションって、三十分に一回とかが限度じゃなかったっけ？」

「正確には四十五分ごと。その間は、他の人のミッションに参加したり、単独のミッションをこなしたり──」

「…………」

　夏目は指折り数えながら当たり前のように言った。どうやら、完全にハマってしまったようだ。

「誤算だったのは携帯のバッテリーがすぐに切れちゃうことかな。古い機種だから仕方ないけど、こんなに保もたないなんて思わなかったよ。ほんの三、四時間で切れちゃうんだもん」

「……意外だ。夏目がそこまでゲームにハマるなんて……」

　春虎が真顔で言うと、夏目は面おもはゆい様子で苦く笑しようし、頷うなずいた。

「うん……正直ぼくもびっくりしたよ。でもっ、やってみたら他の人とのやり取りが楽しくってさ！　みんないい人で──まあ、中には自分勝手な人もいるけどね？　でも、みんなと協力してミッションをクリアしたときとか、あと、他のチームと接戦の末に勝ったときなんか、すっごい楽しいよっ？　みんなで、やったぁー、って！」

　無む邪じや気きに興奮する夏目に、春虎は内心、なるほどと思った。

　最近はやらなくなってしまったが、春虎も子供のころは、カードゲームや携帯ゲーム機で友達と遊んでいたのだ。それこそ、いまの夏目のように、勝った負けたで一いつ喜き一いち憂ゆうし、アイテムを手に入れるのに夢中になっていた。友達と一いつ緒しよにプレイしたり対戦する楽しさは知っている。

　しかし夏目は──繰り返すほど哀かなしくなるが──友達が少ない。昔からそうだった。ネット上ではあっても、友達と一緒に遊ぶ楽しさというものに免めん疫えきがないのである。

「……つまり無理もないのか……」

「え？　何が？」

「いや、なんでもねえよ」

　普ふ段だんは勉強ばかりの夏目が、初めて遊びに熱中しているのだ。たまにはこういうことがあってもいい。

　それに、人見知りの夏目にとって、これだけ他人とコミュニケーションを取れる機会は貴重なはずだ。たとえネット上であり、ゲーム内の繫つながりだとしても、本人にとってマイナスにはならないだろう。

「とりあえず、レアカードは見せてもらったから、朝飯にしようぜ。んで、それ使って、またおれのミッション手伝ってくれよ」

「任せといて！　もう春虎のレベルのミッションなら、余裕でクリアできるから」

　苦笑を隠かくして提案する春虎。夏目は喜んで、子供みたいな笑顔を見せた。
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「夏目？」

「…………」

「なあ、夏目ってば。聞いて──」

「……クッ、また！」

　にらみつけていた携帯から顔を上げ、夏目は拳こぶしを机に叩たたきつけた。

「……ダメです。どうしても……どうしても、勝てないっ。これで五連敗。やはり戦力に差がありすぎます……！」

　虚こ空くうを見み据すえてぶつぶつとつぶやく。春虎の呼びかけを無視──というより明らかに耳に入っていない。小声とは言え、言こと葉ば遣づかいが「素す」に戻っていることすら気づいていないらしい。

　陰陽塾じゆくの教室。休み時間のことである。突とつ然ぜんの夏目の行動には、声をかけていた春虎だけでなく、側そばにいた冬児もざわりとした。

　が、当の夏目は完全に、自分の世界に没ぼつ頭とうしている。携帯を机の前に置いたまま、両りよう肘ひじを突ついて手を組み、額を埋うずめて唸うなり声をもらした。

「……『ハンゾウ』に『サスケ』に『セイメイ』が揃そろっていて、その上『スレイヤー』が二枚……しかも、装備のほとんどがＳレアってどういうことですか……そもそも『丸がん薬やく』の数からして違ちがい過ぎます……いったい何回『福引き』を引けば、こんな陣じん容ようが……おのれ、課金兵ども……っ」

　夏目のこんな表情は、実技の講義ですら見たことがない。春虎と冬児は、互たがいの顔を見合わせた。

「……夏目？　おい、夏目！」

「え？　……あ、ああ。春虎君……」

「春虎『君』じゃねえっ。お前、ここがどこかわかってんのか」

「え？　あっ」

　ようやく我に返ったのか、夏目が赤くなってゴホンと咳せき払ばらいをした。幸い、周りにクラスメイトはいなかったため、夏目の声の変化に気づいた者はいなかった。

　春虎は苦々しく、

「また『ことニン』か？　いい加減にしろよな」

「ご、ごめんなさ──じゃない。ゴメン。ちょっと没頭しすぎて我を失ってたみたいだ」

「さらっと『我を失ってた』とか言ってんじゃねえよ。ゲームに夢中になって我を失うとか、どんだけだよ。しかも教室で」

　春虎はそう言って顔をしかめた。夏目が春虎に叱しかられるというのも珍しい光景だ。

　冬児もさすがに驚いたらしく、

「てか夏目、まだこの前のソーシャルゲーム続けてたのか？」

「うん、まあ」

「なるほど。どうりで最近携けい帯たいばっかいじってると思ったぜ。……あー、言っとくけどな、夏目？　いくら入れ込んだところで、ネット上の人間関係なんて、所しよ詮せんは儚はかない──」

「なんでいきなり破は綻たんを心配してるの!?」

「手軽で心地ここちよい関係に依い存ぞんしたくなる気持ちはわかるが、ちゃんと分別はつけて──」

「だからっ、ちょっとゲームに熱中してるってだけだろ？　そんな依存症みたいに言わないでよ！」

　夏目は憤ふん慨がいして文句を言ったが、顔が赤いのは多少そういう面があることも自覚しているのかもしれない。実際、ここ数日はゲーム漬づけの生活を送っているのだから、依存と言われても仕方なかった。

「つーかお前、いくらなんでもやり過ぎだろ？　ほんとに隙すきあらば携帯いじってるじゃん。なんか疲つかれてるっぽいしさ。睡すい眠みん時間削けずって、夜中もやってんじゃねえの？」

「き、昨日はちゃんと寝たよ」

「どれぐらい？」

「……四時間ぐらい」

「全然寝てないじゃんか。ちゃんとした昨日でそれなら、他はもっと酷ひどいんだろ？」

　春虎の口くち振ぶりは、怒おこるというより心配するようだった。

　冬児がおかしそうに、

「だいたいソーシャルゲームじゃ、短期間で効果が出るのは一番最初のころだけだろ？　やり込めばやり込むほど、レベルアップに時間がかかるようになるはずだからな。根こん詰つめてやったところで、非効率だぜ？」

「冬児の言うとおりだ、夏目。せっかく楽しんでるんだし、止やめろとは言わないけどよ。あんま無茶しないで……一日何回とか何時間とか決めて、その範はん囲いで遊ぶようにしたらどうだ？　な？」

　そういや昔、似たようなことを親に言われたなあと思いつつ、春虎は嚙かんで含ふくめるように忠告した。

　ところが、それまで気まずそうにしていた夏目は、

「……いいや。いまは仕方がないよ」

　と妙みように悲ひ壮そうな面持ちで首を振ふった。

「これは試練なんだ」

「試練？」

「そう。『上じよう忍にん』になるためのね」

　そう独りごちるようにつぶやき、夏目は携帯を握にぎりしめる。

「『下忍』や『中忍』クラスと違って、『上忍』になるためには、コンピューター相手のミッションクリアじゃダメなんだ。対人戦や、さらには他チームとのバトルを勝ち抜ぬかなければならない。わかる？　他のプレイヤーとの戦いになるんだよ」

「……あ、ああ」

「コンピューターと違って、プレイヤーとの戦いは熾し烈れつだ。小手先の戦術や、ましてやクロスワードの知識だけじゃ、ほとんど意味がない。使えるものはすべて使って戦う──つまりは、『総力戦』なんだ。そうなると、どうしたって課金している者──いわゆる『課金兵』が強くなってしまう。わかるだろ？」

「……そ、そうだな」

「でも、ぼくのチームは未成年者ばかりだから、課金といっても大したことはできない。そのくせ、そこそこレベルは上がってきてるから、他のチームから格好の標的にされつつある。小判ならまだしも、せっかく手に入れた巻物まで奪うばわれかねない。このままじゃダメなんだっ」

「……ふ、ふーん……」

「早く『上忍』になって、みんなを守ってあげないといけない。ハイエナのような『課金兵』たちから！　ぼくはチームのリーダーなんだから、ぼくが……ぼくがしっかりしなきゃ！」

「…………」

　夏目の横顔は真しん剣けんそのものだった。夏目を見つめる春虎と冬児の顔は、深刻さを増していった。

　と、ピロリンと夏目の携帯が鳴った。

　夏目は──ほとんど無意識に、且かつ反射的に──携帯を操作。受け取ったメッセージを確かく認にんする。

「えっ？　今晩から『祭り』イベント開始？　何これ？」

「なんだ、知らないのか？　たまにそういうのがあるんだよ。新しいミッションやカードが追加されたり、その期間のガチャの確率が変化したり──」

　とっさに説明する春虎の台詞せりふを、夏目はすでに聞いていなかった。目を皿にして食い入るようにメッセージ内容を読んでいる。

「……レア以上のカード入手確率が二倍？　ミッションクリア条件次し第だいで、『福引き』三連続トライ可能っ？　こ、このイベントでしか手に入らないシークレットカード!?　大変だ──い、いやっ、チャンスだ！　すぐにみんなと連れん携けいを取って、この機会に大おお幅はばな戦力アップを──!?」

　たちまち夏目の指が躍おどり、高速で携帯を乱打する。聞く耳を持たない──というより、そもそも話しかける隙がない。春虎と冬児もさすがに鼻白んだ様子で、口をつぐむしかなかった。

　その後、夏目はついに講義の最中にも、携帯を操作するようになった。
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「来い……来い……来い……来い……っ！」

　血走った目で画面をにらみ、呪じゆ力りよくを練る勢いで念を込こめながら、夏目が携帯を操作する。隣となりにいる春虎まで、妙に緊きん張ちようしてしまう。

　しかし、

「……クッ!?　ダメだ！」

　長い黒くろ髪かみを振り乱し、夏目が天てん井じようを仰あおいだ。

「ラストチャンスが！　もう『フウガ』のレアなんて腐くさるほど持ってるよ！」

「……そ、そうか。残念だったな……」

　なぜか、むしろほっとした顔で、春虎が夏目を慰なぐさめた。

　放課後の教室には、すでに春虎たち二人以外に塾じゆく生せいの姿はない。わざわざ教室に残って、期間限定の『祭り』イベント、そのタイムリミット直前──つまり好条件での最後の『福引き』にトライしていたのだ。

　もっとも、期待した結果は出なかったらしい。

「くそ……くそっ！　あと一枚！　『サイゾウ』さえ出てくれれば、『サナダ』コンボが使えるようになるのに！」

「いや、まあ、コンボ攻こう撃げきは強力な分、カード揃えるハードルも高いし……」

「あと一枚なんだよ！　予感はあるっ。予感はあるんだ！　もうすぐ……いやっ、次には『サイゾウ』が出る予感が！　なのにっ!?」

「はあ……予感ねえ……」

　能天気に笑いながらツッコムことができれば、どれほど楽だろう。が、生あい憎にく夏目は本気だ。マジだ。その気き概がいたるや、いまにも霊れい気きが[image: ]ほとばしらんばかりである。下手にイジるのは危険過ぎる。

「まあでも出なかったなら仕方ないじゃん。またコツコツやればいいよ。……少しずつ」

　ソフトな言い回しで、それとなく忠告してみる。

　夏目は応こたえなかった。黙だまったまま、鬼き気き迫せまる眼まな差ざしで、携帯画面を凝ぎよう視ししていた。

　黙っているのはひょっとして、いま言った忠告を真剣に考えてくれているのだろうか。とすると、この辺りで少しクールダウンして、以後は気楽にゲームを楽しむようになってくれるかもしれない。春虎はそんな希望を──儚い希望を──抱いだいた。

　突とつ然ぜん。

　夏目の顔から、スッと怒いかりが滑すべり落ちた。

　夏目は、ごくごく平静な手つきで携帯の操作を再開した。妙に淡たん々たんとした表情のまま、機械のようにボタンを押す。

　しばらくして、

「……ほら」

　と、その唇くちびるが綻ほころんだ。

「言っただろ？　予感があるって」

　そう口にして、春虎に手を向け、携帯画面を見せる。ディスプレイには、魔霧使い『サイゾウ』のカードが映っていた。

「えっ!?　なんで？　お前いま、違ちがうの引いたって──」

　そこまで言ってから、春虎はハッと気がついた。春虎を見る夏目の瞳ひとみが、冷ややかな光を帯びている。

「夏目！　お前まさか、課金したのか!?」

　通常『福引き』は一日一回。今回のイベントでは特別な条件を満たせば三回引けるようになったが、夏目はその三回を使い切っていた。明日あしたにならなければ、『福引き』を引くことは不可能なはずだった。

　本来は。

　しかし……。

「いやだなあ、春虎。そんなに驚おどろかないでよ。たかが三百円じゃないか」

　夏目はうふふと笑う。

　笑え顔がおだが──何か違う。少なくとも、レアカードを手に入れたと大はしゃぎしていたころの笑顔とは、何かが決定的に違っていた。

「さて……『サナダ』コンボは揃そろえるのが難しい分、揃ったときは強力無比。これまで散々煮にえ湯ゆを飲まされてきたけど……借りを返してもらおうかな」

　夏目はうふふと笑ったまま、再び携けい帯たいの操作を開始する。うふふと笑ってはいるが、その瞳には冷ややかな光が根付いたままだ。

　口をつぐみ、唾つばを飲む春虎。

　夏目が『上忍』に昇しよう格かくしたのは、その晩のことだった。
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「あ、あれ？　夏目、どうしたんだ、それ？」

　休日の朝だった。春虎は寮りようの廊ろう下かで、携帯を操作しながら歩く夏目とすれ違った。

　顔を伏ふせ、携帯をのぞきながら移動するのは、最近の夏目の常である。しかし、思わず声をかけたのは、彼女が持っていた物が見知った携帯電話ではなかったからだ。

　スマートフォンなのである。

「……ああ、春虎。おはよう」

「おはよう……てか、お前スマホなんか持ってたっけ？」

「これ？　この前買った」

「買った？　機種替かえたのか？」

「ああ、心配しないでも、前のもちゃんと持ってるよ。これはサブ機だから」

「えっ？　二台持ちにしたの？」

「うん。まあ、『二台』じゃないけどね」

　一度は顔を上げて挨あい拶さつしたものの、すぐに夏目の視線は手元の携帯──ならぬスマートフォンに戻もどっていた。

　世間話をするように、それでいて、指先だけは神速の動きを見せながら、

「フリック入力って、慣れるとボタンより圧あつ倒とう的てきに早いね。みんな勧すすめるわけだ」

「……み、みんなって？」

　何気なく聞いたつもりだったが、夏目の指が動きを止めた。

　顔を上げ、こちらを見た夏目の目には、いつか見た冷ややかな光が、より硬こう質しつさを増して宿っている。

「春虎。ぼくはどうやら、てんで甘かったみたいだよ」

「甘い？」

「そう。お話にならないぐらいにね」

「……こ、『ことニン』の話だよな？」

「もちろんさ」

　と、また視線を落とし、夏目は続ける。

「本当の『ことニン』って、要するに『上忍』クラスの世界のことだったんだ」

「……世界？」

「『中忍』や、ましてや『下忍』なんて、所しよ詮せんは客寄せの紛まがい物。ただのお遊びに過ぎない」

「……ま、まあ、ゲームですから」

「でも、『上忍』クラスは、違う。もう何もかもが違う。最初は信じられなかったよ。この人たちはどうしてこんなに強いのか。何かシステム的なバグでもあるんだろうか、ってね。だって考えられないもの。そんなパラメーターを実現するためには、生活のすべてを当たり前のように捧ささげ、なんの躊ちゆう躇ちよもなく課金し続けるぐらいしかないはず。いや、そこまでしても、まだ足りないかもしれない。そんな、物理的、理論的になら不可能とは言い切れない、ってレベルのプレイヤーが、ゴロゴロいるんだもん」

「…………」

「でも……そうなんだよ。その人たちは本当にすべてをかけて、戦っていたんだ。物理的、理論的に可能なことを、すべてこなしてね。……『総力戦』？　ふふ。まったく自分が恥はずかしいよ。あのときのぼくは、『総力戦』の意味をまるで理解していなかった」

「……な、夏目……？」

　スマートフォンを操作しながら話す夏目は、口元と指先以外微び動どうだにしない。その、瞬まばたきひとつしない瞳に、ディスプレイの光が不気味に映り込んでいる。

　不意に、

「……私にはハンデがあります……」

　と夏目の声こわ音ねが「素す」に戻る。ただし、その言葉は春虎に──というより、誰だれに向かって告げられたものでもなかった。

「『上忍』の多くは、リリース直後かベータ版から参戦しているベテラン勢。スタート時期の遅おくれは、もうどうしたって取り戻せません。……けど、私にもまだ、勝機は、ある」

「…………」

「簡易式です。ずっとクロスワードの出題を記録させていた簡易式。その対応率が、全問題の九割を超こえました。ここまでくればニューワードにその都度対応するロスを考えても実用化の目め処どが付きます。同じ簡易式を複数用意すれば、二十四時間飲まず食わずで戦う『式神忍軍』の誕生です。ふふ。反はん撃げきしますよ？　乾けん坤こん一いつ擲てきの大反撃です。次のイベントに焦しよう点てんを絞しぼって、一いつ斉せいに仕し掛かけます。見てなさい。ひっくり返してあげますから。一気にランキングを駆かけ上りますから。ふ。ふふ」

　闘とう志しに充みち満ちた夏目の台詞せりふ。しかし、当人の表情は仮面のように無表情だ。ただ、瞳に浮うかぶ光が、冷ややかさと硬質さはそのままに、輝かがやきだけを強めていく。

　そして、また不意に男装の言こと葉ば遣づかいに戻り、

「じゃあ、春虎。悪いけどバッテリーが切れそうなんで失礼するよ」

「……ま、待て、夏目っ」

「なに？」

「最初に仲間申しん請せいしてきた、女の子がいたろ？　あの子はいま、どうしてる？」

　うそ寒い眼差しを肩かた越ごしに向けていた夏目が、一いつ瞬しゆん遠く、ここでないどこかを眺ながめるような目つきになった。

「……そういえば、あの頃ころの仲間は、最近見ないな。でも仕方ないよ。誰にでも耐たえられる世界じゃない。悲しいけど、これ戦争なんだよね」

　夏目は決め台詞と共に廊下を去った。春虎はもはやかける言葉を失い、ただその背中を見送ることしかできなかった。
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　事件はその日の夜に起きた。

　虫の知らせだったとしか言いようがない。深夜二時、珍めずらしくトイレで目が覚めた春虎は、そのままなんとなく一階に降りて、食堂の前を通りかかった。そして、足が止まった。

　うっすらと仄ほのかな明かりがもれていたのだ。消し忘れかと思って食堂に入った春虎は、その光景に戦せん慄りつした。

　食堂の椅い子すにずらりと座る、立体的な影かげ法ぼう師したち。

　簡易式の群れだ。むろん無言であるが、皆みな黙もく々もくと動いている。各テーブルに三体ずつ座り、一体は携帯電話、あるいはスマートフォンを操作。一体はノートにメモを書き、残る一体は国語辞書を開いてスタンバイしている。もれ出ていたのは簡易式たちが持つ携帯やスマホの画面の明かりだったらしい。影法師たちが座るテーブルにぽつぽつと浮かぶディスプレイの明かりは、黒くろ魔ま術じゆつの儀ぎ式しきめいていた。

　そして、中央の床ゆかにはバタリと倒たおれ伏す夏目の姿。春虎は血の気を失いつつ、声を上げて駆け寄った。

「夏目っ!?　おい、しっかりしろ！」

「……は、春虎君……」

　上半身を抱かかえ上げると、夏目がのろのろと目ま蓋ぶたを上げる。

「どうしたんだ！　いったい何があったっ？」

「か、完かん璧ぺきな作戦だったのですが……」

　と少女は弱々しくつぶやく。

「複数の簡易式を二十四時間操作し続ける……その呪じゆ力りよくを計算に入れていませんでした」

「それ全然完璧じゃないよねっ!?　てかこれ、やっぱり『ことニン』かよ!?　こええよ！　もうすっかり、別の何かだよ！　しかも、なんで食堂でやってんだ!?」
















「部屋だとコンセントが足りなくて……」

「穴だらけの作戦だな!?　全部のバッテリーが上がるまでやってたのか？　つか、携帯何個買ってんだお前!?　それもう課金ですらないだろ!?」

　正直ツッコミが追いつかない。あまりにも色々とダメ過ぎた。

　しかし、それはあくまで春虎の感覚らしい。夏目はハアハアと息を荒あららげながら、春虎の腕うでの中でしがみつく。

「こうなったら、春虎君……春虎君も手伝って下さいっ。呪力だけ分けてくれれば、あとは私がやりますから！」

「まだ世よ迷まいい言ごとをほざくか！　ぶっ倒れてたくせに何言ってんだ！」

「私はまだ戦えます！」

「どこの戦士なんだお前はっ!?　目を覚ませ、夏目。あんなもん、ただのデータだろ？　形のない数字なんだ！　噓うそなんだよ！」

「じゃあ聞きますが、いったい世の中にほんとに本当のことなんてどれだけあるって言うんですか!?」

「そこまで!?　つうかもう、その台詞が十分正気を失ってるだろ？」

「いまさら後には引けないんです！」

「いったいいくらつぎ込んだんだ!?」

「お金の問題じゃありません！　プライドの問題です！」

「そこは噓でも仲間のためって言え！」

「ナカマなんか知りません！」

　ほとんど絶ぜつ叫きようして、夏目は、くうっ、と顔面を悲痛に歪ゆがめる。

「私が……私がこんなに頑がん張ばってるのに、みんな次々に離はなれていって……！　『正直ひく』とか、なんでデスか!?　精せい一いつ杯ぱい、真ま面じ目めに一いつ生しよう懸けん命めいやってるのに！　みんなのために、頑張ったのに！」

「うわ。お前……この前は、見み栄え張ってたのか……」

「見返してやる──ランキングで一位になって、みんなをミカエシテやるんデス！　そして、また仲間に戻ってくれたら、欲ほしいカードはなんだってあげて……今度こそみんなの、頼たよれるリーダーに……！」

　悲ひ愴そうだった。客観的には悲劇ではなく喜劇だが、ここにいるのが春虎でなく冬児だったとしても、いまの夏目をゲラゲラ笑うことは、良心が許さなかったに違ちがいない。

　いったいどうしてこんなことに……。

　……いや。

　どうしてこんなことになったかと言えば、ひとつだけはっきりとした原因が挙げられる。春虎が夏目にソーシャルゲームを勧すすめたからだ。春虎がこの道に誘さそわなければ、そもそも夏目は道を踏ふみ外はずしたりしなかった。

　うえっ、うえっ、と夏目がしゃくり上げる。この居たたまれなさはなんだろうか。もう彼女は、自分で自分をコントロールできていないのだ。そして他人の忠告を受け入れることすらできなくなっている。そんな幼おさな馴な染じみのために、自分はどんな形で責任が取れるだろうか。

　春虎は、覚かく悟ごを決めた。

「……わかった」

「え？」

「わかったよ、夏目。お前がそこまでやるなら……おれも一いつ緒しよに手伝ってやる。いやっ、一緒に戦ってやる！」

「は、春虎君……？」

　驚おどろく夏目に頷うなずきかけ、春虎は肩かたから腕をどかした。座り込む夏目の前に跪ひざまずき、しっかりと目を見て告げる。

「正直いまのお前には、おれのプレイなんか足手まといだろ。だから簡易式を動かす呪力だけ注ぎ込む。いいな？」

「でも」

「『総力戦』なんだろ？　おれは──お前の式神だぜ！」

「は、春虎君……！」

　深夜の食堂の床の上で、二人は見つめ合い、ひし、と互たがいの両手を握にぎり合った。

　こうして、主従は険しい忍しのびの道に舞まい戻もどったのである。




　もっとも……。
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「……なるほど、これか。『個人データ流出で、人気ソーシャルゲームが急きゆう遽きよサービス停止』、ねえ……」

　朝の食堂。テレビが流すニュース番組を見ながら、冬児は箸はし先さきで切り取った目玉焼きを口に運んだ。

　冬児の座る席の向かい側では、燃え尽つきた二人の忍にん者じやが、テーブルに突つっ伏ぷしている。すべてを出し尽くし、すべてを失った抜ぬけ殻がらが、そこにいた。

　冬児は肩をすくめてひと言。

「ネットの世界は、無情でござるなあ」







　第三話　式神行進曲







「落とし物？」

　重たく沈しずんだ様子の土つち御み門かど夏なつ目めは、幼馴染みの問いかけに、「うん……」と硬かたい表情で首しゆ肯こうした。

　陰おん陽みよう師じ育成機関、陰陽塾じゆくの塾舎ビル。午後の最初の講義が終わった休み時間のことだった。

　教室では、ひと息つく塾生たちが、気ままに談だん笑しようしている。土御門春はる虎とらは、あらためて隣となりに座る夏目に向き直った。

「財さい布ふでも落としたのか？」

「ううん。塾生手帳」

「塾生手帳？　そんなの……あー……そういや入塾したとき制服と一緒に渡わたされたような……」

　塾生手帳とは要するに生徒手帳のような物だ。持ち主の名前と顔写真の他ほか、陰陽塾の規則などが細かく書かれている。

　といっても、春虎は中身を読んだことがない。一応鞄かばんには放ほうり込んであるはずだが、正直、いまのいままで存在自体を忘れていた。

　もっとも、それは春虎に限ったことではないらしい。

「いいじゃねえか別に。あんなもんなくても、困らないだろ」

　と、後ろの席にいた阿あ刀と冬とう児じが、口を挟はさんできた。

「持ち物検査があるわけでもなし。身分証の代わりにもならないしな」

「そ、そういう問題じゃないよ。あれは、自分が陰陽塾の塾生だっていう証あかしでもあるんだから」

「それなら、この制服着てる時点で十分だろ。間ま違ちがえようがねえ」

　夏目の反論にも冬児は平然としている。実際春虎も似たような考えだし、おそらくほとんどの塾生は塾生手帳のことなど気にしたこともないだろう。

　しかし夏目は深刻そうだった。

　暗あん澹たんとした口調で、

「でも……あの写真は……」

「写真？」

　夏目が妙みように思い詰つめた様子でつぶやくので、春虎はつい聞き返した。

　と、そのときだ。ちょうど側そばを通りかかったクラスメイト二人が、夏目の重たい表情に気づいて立ち止まった。

「あれ？　どうしたの、夏目君？　なんか表情が暗いけど」

「えっ？　夏目君、何かあったの？」

　百もも枝え天てん馬ま。それに、倉くら橋はし京きよう子こだ。

「あ、いや──別になんでも……」

　二人に話しかけられると、夏目は急に口を濁にごした。

　隣の春虎が怪け訝げんな顔をし、

「大したことじゃねえよ。夏目が塾生手帳を落としたらしいんだ」

　代わりにあっさりと事情を話すと、夏目が、バカっ、と咎とがめる視線を向けた。もちろん、春虎は気づかない。天馬が納なつ得とくしたように、「落とし物か」とつぶやいた。

「あら。夏目君にしては珍めずらしいわね。春虎ならともかく」

「おれを引き合いに出すなよ」

「春虎の場合は、そもそも落とし物をしたことに気づかないからな」

「なんだと冬児。いわれなき中傷は止よせ」

「この前、洗せん濯たく物もの落として食堂に張り紙張られたまま、半月ぐらい見過ごしてただろ。風ふ呂ろ場ばに忘れた着き替がえを、寮りようの先せん輩ぱいに届けられたこともあったな」

「……まあ、そういうこともあったか」

　すかさず挙げられる具体例に、春虎がとぼけて視線を逸そらす。

　一方天馬は気き遣づかう様子で、

「いつなくしたの？」

　と夏目に尋たずねていた。

「……えっと……」

　夏目はまたしても躊ちゆう躇ちよする素そ振ぶりを見せた。

　しかし、結局はため息をついて、首を横に振ふる。

「……わからない。昨日の放課後から捜さがしてるんだけど」

「昨日？　だったら誰だれか届けてくれてるかもしれないよ？　落とし物がなかったか、事務の人に聞いてみれば？」

「昼休みに聞いてみたよ。けど、何も届いてないって」

　夏目が答えると、今度は「あら？」と京子がわずかに眉まゆをひそめた。

「変ね……。夏目君、手帳を落としたのって、確かに塾舎なの？」

「え？　たぶん……寮の方は散々捜したし……」

「だったらおかしいわ。塾舎の中で落としたなら、まず間違いなく届けられてるはずなのに」

　首を傾かしげる京子の台詞せりふに、今度は春虎が怪訝そうな目を向けた。

「え？　なんでだよ。落とした物がそのままなくなるなんて、よくあるだろ？　塾舎だと何が違うんだ？」

「うちは特別なの。だって、毎日夜になったら、式神がビル中を掃そう除じしてるんだから。それこそ、隅すみから隅まで」

　京子はそう言って説明した。彼女は塾長の孫まご娘むすめだ。他の塾生が知らないようなことでも知っているのである。

　京子の説明には春虎だけでなく、冬児や天馬も、へえ、と驚く様子を見せた。

「……そういえば、前にそんな話、聞いたことあったっけ」

「あれ、マジだったのか。さすがは呪じゆ術じゆつの学校だな」

「けど、だったら倉橋さんの言うとおり、変だよね？　人間じゃなくて式神がくまなく掃除してるなら、見落としがあるとも思えないし……」

　天馬が京子の疑問に同意して言った。

　もちろん、誰かが昼間の内に拾っている可能性はあるが、財布の類たぐいならともかく、他人の塾生手帳だ。そのまま隠いん匿とくするとは、あまり考えられない。

　うーん、と春虎たちは、そのまま考え込んだ。

「あ、あの、みんな、ありがとう。でももういいから、気にしないで？　ぼく、もう少し捜してみるからさ」

　黙だまり込む一同に、夏目が──なぜかこれ幸いとばかりに──言った。

　しかし、不意に京子が思いついた様子で顔を上げる。

「ねえ、夏目君？　物は試ためしよ。あたしたちも夜の塾舎に式神を放って、落とした手帳捜してみない？」

「ええっ　いや、それは……」

「いいの、いいの。あたし、お祖母ばあ様から式神の話を聞いたときから、ずっと気になってたのよ。夜の塾舎がどんな風なのか、前から見てみたかったの。むしろ良い機会だわ」

「で、でも、夜は塾舎は閉まってるでしょ？　勝手に入れないし……！」

「その辺はお祖母様に許可をもらうから大だい丈じよう夫ぶ。落とし物を捜すのに式神を放つなら、誰も居ない夜の方がはかどるじゃない？」

　京子がそう提案すると、持ちかけられた夏目以上に、春虎が目を輝かがやかせた。

「──へえ。夜の塾舎か。なんかそれ、面おも白しろそうだな」

　と、身を乗り出して食いついてきた。

　必死に視線で止めようとする夏目にも気づかず、

「だったら、みんなで来ようぜ？　どうだ、冬児？　天馬？」

「ま、興味はあるな」

「僕も大丈夫だよ」

　冬児と天馬が楽しげに頷うなずき、京子が得意そうに「決まりね」と笑う。夏目一人が焦あせった様子で、「えっ、えっ」と周りの顔を見回した。

「よしっ。じゃあ今晩は、夜の塾舎で夏目の塾生手帳探たん索さくな」

　春虎が言い、夏目を除く一同は、一いつ斉せいに声を返した。
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「は？　写真？」

「そうです！」

「……なんの？」

「私のですっ。子供のころの！」

　春虎と夏目、冬児の三人は、陰陽塾の男子寮で寝ね起おきしている。塾舎を出て寮に戻もどった三人は、夏目の要望で春虎の部屋に集まっていた。

　そして、夏目が切り出したのが落とした塾生手帳の件だった。

　冬児がトレードマークのヘアバンドを搔かきながら、

「……つまり何か？　夏目が落とした手帳の中には、お前の子供のころの写真が挟はさまってるのか？」

「その何が不味まずいんだよ？」

「子供のころの私ですよ？　スカートを穿はいてるんです！」

「……あ」

　そこまで説明されてようやく春虎も夏目の言わんとすることに気がついた。

　夏目と春虎は、陰おん陽みよう道どうの名門、土御門家の人間だ。特に夏目は本家の生まれで、次代当主となることも決まっている。

　ただ、本家には『しきたり』があり、そのせいで夏目は性別を偽いつわり、男子生徒として陰陽塾に通っているのだ。夏目の──「彼女」の秘密を知っているのは、塾では春虎と冬児の二人だけだった。

　事情を聞いた冬児は苦笑しながら、

「なるほどな。塾じゆく生せい手帳ぐらいで嫌いやに深刻そうだと思ったら……そういうわけか」

「……第一、そうでなくても、あの写真は……」

「なんだ？　まだ何かあるのか？」

「い、いえっ！　何もありません！」

　夏目はわずかに頰ほおを赤くしながら、やけにきっぱりと断言する。冬児はおやおやと言いたげに目を細くしたが、それ以上は追つい及きゆうしなかった。

　いずれにせよ、塾生手帳には夏目の名前が書いてある。その手帳に、本人の写真が挟んであるのだ。子供のころの一枚とはいえ、それを見て写真の少女が夏目だと気づかれる可能性は無視できないだろう。特に、いま現在、夏目と親しい者なら。

「倉橋さんや天馬君に見つかるのが、一番危ないんです。なのに、春虎君は！」

「そんなの、知らなかったんだから仕方ないだろ？　てか、そもそもなんで自分の写真なんか、手帳に挟んでたんだよ。しかも子供のころのやつなんて」

「それはっ……な、なんだっていいじゃないですか！　いま重要なのは、そんなことではありませんっ」

　夏目は強ごう引いんに言って、「とにかくっ」と話を続ける。

「こうなってしまった以上、なんとしても二人より先に手帳を見つけるしかありません。半分見物のつもりで提案したのかもしれませんけど、手帳捜しは本気でやって下さいっ。いいですね、二人とも？」
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　春虎たち五人が再び塾舎に集合したのは、夕食を終えたあと、午後十一時になろうかという時間だった。

　遅おそくまで残って自主練習をしていたことはあるが、この時間の塾舎ビルは初めてだ。基本的に、十時を過ぎるころには、職員たちも仕事を終えて帰路につく。塾長は深夜まで残ることもあるらしいが、今日はすでに帰宅しているそうだ。

「夜だとやっぱり雰ふん囲い気き違ちがうわね～」

「うん。ちょっとドキドキしてきたよ」

　塾舎ビルを見上げ、京子と天馬が感想を口にした。

　二人とも一度帰宅しているので、制服から私服に着替えている。一応捜し物という目的はあるのだが、どちらも浮うかれた表情だ。気分は夜の塾舎の探検というところらしい。

　対する春虎と冬児は、夏目から、わかってますね、とキツイ目配せを受けていた。

　二人とも無言で肩かたを竦すくめ、了りよう承しようの意を表す。こちらは明らかにやる気に欠けているが、実際夏目の男装がバレかねないピンチである。なんだかなあと思いつつも、全力を尽つくすしかなかった。

「……ま、京子や天馬がいるんだから、終電までってとこか」

「だな」

　冬児と春虎は、こっそり言葉を交かわした。

　そして、一同は夜の塾舎ビルに入る。

　まず出で迎むかえるのは、正面入り口の二重の自動ドア。その間の両りよう脇わきに鎮ちん座ざする狛こま犬いぬだ。

　春虎が気さくに、

「よっ。こんばんは」

「汝なんじらか。斯か様ような時間に如何いかがした？」

「現在陰陽塾は閉塾しておるぞ。たとえ塾生といえど、許可なき者の立ち入りは認められぬ」

　声をかけられた二体の狛犬は、仰ぎよう々ぎようしい口くち振ぶりで言葉を発した。

　式神なのだ。塾長に仕える、アルファとオメガである。機き甲こう式と呼ばれるタイプの人造式で、狛犬の体を形かた代しろとしてここに常じよう駐ちゆうしている。

　その言動こそどこか尊大だが、実際は気のいい式神たちだ。塾生からも慕したわれており、現に春虎たちとも親しかった。

「そもそも、未成年の身で遅くまで出歩くのは感心せぬぞ」

「左様。明日あしたも講義が控ひかえておろう。帰宅し、英気を養うが良い」

「ありがと。でも大丈夫よ。今回はお祖母様の許可は取ってあるから」

「京子殿どのか。いかに主あるじの身内だろうと、規則は守って頂かねば困る」

「だから、ちゃんと持って来てるって。ほら」

　そう言って、京子は一枚の呪じゆ符ふを取り出した。それを確かく認にんしたアルファが、「む」と声をもらす。

「ん？　京子。それ、なんの呪符フダだ？」

「セキュリティーのパスよ。お祖母様から借りてきたの。この時間帯は、これを持たずに塾舎の結界に入ると、不法侵しん入にゆうと見なされちゃうんだって」

　春虎の質問に答えながら、京子は「はい」とアルファに呪符を差し出した。

　狛犬があらためて、

「確認した」

　と重々しく返事をする。同時に、奥の自動ドアが開き、一階のフロアに入れるようになる。

「その符があるなら是ぜ非ひもなし。ただし、その符は側そばにおる者にしか効果がない故ゆえ、全員まとまって行動するよう注意せよ」

「え？　そうなの？」

「うむ。また、いま塾舎内は清せい掃そう中である。式神どもの邪じや魔まをせぬようにな」

「あ、その式神のことなんだけど──」

　アルファとオメガは塾舎の番人であり、ビルのことにも詳くわしい。京子は夏目の落とし物について、簡単に事情を説明した。

　すると、

「なるほど。それは確かに妙みようであるな」

「京子殿の申す通り、紛ふん失しつ物があったとしても『舎人とねり』どもが拾えば、すぐに届けられるはず」

　と、二体とも首を傾かしげた。

　春虎が隣となりの夏目に、

「なあ。トネリってなんのことだ？」

「式神の名前だよ。『モデルＭ１・舎人』のこと」

「陰陽庁製の、旧型の汎はん用よう式よ。清掃用に古い式符を大量に仕入れたんだって、お祖母様が言ってたわ」

　京子が振ふり向きながら、説明を補足した。

「……でも、てことはアルファたちにも心当たりはないのね？」

「夏目、ほんとに塾舎で落としたのか？」

「今日も寮りようの方は調べたけど、やっぱり塾舎だと思う」

「そっか。お前、塾と寮以外出歩かないしなあ」

「い、いいだろ、別にっ」

「案外、その式神の術式が、古くて狂くるってきてんじゃねえか？」

「まさか。とは思うけど……」

　冬児が適当に意見すると、天馬も自信のなさそうな顔になる。

　と、

「アルファよ。案外、あの小さいのの仕し業わざではないか？」

「む？　……おお、あやつか。確かにその可能性はあるな」

　オメガの台詞せりふにアルファが何か思い出した様子で相づちを打った。

　すかさず夏目が、目を光らせ、「『小さいの』？」と尋たずねる。

「うむ。実はしばらく前から、夜になると塾舎内をうろつく式神がおっての」

「あやつが先に見つけたならば、届け出るとは限らぬやもしれぬ」

「え、ちょっと待って？　あなたたちが知らない式神が、夜の塾舎を徘はい徊かいしてるっていうの？　それってセキュリティーの意味ないじゃない」

　京子が呆あきれたように言うと、狛犬たちは「仕方あるまい」と心外そうに応こたえる。

「その式神は、京子殿が持っている符と同じ術式を帯びておるのだ」

「元は『小すくな彦びこ』だが、ずいぶんと改造されておる模様。特に悪さをする様子もないが、何をしておるのかは我らも知らぬ」

　オメガの説明に京子は眉まゆをひそめた。その後ろでは「スクナビコって？」とまた質問する春虎に、「それも汎用式だよ」と夏目が耳打ちしている。

「なんだろ。気になるわね」

「いいじゃねえか。特に当てがあったわけでもないし、とりあえずその式神を捜さがしてみようぜ」

　冬児が面めん倒どうそうに言い、全員が頷うなずいた。

「夏目？」

「……うん」

　確認するように春虎が見ると、夏目は視線を返して頷いた。

　正体がバレるのはなんとしても避さけねばならない。ただ、それはそれとして、手帳を取り戻もどしたい意思も強いようだ。

「手て掛がかりがあるなら、願ってもない……こうなった以上、絶対に見つけるよ」




　　　　[image: 五芒星]




　塾舎の中はすでに消灯されている。しかし、ビルに入ってすぐのエレベーターフロアでは、すでに何かの気配が感じられた。

　薄うす闇やみの中、何かが動いているのだ。春虎はまず、「コン」と自らの式神を呼び出した。

　現れたのは、三角の耳と木の葉型のしっぽを持った、幼い少女だった。春虎の護法式のコンである。

「悪い。ちょっと周りを照らしてくれねえか？」

「かか、畏かしこまりました！」

　主の命を受けた式神は、辺りに幾いくつも青白い火の玉を浮かべた。コンの特技のひとつ、狐きつね火びだ。一階フロアがうっすら照らされる。普ふ段だんと同じ光景が、いつもと違ちがう印象で浮かび上がった。

　すると、その光景の中に見慣れない影かげが幾つかあった。「お」と思わず春虎が声をもらした。

　式神だ。

　その式神は、小こ柄がらな夏目よりさらに少し背が低かった。棒を組み合わせたようなほっそりとした手足と胴どう体たいで、頭上に円えん錐すい形の編あみ笠がさに似たものを被かぶっている。全体としては、ごくシンプルな造形をした、人ひと形がたのロボットのような印象だ。

　旧型の汎用式『モデルＭ１・舎人』。

　フロアには、全部で四体の『舎人』がいた。あるものは柄えの長いモップを持ち、あるものは雑ぞう巾きんを持って、せっせと床ゆかや壁かべを拭ふいている。フロアの隅すみには水の入ったバケツも置かれていた。

「へえ。こいつらがさっき言ってた掃そう除じ用の式神か」

　感心する春虎に、夏目が「別に掃除用ってわけじゃない」と釘くぎを刺さした。

「汎用性の高い──要するに雑用全ぜん般ぱんをこなせるようフレキシブルに設計された人造式なんだ。カテゴリーとしては『阿あ修しゆ羅ら』と同じだよ」

「えっ？　あいつと？　大きさも迫はく力りよくも全然違うじゃん」

「『阿修羅』は大きさを変えられるからね。あと……君が見たのはかなり特とく殊しゆな例だったから……」

　後半は京子や天馬には聞こえないよう、小声で告げる。

　一方『舎人』たちは、突とつ然ぜん狐火に照らされても、反応を見せなかった。フロアに入った春虎たちに構う素そ振ぶりもない。黙もく々もくと掃除を続けている。

「……おれたちのこと、気づいてないのかな？」

「術式に従って、与あたえられた仕事をこなしてるだけだよ。本来式神ってそういうものなんだから」

　そう話しているうちに、階段の方からもう一体の『舎人』が現れた。やはり春虎たちが見えていないかのように、最初の四体に加わり、モップ掛けを始める。入れ替かわるように一体が、バケツの水を替えるべく移動を開始した。

　冬児がしみじみと、

「……普通に掃除してるな」

「……そうだね。もうちょっと式神っぽい掃除の仕方を想像してたんだけど……」

　クラスメイトの率そつ直ちよくな感想に、天馬が思わず同意した。「仕方ないよ」と夏目が肩を竦める。

「『モデルＭ１』って言ったら、陰陽庁が試作的に製造した最初期のモデルだもん。見た目より力があるぐらいで、特別変わったことはできないよ」

「そうね。なんでもできるってことは、裏を返せば、なんの専用式でもないってことだからね。……でも、一体あると何かと便利よ？　デフォルトの簡易式の、延長って考えればいいのよ」

　京子の台詞に、ふーん、と春虎。そういえば夏目も、寮に引っ越こす際、簡易式で荷物を運んでいた。「お手伝いさんみたいなもんか」と独りごちたが、案外理解としては正しいかもしれない。

「はは、春虎様っ。せ、僭せん越えつながらお掃除は、コンめも得意でございまするっ。ご命令さえ頂ければ、いつなりと！　な、なんなりと！」

「いやいや、そんな対たい抗こう心はいらないから」

　主を見上げてアピールする護法に、春虎が苦笑いを返す。

　ちなみに、『舎人』たちの主は、陰おん陽みよう塾じゆくの三年だ。三年には「掃除当番」があり、毎日交代で式符に呪じゆ力りよくを注入しているのである。これも講義の一いつ環かんということになっているが、要は一種の経費削さく減げんだった。

「まあ、とにかく夏目君の手帳を捜しましょうか？　あたし、捜し物用に簡易式の術式組んで来たの。みんなの分もあるから、使ってみて」

　そう言って、京子は簡易式の式符を取り出し、全員に配った。

「じゃあ、始めるわよ？　──式神召しよう喚かん！　[image: きゅう]急如律令オーダー！」

　京子が式符を放ち、続いて春虎や夏目たちも簡易式を生成する。すでに術式が用意されているので、生成自体はそれほど難しくはない。全員問題なく成功させた。

　現れたのは市し販はんの式符に初期設定されている、影かげ法ぼう師しのような姿だ。一人一体で、全五体。

　が、その瞬しゆん間かんだった。

　それまで漫まん然ぜんと掃除をしていた『舎人』たちが、一いつ斉せいに動きを止めた。そしてすぐさま向きを変え、こちらに駆かけ寄ってきた。

「へっ？」

「は、春虎様！」

　コンが両耳をピンと立て、腰こしの匕首あいくちを抜ぬき放つ。もっとも、『舎人』たちの狙ねらいは春虎たちではなかった。

　最初に駆け寄った『舎人』が、簡易式に飛びかかって押さえ込んだ。春虎が操あやつっていた簡易式だ。春虎はとっさに抵てい抗こうしようとしたが、何しろ捜し物用に用意した簡易式である。ろくに暴れる暇ひまもなく、実体化が解けて式符に戻ってしまった。

　他の簡易式も同様だ。襲おそいかかる『舎人』によって、次々と式符に戻る。

「えっ、なに？　どうなってるの？」

「まさか、セキュリティー」

　フロアの『舎人』は四体だったため、夏目の操っていた簡易式だけは辛かろうじて難を逃のがれていた。しかし、逃にげ回るうちに、今度は階段から続々と『舎人』たちが現れる。その数、十体以上。

「な、夏目君！　一度実体化を解いてみて」

　夏目は即そく座ざに従い、簡易式の実体化を解いた。すると、目標をなくした『舎人』たちも一斉に動きを止めた。

　式神の集団はしばらくその場にじっと佇たたずんでいたが、やがてまた向きを変えた。そして、何もなかったかのような足取りで、それぞれの持ち場に戻りだした。

「……や、やっぱり。侵しん入にゆう者を捕とらえるよう、命令されてるんだ……」

「パスを持ってないと、簡易式でも駄だ目めなのね……まあ、考えてみればそうじゃなきゃ、セキュリティーの意味がないけど」

　すでに『舎人』たちは清せい掃そう作業を再開している。さっきの攻こう撃げきも、あくまで術式に従っただけなのだろう。

「お祖母ばあ様も、ひと言教えてくれればいいのに」

「ど、どうしようか？　これじゃ、式神で夏目君の手帳を捜すのは無理だよね？」

　顔をしかめる京子と天馬。

　しかし、そのときだ。

「むっ？　は、春虎様！　あちらに──！」

　愛刀を鞘さやに戻していたコンが、フロアの天てん井じよう辺りを指さした。つられて全員が視線を向ける。

　コンが指さした先には、天井から下がる照明器具があった。その上に、小さな何かが乗り、上からフロアを見回していたのである。

　体長はせいぜい三十センチほど。外観の印象は『舎人』同様ロボットに近いが、こちらは人形というより小こ猿ざるを連想させるシルエットだ。また、『舎人』よりは複雑なディテールを有していた。

「『小彦』だ！」

「えっ。じゃああれが、アルファたちの言ってた？」

　天馬が叫さけび、春虎が聞き返した。『舎人』と同じ陰陽庁製の汎はん用よう式、『モデルＭ２・小彦』である。

　冬児が拍ひよう子し抜ぬけしたように、

「なんだ。謎なぞの式神ってわりには、わざわざ向こうから出て来たのか」

　どうやら『小彦』は、さっきの騒さわぎを感知して様子をうかがいに来たらしい。『舎人』たちとは違い、春虎たちにもすぐに気づいた。照明器具の上に乗ったまま、観察するようにじっとこちらを見つめている。

　しかも、

「な、夏目。あれって……」

「……っ！」

　こちらを見下ろす『小彦』は、脇わきに何かを抱かかえていた。文庫本のようだが、サイズからしてもっと小さい。手帳だ。

「あら。やったじゃない。いきなりビンゴだわ」

「ほんとだ。でも、どうやって返してもらおうか？」

「話はできないのか？」

　春虎の質問に、天馬は式神を見上げつつ「うーん」と眉まゆ根ねを寄せる。

　隣となりの京子が肩かたを竦すくめ、

「術者のカスタマイズにもよるけど、もともと喋しやべる機能はないはずよ。それに、さっきの話だと単独で行動してるみたいだし、あらかじめ命令されてること以外は、できないんじゃないかしら？」

「じゃあ、どうすんだ？」

　と、春虎が何気なく聞き返したときだ。

「……捕らえよ、[image: きゅう]急如律令オーダー！」

　夏目が呪じゆ文もんと共に呪じゆ符ふを投じた。木もく行ぎよう符ふだ。

　呪符が鋭するどく伸のびる蔓つる草くさに変じ、頭上の式神に襲いかかる。しかし、『小彦』はするりと攻撃を躱かわし、照明器具から飛び降りた。

　外観通りの身軽な動きだ。そのまま、床に着地すると、階段に向かって駆けていく。

「って、夏目」

「追うよ！」

「なにっ？」

　階段を駆け上がる『小彦』を追って、黒くろ髪かみをなびかせ、夏目が走り出す。「夏目君」と京子が慌あわてて後に続き、さらに一いつ拍ぱくおいて春虎ら男三人もハッと顔を見合わせた。

　セキュリティーのパスとなる呪符は、京子が持っているのだ。京子の方が側そばから離はなれてしまえば、春虎たちはさっきの簡易式のように『舎人』の標的になってしまう。
















「ちょっ！　待て京子！　走るな！」

　春虎と冬児、天馬の三人も、急いで夏目と京子を追った。

「おい京子！　さっきの呪符フダって、どれぐらいの範はん囲いまで効くんだ」

「そんなの聞いてないわ！」

「だったら勝手に走り出すなよ　──あっ、コンっ。お前も、側から離れるな！」

「かか、畏かしこまってございます！」

　コンは宙を飛びながら春虎の隣に移動。同時に、狐火を操作して前方の式神を照らした。

　青白い明かりの中、小型の『小彦』は両手両足を駆く使ししながら器用に階段を駆け上がっていく。なかなかに敏びん捷しようだ。

　一方先頭を走る夏目は、そんな『小彦』目がけて符術を連発していた。

「返せ！　それはぼくのだ！」

　式神相手に怒ど鳴なりながら、次々に呪符を投じる。だが、式神は小さくすばしこい上に、走りながら術を行使しているため狙いが定まらない。階段の床ゆかや手すりは、木行符が生んだ蔓草塗まみれになっていた。

　そして、外れはしたが呪力の残る蔓草が、あとから階段を上る春虎たちに襲いかかる。おわ、っと、わあ──と悲鳴がみっつ重なり、最後の天馬が絡からみつく蔓草に足を取られた。

「天馬！」

　慌てて春虎と冬児が助け出したが、そのときにはすでに京子の姿は階上に消えている。わずかに先行していたコンが、「こ、こちらです！」と階段から廊ろう下かに移動。春虎たちも慌てて残りの階段を駆け上った。

　冬児が呆あきれた口調で、

「夏目のやつ、渋しぶってたわりにやる気満々じゃないか」

「てか、やり過ぎだ！」

　階段から廊下に移ってからも、夏目の通ったあとは符術の名残なごりが漂ただよっていた。おかげで、あとは追いやすい。全力で走ると、角を曲がったところで夏目と京子の後ろ姿が見えた。

「[image: きゅう]急如律令オーダー！」

　懲こりずに夏目が符術を放ち、『小彦』がそれをひらりと躱す。代わりに、後ろで廊下を掃そう除じしていた『舎人』が、蔓草に絡まって転てん倒とうした。そういう場合の対処までは術式にないらしく、床に転がったままじたばたと動いている。

「くそっ。こうなったら、さっさと捕つかまえちまおう！　京子っ」

「簡易式の式符しか持って来てないわよっ──あ、いや、白はく桜おうっ、黒こく楓ふう！　お願い！」

　京子が命じると、廊下に新たに二体の式神が現れた。京子の護法式だ。『舎人』や『小彦』と同じ陰陽庁製の『モデルＧ２・夜や叉しや』である。その外観は鎧よろいを纏まとった西洋の騎き士しを思わせる。

　白桜と黒楓はそれぞれ日本刀と薙刀なぎなたをマウントしていたが、京子は「捕まえて！」と捕ほ獲かくを命じた。そのため二体は素す手でで『小彦』にかかっていったが、何しろ相手は小さい上に動きが速い。また、護法式は基本的に術者の身を守る式神であり、小型の式神を捕獲するような作業には向いていなかった。

　成人男性ほどの『夜叉』二体が腰をかがめつつ追いかける隙すき間まを、『小彦』は軽快に逃げ回る。夏目も、京子の式神に当たるのを警けい戒かいして呪符を投じることができず、手に持ったまま右往左往する。

　そのうち、春虎の命を受け、コンも『小彦』捕獲に参戦した。むろん、成果はあがらない──というより、騒ぎが拡大しただけだった。絵に描かいたような「てんやわんや」だ。

「おいおい、こりゃ埒らちが明かねえぞ」

　と冬児。その隣では「すごい……」と天馬が眼鏡めがねの位置を直している。

「あの『小彦』、相当カスタマイズされてるよ。術者の指示なしで、あそこまで動けるなんて……！」

「天馬も感心してる場合か」

『小彦』は、たとえばコンのような、自らの意思で行動できる高等式ではない。ある程度の自律行動は可能だが、あらかじめ命じられていること以外の行動を取ることは、基本的にできないはずだ。

　にもかかわらず、こうして逃げ回っているのは、束そく縛ばくされれば主あるじの命令が実行不可能になると判断しているからだろう。つまり、自発的行動はできずとも、命令遂すい行こうのための状じよう況きよう判断力が備わっている証しよう拠こである。しかも、夏目とコン、白桜と黒楓相手に、臨機応変に立ち回っているのだ。よほど綿密に術式を組み込んでいなければ、こうはいかない。

　そして、式神たちと夏目の追いかけっこが続く中、廊下の反対側から新たな闖ちん入にゆう者が現れた。

　モップを担かついだ二体の『舎人』だ。例によって目の前の騒そう動どうを気にする風でもなく、てくてくと近づいて来る。

「きょ、京子？　さっきの呪符フダは効いてるよなっ？」

「大だい丈じよう夫ぶ！　ちゃんとあるから！」

　京子が懐ふところから呪符を取り出し、『舎人』の方にかざす──のと、狙ねらったようなタイミングだった。

「いい加減にっ……[image: きゅう]急如律令オーダー！」

　夏目が放った符術が、またしてもギリギリで躱される。

　が、今回は『小彦』が躱した後ろに、まさに狐火を放たんとしていたコンがいた。

　コンが「ぶふっ」と蔓草に絡まれ、そのまま放った火球の軌き道どう上に黒楓。

　黒楓は反射的に薙刀を振ふるおうとするが、その長い柄えの後ろが白桜の背中に当たった。

　結果、半はん端ぱに振るった薙刀がコンの狐火を弾はじいて──

　京子の手元に命中する。

「っきゃぁ」

　火傷やけどせずに済んだのは、直前で手を引っ込めたからだ。

　が、持っていた呪符は、思わず手放していた。

　セキュリティーのパスとなる呪符が、あっさりと青白い炎ほのおにのまれた。

　メラメラと燃えて灰になり、パラパラと廊下の床に散った。

「……え……？」

　一同はその瞬しゆん間かん動きを止めたまま、目の前の事態を見失った。

　しかし、命令に忠実な『舎人』は、その限りではなかった。

「やべ」

　こちらに近づいていた『舎人』二体が、モップを捨てて突とつ進しんしてくる。京子が慌てて護法式に阻そ止しを命じ、白桜と黒楓が『舎人』を迎むかえ撃うつ。

　その隙すきに『小彦』が包囲を突破した。

　廊下の奥に逃にげる式神を、

「くっ　この……！」

　と夏目が諦あきらめずに追いかける。「夏目！」と春虎が叫さけんだが、夏目は振り返りもしなかった。

「ああくそっ。仕方ない！　みんな、行くぞ！」

　春虎の号令の下もと、全員が夏目のあとに続いた。

　コンの狐火が照らす青白い廊下を、『小彦』が軽快に走り抜ぬけていく。そのあとに夏目が続き、遅おくれて春虎たち一行が続く。

　そしてその行く先々で、掃除をしていた『舎人』が作業を中断し、夏目や春虎たちに襲おそいかかってきた。

　正直、『舎人』たちは「敵」としては、それほどの脅きよう威いではない。春虎たちの未熟な術でも、なんとか相手はできるだろう。

　ただ、

「──おい。こいつら、やっちまっていいのか？」

「駄だ目めよ　全部塾じゆくの備品なんだからねっ」

「じゃあどうすんだよ！」

「に、逃げるしかないのかっ？」

　春虎たちはラグビーやアメリカンフットボールのように、わらわら押し寄せる『舎人』をかいくぐりながら夏目のあとを追う。しかし、どうやら『舎人』たちは、式神間で情報を共有しているらしい。行く先々で次々に数が増えていく。

「おいおい冗じよう談だんじゃねえぞ　こいつらいったい、何体いるんだ！」

「た、確か百体ぐらい……」

「百!?　マジかよ、京子！」

　いまは塾舎中にちらばっているはずだが、この勢いでは春虎たちの元に集結しかねない──というより、刻々と集結している最中だった。白桜と黒楓が必死に払はらいのけるのを余所よそに、現れる『舎人』の数は飛ひ躍やく的に伸びている。

　ついには、

「うわっ！　た、たすけてぇー！」

「天馬！」

　後方から追いついた『舎人』が天馬を捕まえた──かと思った次の瞬間には、『舎人』の集団の中に吞のみ込まれて見えなくなる。というか、気がつくと背後は『舎人』だらけだ。

「はは、春虎様！　こ、このままでは」

「いや、わかってるけど」

　わかったところで、どうしようもない。

　と、側そばの教室のドアが開き、中から飛び出した『舎人』に、今度は京子が捕まった。

「ウソー」

　と叫びながら、白桜と黒楓を残して、教室に引きずり込まれる。まるでホラー映画だ。

　ついには、廊下の前方からも『舎人』たちが押し寄せてきた。夏目が舌打ちして足を止め、セキュリティーに反応しない『小彦』だけが、その隙間をすり抜けていく。

　そして、

「ぎゃあ！」

　春虎も『舎人』に捕まった。コンが血相を変えて駆かけ戻もどるより先に、身体からだにまとわりつかれて、床に押し倒たおされる。冬児は春虎を振り返り──救出は断念して『舎人』の回かい避ひに集中した。

　床に倒された春虎の背中に、次々『舎人』が乗りかかる。コンが必死に助けようとしたが、そのコンも『舎人』に捕まった。

「春虎」

　夏目が気づいて、振り返る。「夏目っ」と春虎も、つい助けを求めた。

　夏目がぎりっと奥歯を嚙かみ締しめるのがわかった。

　そして、

「い──出いでよ、北ほく斗と！　『舎人』を──あ、いや、『小彦』も、その──」

　極きわめて曖あい昧まいな命令に応じ、式神で溢あふれる廊下のただ中に、黄金こがね色の光が[image: ]ほとばしる。いや、それ助けになってない、と叫ぶ間もなく、春虎の視界が光に覆おおわれ、次いで衝しよう撃げきが駆け抜けた。
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「……あのな、夏目君？　『舎人』は陰おん陽みよう塾じゆくの備品なんやで？　君がやったんは完全に器物破損や。ほんまやったら弁べん償しようもんやで？」

「ほ、本当に、す、済みませんでした……！」

　日付が変わり、終電も終わった深夜。駆けつけた担任講師の大おお友とも陣じんを前に、夏目は恐きよう縮しゆくしてひたすら頭を下げていた。場所は塾舎ビルの一階フロア。夏目の前にはぼろぼろになった『舎人』たちの式しき符ふが積まれ、夏目の後ろには憔しよう悴すいした春虎たちが並んでいる。

　夜中に出勤する羽目になった大友は、自らが担当する塾生たちを見回してため息をこぼした。

　北斗は、夏目の使し役えきする式神であり、本物の竜りゆうだ。その力は並の式神の及およぶところではないが、その巨きよ体たいを塾舎の廊ろう下かで召しよう喚かんした結果は散々なものだった。その場にいた『舎人』たちは、式符まで全ぜん壊かい。巻まき添ぞえを食くらった春虎たちが無傷だったのは、奇き跡せき的といえた。

「……で、原因の一いつ端たんは、こいつか？」

　そう言う大友の足あし下もとに、あの『小彦』が走り寄ってきた。「あっ！」と夏目を始め、一同が声を上げる。北斗召喚後の大混乱の中、その『小彦』だけは、どこかに姿をくらましていたのである。

「そ、それ、まさか大友先生の式神だったんですかっ」

「せやで」

「せやでって！」

　夏目が絶句し、次いで赤らみながらも苦虫を嚙み潰つぶしたような顔になる。様々な感情が爆ばく発はつしかけているらしい。春虎たちも似たようなものだ。大友は肩かたを竦すくめ、「最近物ぶつ騒そうなんで、パトロールさせとるんや」と平然として言った。

「ほんま、落とし物ひとつで大おお騒さわぎしよってからに。君ら、もうちょっと落ち着きぃ」

　大友はそう小言を口にして、『小彦』から塾生手帳を受け取った。

　春虎や夏目が見守る前で、ぺらっと表紙をめくる。

「──っ」

　春虎と夏目が凍こおり付いた。

　しかし、

「……ん。ほら、春虎クン。今度からはなくしたらあかんで」

　大友が手帳を差し出した。

　誰だれもそれを受け取れないまま、短からぬ沈ちん黙もくが流れる。

「……は？」

「なんや？　これを捜さがして大騒ぎしてたんとちゃうん？」

　大友が顔をしかめる。春虎は恐おそる恐る受け取ると、手帳を開いて夏目共々のぞき込んだ。啞あ然ぜんとした冬児や京子、天馬やコンも、一いつ緒しよになって後ろから手帳を見る。

　果たして、そこには「土御門春虎」の名前と、やや硬かたい笑え顔がおの春虎が写っていた。

　夏目がマジマジと写真を凝ぎよう視ししながら、

「……春虎？　君、自分の手帳は……？」

「……えーと……ずいぶん見てない」

「……それってつまり、昼間冬児がからかってた、洗せん濯たく物もののときと同じパターン……？」

「……か、かも……」

　五人と式神が同時に、へなへなと床ゆかにしゃがみ込んだ。

　大友はぽかんとして、

「な、なんや？　どないしたん？」

　大友の足下では、『小彦』がおかしそうに小さく首を傾かしげていた。
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　まさか狛こま犬いぬが喋しやべるとは思わなかった。

　彼女が通う大学に、司書のバイト募ぼ集しゆうがあったのは二日前。内容は図書の整理だったが、彼女がそれを受けたのは、場所が陰陽塾の図書室だったからである。これまで呪じゆ術じゆつとは無む縁えんでいたが、興味がないわけではない。そして、いざ来てみると驚おどろきの連続だった。さすがは呪術の学校だ、と彼女はしきりに感心した。聞けば、昨夜遅おそくには、式神の暴走などという事件もあったらしい。実にスリリングである。

　もっとも、バイト内容は司書のそれだ。蔵書が呪術書中心というのは新しん鮮せんだが、仕事そのものは普ふ段だんと代わり映ばえしない。それなりに忙いそがしく、朝から夕方まで書しよ籍せきの整理を坦たん々たんとこなしていった。

　その途と中ちゆうのことだ。

　とある呪術書を手にしたとき、中に何か挟はさまっているのに気がついた。見ると、手帳である。どうやら陰陽塾の塾生が持つ、生徒手帳らしい。記き載さいされていた名前は「土御門夏目」。貸し出し記録を見ると、一昨日おととい返へん却きやくされている。

　おそらく、手近にあった手帳を栞しおり代わりにして、そのまま忘れてしまったのだろう。彼女もたまにやらかすことだ。本人は困っているかもしれないので、とりあえず事務に渡わたしておくことにする。

　ただ──

「……あら？」

　その手帳には、一枚の写真が挟まっていた。

　古い写真だ。

　子供が二人写っている。

　腕わん白ぱくそうな男の子と、おしとやかそうな女の子。写真を見た彼女は、ついクスリとした。どういう経けい緯いがあったのかはわからないが……照れくさそうな男の子のほっぺに、女の子がキスをしているのである。

　何かのお礼だろうか。それともご褒ほう美び？　好こう奇き心しんを刺し激げきされる光景だが、それ以上に微笑ほほえましい。

　彼女はクスクスと微笑みながら、そっと写真を手帳に挟み直した。図書の整理を中断し、落とし物を届けるべく図書室をあとにした。







　第四話　コン！コン！コン！







「春はる虎とらさあ。昨日塾じゆく終わってから、秋あき葉は原ばら行ってた？」

　突とつ然ぜんの質問に、土つち御み門かど春虎は「は？」と間の抜ぬけた返事をした。

　質問したのはクラスメイトの倉くら橋はし京きよう子こだ。陰おん陽みよう塾の教室。休み時間のことである。

「え、昨日？　行ってないぜ。すぐに寮りよう戻もどったし。──そもそもおれ、しばらく渋しぶ谷やから出てねえよ」

　春虎は寮生で、陰陽塾の男子寮は塾舎と同じく渋谷にある。春虎の生活と言えば基本的にこの塾舎と寮の往復なのだ。「あら、そう？」と京子は拍ひよう子し抜ぬけしたような返事をした。

「なんだよ、急に？」

「ん。なんかさ。他のクラスの子なんだけど、昨日秋葉原でコンちゃんを見かけたって言ってたの。だから、夏なつ目め君とお出かけでもしてたのかなって」

「コンを見た？」

　春虎が首を傾げた。

　コンとは春虎に仕える式神だ。護法式と呼ばれる式神で、常に主あるじたる春虎の側そばにつき、その安全を守っている。京子が、コンがいたと聞いて春虎が秋葉原に行ったと考えたのも、コンが基本的に春虎と行動を共にしているためだ。

「昨日はぼくも一緒だったから間ま違ちがいないよ」

　そう言ったのは、春虎と同じ寮生の土御門夏目だった。「ねえ、冬とう児じ？」と前の席に座る、阿あ刀と冬児にも話を振ふる。

「そうだな」

　と冬児も頷うなずいた。彼も寮生で、三人は塾舎の行き来も大たい抵てい一緒なのだ。ふうん、と京子は曖昧な相づちを返した。

「そっか。遊びに行ったのなら声をかけてくれれば良かったのにって思ったんだけど……。まあ、行ってないって言うんなら、たぶんその子の見間違いよね」

「けど──」

　と、今度は夏目が不思議そうに首を傾げた。

「コンと見間違えるような子供って、滅めつ多たにいない気がするけどなあ」

「そうなのよね。何しろ、コンちゃんだし」

　と京子もまだ少し納なつ得とくのいかない顔をしている。

　春虎はわずかに首を捻ひねると、「コン？」と何もない空中に向かって話しかけた。

「お前、昨日一人で秋葉原まで行ってた？」

　すると、

「めめめ、滅めつ相そうもございませぬ！」

　ふわり、と空気が揺ゆらぎ、かと思った次の瞬しゆん間かん、春虎の座る席の机に、小さな少女が現れて正座した。

　せいぜい小学生、あるいはもっと年下に見える、幼い少女だ。ただ、春虎たちの言うとおり、そうそう見間違えることはないだろう変わった外見をしている。

　まず服装からして水すい干かんに指さし貫ぬきという古めかしい和装である。おまけに、つぶらな瞳ひとみは印象的なブルー。何より、おかっぱ頭からは三角に尖とがる一対ついの耳が伸のび、おしりからは木の葉型のふさふさとしたしっぽが生えているのだ。

　コンは霊れい狐この式神なのである。

「コ、コンめは春虎様の護法にございますれば、常に春虎様のお側にお仕えしておりまする。はは、春虎様の命もないのに一人勝手にお側を離はなれるなど、断じてあってはならぬこと！　そ、そのようなことでコンめの忠義をお疑いになられるなど、ふ、不届き千せん万ばんながら、コンは、悔くやしうございます……！」

　暑苦しいほど熱心な式神に、主は「あー、いやいや」と軽い口振りで相手をする。

「別にお前の忠義の問題じゃないし、疑ってるとかそういう話でもなくってな？　──まあ要するに、コンは秋葉原には行ってないんだな？」

「むろんにございます！　あ、秋葉原に限らず、春虎様のお側より離れてなどございませぬ！」

　ぐっと顔を突つき出し、力ちから一いつ杯ぱい主張する。

　とにかく主ひと筋の、従順で一いち途ずな式神なのだ。噓うそを吐つくとは到とう底てい思えない。

　ただ、あらためてコンの姿を見ると、やはり他の誰かと見間違えるような格好とも思えなかった。服装にしてもそうだが、とにかく耳としっぽは見間違えるにはあまりにも特とく徴ちよう的過ぎる。

「倉橋さん。その子はコンのことを、見たことあるの？」

「もちろんよ。でなきゃそんなこと言わないわ」

　夏目の確かく認にんに、京子が首しゆ肯こうした。

　その愛くるしい外観のためか、実はコンは密ひそかに女子人気が高い。中身は春虎命の任にん俠きよう式神ながら、その仰ぎよう々ぎようしい物言いや極きよく端たんな行動も、それはそれでマスコット的に受けているらしかった。クラスメイトだけでなく、他の塾生たちからも、そこそこ認知されているのである。

　春虎と夏目、そして京子は、なんとなく無言になり、悩なやましい顔つきになった。

　すると、

「場所がアキバだし、親が自分の子供にコスプレでもさせてたんじゃねえか？」

　そう意見したのは冬児だ。それを聞いた三人が思わず、ああ、と納得する素振りを見せる。

「そうね。秋葉原ならありそうね」

「なまじ耳としっぽを付けてれば、うっかり見間違えるってこともありそうだし」

　京子がうんうんと頷き、夏目もすっきりした表情で笑った。「なるほど。まあ、そんなとこかな」と春虎が苦く笑しようした。

「おおお、お疑いの件は、晴れましたでしょうか？」

「だから、別に疑ってたわけじゃないよ。とにかく、これですっきりした。呼び出して悪かったな」

「とと、とんでもございません！」

　春虎が笑いかけると、コンは顔を赤くして嬉うれしそうにしっぽを揺すった。




　それが、始まりだった。
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「……ね、ねえ、春虎君？　ちょっと聞きたいんだけど……」

「ん？　なんだよ、天てん馬ま。あらたまって」

「春虎君、コンちゃんの髪かみ、金きん髪ぱつに染めた？」

「はあ？」

　またしても、休み時間のことだった。

　聞きづらそうに質問してきたのは、クラスメイトの百もも枝え天馬だ。ちょうど廊ろう下かに出ていて、二人きりになったタイミングだった。

　春虎は思わず顔をしかめた。

「なんだよ、突然？　コンの髪？　染めるわけないじゃん。……てか、式神の髪って、染められるものなのか？」

「……そ、そうだよね。そんな、急に金髪にしたりしないよね……」

　そう言って同意しながらも、天馬の言い方は奥歯に物が挟はさまったようだった。春虎は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「なんだ、天馬。まさかお前も、コンを見たとか言うんじゃないだろうな」

「え？　ってことは、他ほかにも誰だれか？」

「やっぱりか。場所はどこだ？　秋葉原か？」

「ううん。池いけ袋ぶくろ」

　戸と惑まどう天馬を余所よそに、春虎は難しい顔つきで腕うで組ぐみをした。

「……コン」

　と式神を呼び出す。

　現れたコンを見て、天馬が、

「あ、やっぱり、いつものコンちゃんだ」

「当たり前だろ。てか、前に見たってのは他のクラスの女子だったけど、お前が見間違えるか？　コンとは散々会ってるじゃねえか」

「ご、ごめん。僕も一いつ瞬しゆんだったから。でも……」

　そう言うと、天馬は腰こしをかがめて、まじまじとコンを見つめた。コンは基本的に礼れい儀ぎ正ただしい式神だが、主以外の人間に対しては「形式的礼儀」の範はん囲いからは半歩たりともはみ出さない。間近に凝ぎよう視しする天馬を、どうでも良さそうに見返している。

「……やっぱり似てた気がするなあ」

「どうせ耳としっぽがあったんだろ？」

「もちろんそうだけど……金髪だったし、髪型も違ちがった気がする。着てる物もこういうのじゃなかったしさ」

「服も？　どんな格好してたんだ？」

「えーと、僕も女の子の服は詳くわしくないんだけど、なんていうかフリフリの可愛かわいらしい洋服だったよ」

「……不ぶ躾しつけながら、コンめはいつもこの格好にございまする」

「だよな？　でも……」

　金髪で洋服姿となれば、たとえ耳としっぽがあっても、すぐにはコンと結びつかないはずだ。

　にもかかわらず、天馬が──日常的にコンを見ているはずの彼が──見間違えるというのは余よ程ほどのことではないだろうか。もちろん、本人も一瞬しか見ていないと言っているし、見間違い以外考えられないのだが。

「池袋ってコスプレしてるやついるのか？」

「え、うん。そうだね。秋葉原ほどじゃないけど、たまには……いるんじゃないかな？」

　だとすれば、やはりコスプレイヤーだろうか。案外、京子の友達が見たという少女と同じ人物なのかもしれない。

「……はは、春虎様。もしやこれは、コンめの偽にせ物ものが……!?」

「うーん、普ふ通つうに考えてあり得ないと思うんだが」

「ココ、コンめの姿を偽いつわり、は、春虎様に近づかんと企たくらむ輩やからがおるのやも……!?」

「近づくも何も、お前はずっとおれの側にいるんだから、新しく出て来た時点で偽物ってバレるじゃん」

　コンの偽物がいるというのは、さすがに考えづらい。まだしも、奇き妙みような偶ぐう然ぜんの一いつ致ちの方があり得る気がする。

「ま、コスプレだろ。たぶん」

　ひょっとすると春虎が知らないだけで、いま巷ちまたではコンとよく似たキャラクターが流行はやっているのかもしれない。

　コンは眉間に皺を寄せて深刻そうに主を見上げている。春虎はコンを安心させるべく笑いかけながら、今度調べてみるか、と頭の片かた隅すみにメモをした。

　しかし……。
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「ね、ねえ、春虎？　変なこと聞くけど……」

「ん？　なんだよ、夏目。変なことって」

「春虎さ？　前に自主練習で、『簡易式で分身の術』っていうの、やってたじゃない？」

「ああ。簡易式に式しき符ふ持たせて、途と中ちゆうで生成するやつな？　急に二体になったように見せかけて、相手の意表を突くって……あれがどうかしたのか？」

「ひょっとしてひょっとしたらなんだけど……」

「なんだよ。回りくどいな」

「コンでも似たような練習してたり……する？」

「はあ？」

　男子寮りようの食堂。夕食時のことだった。なんの冗じよう談だんだと思ったが、夏目の顔は真しん剣けんだ。春虎はつい半眼になる。

「おいおい。まさか夏目までコンを見たのか？」

「う、うん……実は……」

　呆あきれる春虎の前で、夏目はなんとなく申し訳なさそうに、上うわ目め遣づかいで頷うなずいた。

　春虎が「どこだよ？」と尋たずねると、

「──すぐそこだ。渋谷の駅。改札の中だったから、すぐに人ひと混ごみに吞のまれちまったけどな」

　そう応こたえたのは夏目ではなく冬児だった。夕食を載のせたトレイを持って、春虎たちのテーブルにつく。春虎はいよいよ目を丸くした。

「えっ？　じゃあ冬児まで一いつ緒しよに目もく撃げきしたのか？」

「俺の方はほんの一瞬だ。夏目に言われて振ふり向いて──けど、そんな一瞬でも、あの後ろ姿はちょっとした衝しよう撃げきだったぜ」

「そ、そんなにそっくりだったのか？」

「ああ。どっちもな」

「どっちも？」

　聞き返す春虎に、冬児はニヤリと面おも白しろそうに笑った。

　夏目が仕方なさそうに、

「その……ぼくらが見たとき、コンは二人いたんだ。それも、ひとりはウェーブのかかった金髪で、もうひとりは黒髪のロング……」

　春虎はぽかんと口を開けた。

　金髪のコンというのは、天馬から目撃談を聞いていた。しかし、長髪のコンは初めてだ。いや、それだけなら同一人物が似たような別のコスプレをした可能性も残るが、二人いっぺんにとなるとそうもいかない。コンと見み間ま違ちがえるような幼い少女が二人もコスプレをして街中にいるというのは、かなり奇き異いなことである。

「……なあ、コン？　一応──一応聞くけど、心当たりは？」

「……ご、ございませぬ……」

　式神は姿は見せないまま返事をしたが、声からは勢いが消えている。数まで増えるとは、さすがに予想外だ。

「どうなってんだ、いったい？　誰かの悪戯いたずらか？」

「うん。実は、ぼくも実際自分の目で見てみて、その可能性もあり得るかなって」

「え？　どういうことだよ？」

「つまり、誰かがコンと似た簡易式を使ってるんじゃねえかってことだ」

　冬児の説明に、春虎は思わず「あっ、そうか」と頷いた。

　確かに、簡易式なら外見を真似まねることも難しくない。また、そもそもコンのことを知っている人間となると、せいぜい陰おん陽みよう塾じゆくの塾生ぐらいである。塾の誰かがコンに似た簡易式を作ったと考えれば筋は通る。

「でも、誰が？　てか、何がしたくてコンの真似してるんだ？」

「それがわからないから、悪戯かなって言ってるんだよ」

　とりあえずいまのところ実害は出ていない。とはいえ、誰かがコンそっくりの式神を作ってわざわざ街を連れ歩いているというのは、あまり気持ちの良いことではなかった。

「……ちょっとおれの方でも探してみようかな」

「とはいえ、手て掛がかりがなさ過ぎるからな」

「そうだね。またどこかで偶然見かけたら、そのときは追つい跡せきしてみるよ」

　何か問題が起きると困るが、何もない内から大おお騒さわぎするのも、かえってトラブルの種を蒔まく結果となりかねない。何しろ理由も目的もわからないのだ。

「ったく。人騒がせな話だぜ」

　春虎はそう不平を言いながら、夕食を平らげた。
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　そんな謎なぞの目撃談が相次いだ週末。春虎は珍めずらしく、ひとりで渋谷をうろついていた。

　やはり、みんなの話が気になったのだ。休日とはいえ特にやることもないし、散歩がてら見つからないかと寮を出たのだった。

　生あい憎にく、夏目も冬児も用事があったようなので声をかけていない。最後に見かけたのが渋谷だからといってまた渋谷に現れるとは限らないだけに、探すのを手伝ってくれとも言いにくかったのである。

「コンも、怪あやしいやつがいたら教えてくれよな」

「かか、畏かしこまりましてございます！」

　春虎の指示に、コンが気合いたっぷりに応える。とはいえ、渋谷は大都市だ。問題の簡易式が渋谷に出現したとしても、偶然行き当たる可能性は限りなく低いだろう。むしろ、春虎の周りであれだけ目撃証言が重なったのが奇き跡せき的なのである。

「マジに、何がしたいんだろうな、そいつ」

　春虎はやれやれと鼻でため息をつく。

　ところが、

「……は、春虎様？」

「え、なに？　まさかいた？」

「い、いえ……あちらに──前方にいるのは、ひょっとしていつぞやの……」

　恐おそる恐るコンが言った。春虎は「うん？」と前を見る。

　週末だけあって渋谷は人が多い。春虎が歩いている舗ほ道どうも、大勢の人々が、にぎやかに行き来していた。

　そんな人通りの奥に、ちらちらと見え隠かくれする小こ柄がらな人ひと影かげがあった。問題の簡易式ではなく、単に背の低い、小柄な少女だ。ただ、その背中に──というより、トコトコと歩く雰ふん囲い気きそのものに覚えがあった。

　前に会ったときは塾の制服だった。いまは私服のため確信は持てない。

　しかし……。

「……先せん輩ぱい？」

　呼ばれてハッと振り向いたのは、やはり見知った顔だった。ハッと振り向いたわりに、顔は無表情そのもの。よく見れば精せい緻ちに整った美び貌ぼうの持ち主なのだが、寝ねぼけてでもいるような平へい坦たんな表情が、全体的な印象をぼやけさせている。

　春虎よりずっと年下に見えるが、これでも陰陽塾の先輩だ。まだ名前は聞いていない。会ったのも、ほんの数回だけだ。ただし、その数回で忘れがたいインパクトを残していった人物である。

　というのも──

「あっ!?　まさか──」

　春虎がそう叫さけんだとき、先輩は顔色ひとつ変えずに、ダッ、と走り出した。春虎が慌あわてて、「待て！」と追いかける。

　だがすぐに見失った。おそらく隠おん形ぎようだ。そういえば、これまでも唐とう突とつに現れ、唐突に消える人だった。「くそっ」と春虎は毒づく。

　しかし、

「は、春虎様！」

　少し離はなれた場所にあった郵便ポストの裏側に、実体化したコンが現れた。と同時に、隠形が解け、コンに羽は交がい締じめにされている先輩の姿が目に入る。「でかした！」と春虎はポストに駆かけ寄った。

「……くっ。振り解ほどけない……振り解けなくはないけど、振り解きたくない……！　なんて恐ろしい金かな縛しばりの術なの……」

「相変わらずですね、先輩。ブレがないですね」

「お久しぶりね、土御門春虎くん。元気そうで何よりよ」

「先輩も、ほんと、元気そうですね」

　だから何よりですとは言わずに、春虎は冷然と先輩を見下ろした。

「コン。もういい」

「はは！」

「え、もう？　せっかく。密着。……私逃にげるわよ？」

「やかましい」

　コンが拘こう束そくを解いて一歩後ろに下がり、腰こしに差した愛刀『搗かち割わり』の柄つかに片手を回した。一方、羽交い締めから解放されたはずの先輩は、物欲ほしげに──といっても無表情は変わらないのだが──肩かた越ごしにコンを見つめる。

　春虎は深々とため息をついた。

　仮にも塾の先輩である。目上の人物には違いない。

　しかし、春虎はあくまで冷たく、

「──お前だな？」

「……なんのことかしら」

「コンによく似た簡易式のことだ」

「あら。そんな素す敵てきな簡易式があるの？」

「先輩ですよね？」

「だから何が？」

「しらばっくれるつもりですか？」

「春虎くん。あなたさっきから、いったい何を言っているの？」

　先輩は平然とした顔で春虎を見返した。春虎のこめかみが、苛いら々いらと痙けい攣れんする。

　そして、

「……なあ、コン」

「は。なんでございましょう、春虎様」

「偽にせ物ものとか、迷めい惑わくな話だよな」

「はは。まったくでございます。迷惑千せん万ばんにてございます」

「そういうことするやつって、どう思う？」

「どう思うも何も、下げ劣れつきわまりない、唾だ棄きすべき輩やからかと」

「だよなあ？　軽けい蔑べつするよなあ？」

「言うまでもございませぬ。春虎様の仰おつしやる通りにございまする」

「嫌きらいになるよな？　むしろ怒おこるよな？」

「大嫌いにございますし、ぷんぷんでございます」

　小学生でも眉まゆをひそめそうな主従の猿さる芝しば居いだったが、効果はあったらしい。両者の間に挟はさまれた先輩は──それでも無表情なままなのは、ある意味大したものではあるが──ぷるぷると激しく肩かたを震ふるわせた。

　親に叱しかられた子供よろしく、肩を落としてうつむいたのち、

「ごめんなさい」

　と、春虎に縋すがり付いた。

「ほんの出来心だったの」

「先輩。まずは離れて下さい」

「ほんとよ？　悪気なんかこれっぽっちもなかったの」

「だから、しがみつかないで下さいよ」

「信じて。本当。ただ──ただ、愛が、高じた、だけだったの」

「わかったから、離せ！　天下の往来だぞ！　誤解されるだろうが！」

　春虎は怒ど鳴なりながら、無表情に縋り付く先輩を邪じや険けんに振ふり払はらった。先輩の背後では、コンが両目を吊つり上げて愛刀の鯉こい口ぐちを切っている。ただならぬやり取りに、通行人までざわっと視線を向けていた。

　前に会ったときと同じく、存在感は希き薄はくなくせに、やたらとインパクトのある先輩だった。

　ひと言で言えば、幼女好きなのだ。わずかひと言ながら、色々と駄だ目めな感じである。

「てか、やっぱり先輩の仕し業わざかよ。コンの簡易式なんか作って、いったい何してたんだ」

「やましいことはしてないわ。一いつ緒しよに歩いたり、抱だっこしてみたり、頰ほおずりしてみたり、時々クンカクン──」

「十分やましいわ！　自分で作った式神に何やってんだあんた!?　つうか、平然とキツイことを言うな！」

　聞くのではなかった。春虎はげんなりしながら吐はき捨てたが──可哀かわい相そうに──コンなど力なく両耳としっぽを垂らしている。いったいどんな理由があるのだと今朝までは頭を悩なやませていたわけだが、まさか「愛が高じて」とは想像できなかった。できるわけがない。

「式しき符ふは？」

「肌はだ身み離はなさず」

「没ぼつ収しゆう」

「うそ!?」

「いや、そこで驚おどろかれることに驚くんですけど」

「横暴だわ。私が作った私の式符よ？　没収されるいわれはない」

「モデルはコンなんでしょ？」

「もちろんよ」

「だったら駄目でしょ」

「じゃあ、モデルは違ちがう子よ」

「じゃあってなんだ、じゃあって。殴なぐるぞ」

　早くも始まった不毛な争いに、春虎の気が重くなる。そういえば、前に会ったときもこんな感じだった。

「そうまでしてコンちゃんを独ひとり占じめしたいの？　恥はじを知りなさい、このロリコンめ」

「あんたにだけは言われたくねえ」

「とにかく、そんな無法、認められないわ。断固拒きよ否ひするわ」

「めんどくせえなあ」

「春虎くん。あなた先輩に対してあまりにもぞんざいじゃない」

「わかりました。じゃあその点は謝りますから、早く式符を出せ」

「だが断る」

「はあ……貴重な休日なんだけどなあ」

　先輩はあくまでも、このままのらりくらりと延々抵てい抗こうを続けるつもりらしい。はっきり言ってうんざりだ。

　コンが『搗割』の柄に手を添そえ、ちらりちらりと意味ありげな視線を主あるじに送っている。その瞳ひとみは、ひと言「やれ」と命じてくれればすぐにやりますと雄ゆう弁べんに語っていた。いや、何も口にすることはない。ほんの少しの間「余所よそ見み」してくれれば、という期待まで読み取れる気がする。これはこれで頭が痛い。

「ったく……なあ、先輩？　他ほかでもない、コン自身が嫌いやがってるんだぞ？　先輩は、コンが嫌がることを、それでもそんなにやりたいのか？」

「………………うん」

「人としてどうなんだ!?」

「修しゆ羅らの道を行く覚かく悟ごはできてる」

「どちらかと言えば、外げ道どうだろ！　ていうか、ちょっと考える間があったのが逆に生々しくて嫌だ！」

　つくづく頭が痛い。「あーもう」と春虎は唸うなり声を上げた。いっそ本当に余所見してやろうかと思う。

　結局、春虎は根負けした。

「わかったよ。今日はどうせ予定もないし、このあと先輩に付き合ってやる。もちろん、コンも一緒に。その代わり、式符を渡わたして、二度とコンの簡易式なんか作るな。それでどうですか？」

　ぴくり、と先輩の肩が動いた。そのまま沈ちん黙もくする。考えているらしい。

　先輩の黙もつ考こうは、たっぷり一分間に及およんだ。

　唐突に春虎を見上げ、

「……手を打つわ」

　ということになった。
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　これまでの人生で様々な「居たたまれない」思いはしてきたものだが、こんな「居たたまれなさ」は初めての経験だった。春虎は半ば死んだような眼まな差ざしで、両手をジーンズのポケットに突つっ込こみ、うんざりと突っ立っていた。

　一方、春虎の横でベンチに座る先せん輩ぱいは、相変わらず表情こそないものの、普ふ段だん眠ねむたげな瞳を陶とう然ぜんとさせている。口元も半開きのままだ。良くない薬を摂せつ取しゆしているかのようだが、下手をすると脳の状態は近しい反応を示しているのかもしれない。

　二人がいるのは渋谷の公園だ。

　そして、ベンチに座る先輩とその隣となりに立つ春虎の前には、三体の式神が横一列になって並んでいた。

　真ん中にいるのはコン。その右隣にいるのもコン。そして左側にいるのもコンである。

　ただし、右側のコンは髪かみがウェーブがかった金きん髪ぱつ。耳としっぽも、金色の毛に覆おおわれていた。着ている洋服は、フリルを多用したブラウスとスカートである。

　一方、左側のコンは黒髪で、腰に届くほど髪が長い。耳としっぽもふわふわとした黒。そして身につけているのはチャイナドレス風の服だった。

　この二体が、先輩入にゆう魂こんの力作たる簡易式なのだ。

　真ん中のコンがどんよりと目に隈くまを作っているのと対照的に、左右のコンはニコニコと絵に描かいたような微び笑しようを浮うかべている。とはいえ、先輩がどんな顔をしながらこの子たちを作っていたのかを想像すると、その無む垢くな笑え顔がおを直視することは難しかった。

　先輩は──多分──うっとりしながら、

「たまらん」

「……いちいち発言がゲスいな……」

「なんてゴージャスでブリリアントな光景かしら。胸が熱くなるわね。いわゆる、むねあつね」

「おれはいま身体からだの芯しんまで寒々しいですけどね」

「記き憶おくを頼たよりに作ったんだけど、こうして比べてみると我ながら完成度が高い。自分の才能が恐おそろしくなるわ」

「恐ろしいのは『才能』じゃなくて、『業ごう』の方だと思いますよ先輩」

　心の底から言ったが、生あい憎にく先輩の耳には届かなかったらしい。両手を頰に当て、はあ、とため息を吐ついている。

　聞いたところ、最初はコンそっくりの簡易式を作ったのだが、せっかくだからと色々着せ替かえし、髪形や毛の色もアレンジしたのだそうだ。そして、ついには一体では物足りなくなり、さらに作ったらしい。コンもやっかいなのに目を付けられたものだ。

　先輩は、それはそれは長い間、じっと三人のコンを見つめていた。こうして並ぶと、和洋中でバランスも取れている。先輩の言を認めるようで遺い憾かんだが、事実、大変可愛かわいらしくはあった。

「……ハッ。いけない。貴重な一日なんだから、もっと有意義に使わなきゃ」

「……本来なら諸もろ手てを挙げて賛成したい台詞せりふですけど、有意義の認にん識しきにはズレがあるんでしょうね」

「実は、こんなこともあろうかと……」

「思ってたんですか？」

　冷え切った春虎の質問を華か麗れいにスルーし、先輩がごそごそと取り出したのはスマートフォンだった。左手で持ち、右手の人差し指でしゅしゅしゅと操作。

「コンちゃん」

「……はい？」

「これを見てちょうだい」

　コンに向けてスマホの画面を向ける。映っていたのはネット上の動画らしい。子供向け番組だ。




『は～い、みんな、元気かな～？　よい子のにゃんにゃん体操、始めるよぉ～！』




　何を察したのか、コンの毛がはらはらと抜ぬけ落ちた。春虎は手で顔を覆う。

「……先輩」

「いま話しかけないで」

「せ・ん・ぱ・い？」

「うるさいわね。何よ」

「その体操をコンに見せて、何がしたいんですか？」

「なんてオロカなの。そんなこともわからないの？」

「察しはつきますけど、一応、念のため」

「コンちゃんにこの体操を踊おどってもらいたいのよ」

「……一応、念のため言っときますけど、コンは猫ねこじゃなくて狐きつねです」

「それがなに？」

「……いえ」

　春虎が今日何度目かのため息を吐く。

　一方コンは、主と先輩のやり取りの間も、流れ続ける画像を見るともなしに眺ながめていた。頭の上の両耳はかつてない程ほど垂れ下がり、しっぽは垂直になって地べたを這はっている。

　懇こん願がんするように、

「……春虎様……」

「ああ、いいんだ、コン。おれたちは、付き合うって言っただけなんだからな。嫌なら無理には──」

「お待ちなさい」

「待たねえよ」

「お昼ご飯奢おごるから」

「買収かよ。いらねえよ」

「晩ご飯も食べさせてあげる」

「晩飯は寮りようで出るから」

「何か欲ほしい物──」

「だからいらねえって」

「……泣くわよ？」

「泣くな！」

「……うえ」

「ああもうっ！　わかったよ！　てかお前それマジ泣きじゃねえか、いい加減にしろよほんと!?」

　無表情なまま涙なみだを流す先輩を、もはや春虎は同じ人類を見る目で見れなかった。「……コン」と済まなさそうに命じる。

　春虎の命とあらば、それがいかなる命令だろうと、コンに否いなやのあるはずもない。さすがに表情は渋しぶかったが、スマホの動画を真ま面じ目めに見つめた。

　そして、

「もう一回見る？」

「……結構です」

　と目を閉じ、ふう、と諦てい観かんの息を吐はいた。

　先輩がいそいそと、今度は外付けの携けい帯たいスピーカーをスマホに繫つなげる。まさか本当にこんなこともあろうかと用意していたのだろうか。いまさらではあるが、この先輩の恐ろしさの底が見えない。

「では……」

　ひょっとすると緊きん張ちようしているのか、言葉少なに先輩が動画を再生した。まずは序奏。いかにも可愛らしく、素そ朴ぼくだが味のあるメロディーがスピーカーから流れる。すると、まずは左右のコンたちが、一糸乱れぬ動きでビシッと構えを取った。どうやらあらかじめこの体操の動きは設定しているらしい。真ん中のコンがわずかだけ遅おくれて、いかにも渋々と同じポーズになる。

　そして、体操が始まった。

　もっとも、体操と言いつつ、実際はダンスに近い。曲のメインはどうやらヴァイオリンらしいが、その曲調は明るく軽快でいかにも小さな子供が喜びそうである。

　コンはあくまでぶすっとした顔のままだが、満面に笑えみを浮かべる左右の簡易式に合わせて、ダンスを踊った。

　両手を揃そろえ、右を向いてにゃん。

　片足をちょこんと跳はね上げ、左を向いてにゃん。

　やたらと朗ほがらかなお姉さんの歌声に合わせ、三者三様のコンがリズミカルにステップを踏ふむ。狐の耳が左右にくりくり動き、おしりを振ふる動きに合わせて、ボリューミーなしっぽがふぁさふぁさ揺ゆれる。
















　先輩はベンチに座ったまま、カッ、と両目を見開き──おそらくは呼吸も止めて──目の前のダンスを見守った。はっきり言って恐こわい。

　ただ……。

「……へえ」

　仕方なく鑑かん賞しようしていたのだが、意外なことにダンス自体は悪くない。人気のある体操なのか、曲も振り付けもちゃんとしているようだ。

　何より、小さな子供たちが一いつ生しよう懸けん命めい──というにはコンのやる気は大きく欠けつ如じよしていたが──踊る姿は、子犬や子猫が遊んでいるようで、見ていると素す直なおに癒いやされた。しばらく黙だまって眺めた末、春虎は思わず感心して頷うなずいた。

「なるほど。……こうして見ると、可愛いもんだなあ」

　それまで萎しおれていたコンの耳が、ぴくんと素早く反応した。

　ダンスの動きは止めないまま、

「……え？　は、春虎様？」

「ハハ。先輩の下心はともかくとして、なんか悪くないぞ、コン」

「ふえっ!?　ままま、誠まことにございますか!?」

「うん。可愛い可愛い」

　我が子のお遊ゆう戯ぎ会を参観する父親の心境で、春虎は微笑ほほえんだ。対する式神は、ぽっと頰ほおを染める。

　そして、表情を引き締しめると、

「──ハッ！」

　と、いきなり動きのキレが増した。

　にゃんっ、にゃんっ、と真しん剣けんに踊るコン。いや、それはちょっと違ちがうと言いかけた春虎だったが、なんとなく口にできず黙っている内に、再び、へえ、と考え直した。

　子供らしい素朴さはなくなったが、これはこれで見み応ごたえがある。左右のコンとも──しっぽの先の動きまで──ピタリとタイミングが合っているし、やはり小さな子供たちが並んでちょこまかと踊る様は、なんと言っても可愛らしかった。

　三人のコンは曲の終わりと共に、同じポーズで動きを止めた。

「ＢＲＡＶＯぶらあああぼう」

　バネ仕じ掛かけのようにベンチから立ち上がり、先せん輩ぱいが痛いほどの拍はく手しゆを送る。

「素晴らしい。素晴らしかったわ、コンちゃん。天使は実在したのね。コンちゃんは天使だったのね。ｋｈｏｒｏｓｈｏはらあああしよ。ｋｈｏｒｏｓｈｏはらあああしよ」

　先輩は無表情のまま感かん涙るいしていた。普ふ段だんなら正直ヒクのだが、春虎もつい拍手を送る。

「は、はは、春虎様っ？」

「いやあ、先輩と同じ反応ってのが癪しやくだけど、正直良かったぞ、コン。ちょっとびっくりだ。お前、ダンスのセンスあるのかもな」

「そ、そそそ、そのような！　ももも、もったいなく！」

「ハハ。照れるなって。可愛かった可愛かった」

　はっはっは、とにこやかに笑う春虎。コンは思いも寄らぬご褒ほう美びをもらったように、目を輝かがやかせて真っ赤になる。

　と、そんなコンを見た先輩が、きらーん、と音が聞こえてきそうな勢いで目を光らせた。

「……コンちゃん？　次はこれなんかどうかしら？　より複雑で立体的なアクションになるんだけど、コンちゃんなら──それと、こことここの決め台詞ぜりふを──」

　素早くコンにすり寄り、こっそりと動画を見せる。コンも、春虎に褒ほめられてテンションが上がったのか、先輩と一いつ緒しよにスマホをのぞき込み、ふんふんと頷きながら食い入るように画面に集中した。

　そして、

「ままま、参ります！」

　バッとコンが簡易式たちと一列に並び直し、先輩も急いでベンチに戻もどるとスマホをスピーカーに接続し直した。

　再び曲が流れるが、今度はさっきよりずっとアップテンポだ。なんだ、と春虎が思ったときだった。

「──め、めたもるふぉーぜで、あいれいど！」

　春虎があんぐりと口を開けた。

　対するコンは──そしてコンたちは──いつにない高いトーンで叫さけんだあと、びゅんとしっぽをなびかせて一回転した。そのまま曲に合わせてくるくる舞まい踊おどり、ぴょんぴょん飛び跳ね、ついにはとんぼをきる。高速ステップの合間にこちらを向いてぱちりとウィンクし、激しくブレイクしたかと思えば急に可愛かわいらしい仕草になって媚こびるようなポーズを取る。そして、隙すきあらばとばかりに投げかけられる笑顔。

　ダイナミック且かつコケティッシュ且つキャッチーな踊りは、まるでアイドルグループのようだ。春虎は目を丸くする。

「な、なんなんですか、これ？」

「『魔ま法ほう少女カーサ』の第三クールオープニング曲に決まってるでしょ」

「いや、決まってるでしょって、知らないし」

「チッ。素人しろうとが」

「プロでないことは認めます」

「魔法少女カーサが八人の弟妹きようだいと共に世界征せい服ふくを目指して戦う夢と希望の物語よ」

「世界征服なのに夢と希望なのか？」

　先輩はいつしかスマホをベンチに置き、自分もリズムに合わせて小さく踊っていた。顔は例によって能面のようだが、ノリノリである。

　春虎はスマホをのぞき込む。どうやらアニメのオープニング映像を、そのまま踊らせているらしい。どうりで無茶な動きだ。

　ただ、二次元のアニメーションを演じているにもかかわらず、コンたちの再現度はかなり高い。宙に浮うかぶシーンまで、そのまま再現しているのだ。鞘さやごと抜ぬいた『搗割』を振り回しているのは、主人公らしき少女が持っている魔法のステッキに見立てているのだろう。確かなのは、コンが「本気」だということだった。

　いつの間にか左右のコンまで、真ん中のコンと同じ表情をトレースするようになっていた。先輩の指示に違いない。「えいっ──ハア！」とコンは笑顔で躍やく動どうし、最後にジャージャンッと音楽が終わるところで、ビシッと決めポーズ。これまた先輩の指示か、左右のコンは真ん中のコンを引き立てるようにポーズがアレンジされていた。

「は、はは、春虎様！　い、いかがでしたか？」

「え？　う、うん。良かった良かった。上手だった」

「か、かか、可愛らしうございましたでしょうか……!?」

「うんうん。可愛かった。可愛かったぞ」

　頑がん張ばる孫まご娘むすめを見る祖父の眼まな差ざしで、春虎はよくわからないまま、取りあえず鷹おう揚ように頷く。コンは「は、はあわ」とそのまま天にも昇のぼりそうな表情を浮かべた。

　一方先輩は小さなガッツポーズを作り、

「──イエスッ。イエスッ」

　と繰くり返していた。この期ごに及およんでも表情は変わっていないが、興奮しているのは十分伝わってくる。

「行ける。これは行けるわ。ぜひ映像化しましょう。スピンオフよ。もしくは特典映像なんかで。フラッシュアニメでいいから。二、三分のショートフィルムでいいから」

「……なんの話ですか？」

「天使どころか、もはや神。まさか『神降ろし』のヒントが、こんなところに……」

「……ああ、興奮しすぎて錯さく乱らんしてるのかな」

　春虎は冷静に言ったが、生あい憎にく興奮気味なのは先輩だけではなかった。

「ははは、春虎様！　次は──つ、次は何を踊りましょう!?」

「え？　まだ踊るつもり──」

「コンちゃん。他ほかにはこんなのどうかしら」

　見た目からは想像のつかない敏びん捷しようさで、先輩がコンに駆かけ寄りスマホを操作して次の動画を見せる。コンもこれ以上ないほど真剣な顔で、先輩の見せる動画に集中する。

「…………」

　何か妙みようなことになってきた。春虎はそう自覚しつつ、ただ推移を見守るしかなかった。
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「いい、いかがでした？　いかがでしたか、春虎様っ？」

「……い、いや、いかがって……その……」

　これで何度目のダンスだろうか。春虎はハアハアと息を整えつつ期待を込こめて見つめる式神に、強こわ張ばってきた笑顔で生返事をした。

　春虎の隣となりでは、先輩が何度もうんうんと頷きながら拍手している。

　そして春虎たちの周囲は、遠巻きに何人もの見物人が、ざわざわといぶかしげに、あるいはぎょっとした様子でこちらを見やっていた。注目の的である。

　しかし、それもそのはずだ。何しろ、公園で踊るコンは、いま全部で九人いた。先輩が曲に合わせて、どんどん人数を増やしていったのである。てっきり簡易式は二体だけだと思っていたのだが、とんでもなかった。

　同一人物のようによく似た、それでいて髪かみや服はバリエーションに富む上に耳としっぽまで付けた幼い少女たちが、チャーミングなダンスを一糸乱れずに踊り続けているのだ。それは人目も惹ひくだろう。

「せ、先輩？　いいのか、これ？」

「いいに決まってるでしょ死にたいの？　悪いとでも言うつもり殺すわよ？」

「落ち着けそして正気に戻れ！　……この人だかり、さすがに不味まずいだろ？」

　耳打ちすると、「え？」と先輩が周囲を見回し「あら」と声を出す。

「いつの間に」

「……気づいてもなかったのかよ」

「全身全ぜん霊れいで鑑賞したから」

「どんだけ……ってまあ、いまさらか。──とにかく、もう引き上げますよ？　これ以上注目されるのは……」

「よしっ。じゃあコンちゃん、次の曲なんだけどーー」

「聞けよ！　──コン。一回実体化を……」

「待って」

「待たねえ」

「鬼おになの？」

「そんなにか？」

「せめてあと一曲！」

　先輩もさすがにこのままでは不味いとわかっているらしい。が、あと一曲というのは頑がんとして譲ゆずらなかった。すでに大いに疲つかれている春虎は、「ったく」と舌打ちする。

「……あと一曲だけだぞ？」

　投げやりに言うと、たちまち先輩はコンの元にすっ飛んでいった。

「コンちゃん、最初のをもう一度やるわよ？」

「にゃ、にゃんにゃん体操とやらですねっ？　確かに、あれは春虎様の心証も良く……おお、お任せあれ！」

「オーケー。でも……そうね。これが最後なら」

　先輩はムッと──多分──顔を引き締めると、ポケットからさらなる式しき符ふを取り出した。それも複数枚。春虎が気づいて「おい!?」と叫んだが遅おそかった。

「式神生成。[image: きゅう]急如律令オーダー」

　と、短く唱えて一気にばらまく。

　怒ど濤とうの勢いでコンが現れた。

　とっさには数がわからない。が、少なくとも倍増している。本物のコンが目を白黒させ、遠巻きに見ていた見物人たちが思わず悲鳴を上げていた。

「何やってんだ先せん輩ぱいっ！」

「……ふう」

「満足気!?」

「壮そう観かんね」

「そんなことは聞いてねえ！　つうか、いったい何体作ってたんだよっ!?」

「愛が高じたの」

「勘かん弁べんしろよ!?」

　言うまでもなく先輩は勘弁しなかった。「ミュージック、スタート」とスマホを操作。最初に聞いたヴァイオリン主体の曲が、再び流れ始める。コンが慌あわてて配置につく。

　そして、コンの集団が、一いつ斉せいに踊り始めた。

　両手を揃そろえ、右を向いてにゃん。

　片足を跳はね上げ、左を向いてにゃん。

　先輩の執しゆう念ねんの賜たまものか、コンたちは見事にシンクロしていた。ステップを踏ふむごと、ザッ、ザッ、と軍事国家の行進じみた音が響ひびいている。どのコンも精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを向けているが、可愛いというよりは鬼き気き迫せまるものがあった。見物人たちのどよめきは、もはや戦おののきと化している。

　にゃんっ、にゃんっ、と真しん剣けんなコン軍団。

　イエス、イエス、ヤー、と無表情な先輩。

　通りかかった家族連れの子供が、踊る幼女集団を見て泣き出した。散歩中の大型犬が、緊きん迫ぱく感かんも顕あらわにワンワン咆ほえている。夢に見そうだ。いや、多分見る。

　と、




「コラ！　君たち、ここで何をしている？　許可は取ったのかっ？」




　騒さわぎに気づいたのだろう。パトロール中だったらしい二人の警察官が──自分の目を疑うような顔で──自転車を止めてこちらに走ってきた。

　春虎は大いに慌てた。

「マッポね。間の悪い──」

「いつの時代の人だお前!?　だから引き上げようって言ったのに！」

　唾つばを飛ばす春虎に、先輩は平然として「仕方ない」とつぶやいた。

「じゃ、私行くから」

「はっ？」

「私、警察沙ざ汰たは困るの」

「そんなんおれだって一いつ緒しよだ！」

「あとはお願いね」

「冗じよう談だんですよね!?」

　生憎冗談ではなかった。「あ」と先輩があらぬ方向を見、釣つられてから慌てて振ふり返ったときには、すでに先輩の姿が消えていた。隠おん形ぎよう術だ。一いつ瞬しゆんの早はや業わざである。逃にげやがった。春虎はほとんど自失する。

　そして、どこからともなく声だけが、

「残念だけど約束だから、式符は置いていくわね」

　その直後、音楽が止まり、ハッとベンチを見たときには先輩のスマホもなくなっていた。

　しかも、

「最後に術式を解放していくから、あとで回収してちょうだい。じゃあ」

　そんな台詞せりふが聞こえた直後だ。

　コンたちが、




「シャーッ！」




　と奇き声せいを張り上げ暴走した。

　しっぽをぶんぶん振り回し、てんでんばらばらに走り出す。センターで踊おどっていたコンが後ろからはねられ、「むぎゅ!?」と倒たおれたところを次々と簡易式が踏んづけていく。見物していた者たちが悲鳴を上げて逃げ出した。警察官二人も悲鳴を上げた。春虎も悲鳴を上げた。

「ちょっ!?　せ、先輩っ!?」

　周囲を見回して叫さけんだが、もう返事はなかった。自ら巻き起こした混乱に乗じて公園から脱だつ出しゆつするつもりなのだ。はっきり言って悪あく辣らつ過ぎる。

「ははは、春虎様ぁ～っ!?」

　散々踏んづけられたコンが、ふらふらしながら主あるじの元に帰ってきた。一方、その他のコンたちは公園を跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしている。全身の毛が逆立ち、瞳どう孔こうが開き、しかも笑顔。ときには飛び跳ね、宙を飛び、しかも踊っている。もう完全にホラーである。「回収って……」と春虎は絶望的につぶやいた。

　そこに、

「きっ、君っ!?　いったい何を……!?　これは君の仕業か！」

「ちち、違ちがいます！　おれじゃなくて!?」

「逮たい捕ほだ！」

「だから違うんです！」

「は、春虎様に無礼な口を！　貴様そこになおれ──」

「わあああっ!?　止せコンやめろ！　すぐに刀を!?」

「むううっ。この上、公務執しつ行こう妨ぼう害がいとは!?」

「しかも子供を使って、なんと凶きよう悪あくな！」

「だから、ちがうんだあああ！」

　春虎の心の叫びはしかし、阿あ鼻び叫きよう喚かんの公園に虚むなしく吸い込まれていく。




　その夜、春虎は百人のコンににゃんにゃん囲まれる夢で、ひと晩中うなされるのだった。







　インターミッション







「……と、いうようなことがあったわ」

「…………」

「実に素す晴ばらしかった。寿じゆ命みようが延びたし、また若返った気分よ」

「……………………」

　早さ乙女おとめ涼すずの話を聞いて、男は、短からぬ時間、沈ちん黙もくした。その顔に浮うかぶ表情たるや、男には希け有うなものだ。喩たとえるなら、長らく会っていなかった弟妹きようだいたちの近きん況きようを──それも、赤面ものの近況を──聞かされ、いったいどう反応するべきかを悩なやみに悩んでいるような表情であり、態度であった。

　結局彼は、たっぷりと間を置いたのち、カラン、とグラスの氷を鳴らしてウイスキーに口をつけて、

「……そうか」

　とだけ、小さく応こたえた。

　馴な染じみのバーの、カウンターの隅すみ。まだ浅い時間のため、店内に客は彼ら二人だけだ。わざわざ待ち伏ぶせしていた、この外見だけは幼い女が何を言うのかと思いきや、まったく想像だにしていなかった、斜ななめ上の話題である。正直、酒の味がわからなくなった。いい迷めい惑わくである。

　まったく、何をやっているのか、あの二人は。

　呆あきれてろくに言葉がでない。

「本当に、あなたにも見せてあげたかったわ」

「……そればかりは御ご免めん被こうむりたいな」

「あら？　さぞ懐なつかしいでしょうに。昔も、あんなだったのでしょう？」

「…………」

「きっと見たら、鬼おにの顔にもさわやかスマイルが過よぎるに違いないわ」

「……………………」

「感激のあまり、左ひだり腕うでが生えてくるかも」

「いい加減にしろ」

　苦々しくぼやいて、男は仏ぶつ頂ちよう面づらをのぞかせた。「ツンデレなんだから」と、早乙女。無論、もはや男はいちいち応じない。平へい坦たんな──それでいて如によ実じつにからかいを秘ひめた戯ざれ言ごとを、酒で聞き流すだけだ。そんな男の動じない様子に、早乙女が少しだけ、つまらなそうな視線を向けた。

「思うんだけど、もう少し昔の話を聞かせてくれてもいいんじゃないかしら？　私が知りたがってることは、ずっと言ってるんだから」

「……話すようなことはない」

「それでも聞きたいって言ってるの」

「主あるじに聞けばいいだろう」

「主じゃなくて、師し匠しようだし……けど、駄だ目め。向こうは、大したことは知らないもの。そもそも、いま現在、あの頃ころの事情をあなた以上に詳くわしく覚えてる人はいないわ。そうでしょう？」

　断定する早乙女に、男は無言のままウイスキーを呷あおる。

　彼女の指し摘てきは正しい。が、だから自分が昔話をせねばならない理り屈くつにはならない。

　あの二人が「目覚める」かどうかは、男にもわからなかった。あるいはあのときの記き憶おくは、時間の波に押し流されていくのかもしれない。永遠に埋うもれ行くのかも。なら、それでも構いやしないのだ。別に、珍めずらしいことでも、悲しいことでもない。よくあることだ。世の中は、そういう風にして回っている。

　頑かたくなに口を閉とざす男に、早乙女は不満そうな目をじっとりと向けていた。もちろん、その程度の乙おつ種しゆ呪じゆ術じゆつで口を割る男ではない。そのことは早乙女にもわかっていた。だから、やがてこれ見よがしにため息を吐つき、自分のグラスにささるストローを、口をすぼめ、音を立てて吸った。

　それから、

「ねえ」

　と、切り口を変える。

「前から疑問だったんだけど、どうしてあなた、隻せき腕わんなの」

　ピクッと片方の眉まゆを持ち上げ、男が早乙女の顔を見た。

　男の着るジャケットの左袖そでは、グラスを持つ右腕と異なり、だらりと下に垂れている。

　早乙女は率そつ直ちよくに、

「だって、有名な昔話だと、あなた、片腕を斬きられたあと、それを取り戻したはずでしょう？　あとから作った創作にしては、現にあなた、隻腕なわけだし……それとも、斬られたところまでが本当で、そのあとだけ作り話なの？　それはそれで不自然に感じるけれど……」

　早乙女の台詞に、男は自らの左腕に視線を落とした。もう何年──何十年も思い起こすことのなかった記憶が、ゆっくりと想起される。

　色いろ褪あせ、薄うすれながら、辛かろうじて自分の中に残っている、幾いくつかの光景。

　交かわした言葉と、生まれた想おもい。

　ふ、と苦く笑しようが唇くちびるを過ぎった。

「……なに」

　男は小さくつぶやく。

「少し引っかけられたのさ。質たちの悪い一族にな。それで……『呪しゆ』をかけられた。おかげで俺は──」

　懐かしい何かを引っ張り出し、埃ほこりを払はらって、久しぶりに見つめるように、男は静かに言った。

　それから、肩かたを竦すくめ。グラスに口をつけた。

　それ以上はもう、何も語らない。早乙女は不満げに唇を尖とがらせ、

「……ケチ」

　と、男を責めた。

　男は笑いながら、グラスの酒を飲み干した。







　ザ・ナイト・ビフォー・トライアングル







　散々暴れて憂うさを晴らしてきた。

　しかし、それも終わりだ。偽にせ物ものをつかまされたのが運の尽つき。いや、もっと遥はるか以前から、自分の運など尽きていた。いつ終わってもよかったし、思い残すようなこともない。第一、たとえここで終わらずとも、何も変わりはしないのだ。似たような退たい屈くつな日々が、ただ漫まん然ぜんと続くだけ。

　皆みな、死んだ。あの外げ道どう丸まるですらも。

　殺せ。

　そう、投げやりに言った。本当に、どうでも良かった。

　しかし、彼を降くだした陰おん陽みよう師じは、彼を滅めつしようとはしなかった。それどころか、彼に向かって告げた。

　お前は若い。心を入れ替かえ、生きて、世を見よ。

　陰陽師の言葉に、彼は笑った。

　彼はすでに、目の前の陰陽師より長い時間を生きている。いや、「生きて」はいないかもしれないが、世に在って流離さすらい、そのくだらなさ、救いのなさを、つぶさに目まの当たりにしてきた。

　何より、自分は人ではない。自分のような存在が、「変わる」ことなどできようか。

　するとその陰陽師は、彼が見たことのない、不思議な笑えみを湛たたえた。

　慈じ愛あいに満ちた聖しよう人にんのような。あるいは、人の身を超こえた神しん仙せんのような。

　俗ぞつ界かいから離はなれて空に浮ふ遊ゆうする、軽く、希き薄はくで、無限の微び笑しようだ。

　千年だ。

　そう陰陽師は言った。

　まずは千年、生きてみよ。それでなお変わらなければ、この腕うでは返してやろう。

　聞いて、彼は再び笑った。乾かわいた声こわ音ねで、くつくつと笑った。

　人にとって千年とは、つまりは永遠、無限のことだろう。しかし、彼は違ちがう。なるほど遥かな長い長い先のことには違いないが、彼にとっての千年は、決して届かぬ彼方かなたではない。いまの世と、地続きの場所だ。

　ならば、千年の後、返してもらおう。だが、いいのか。そのとき俺の気分次し第だいでは、お前の血筋を根絶やしにしてやるぞ。

　そう言って笑う彼の邪じや気きは、その悪名に相応ふさわしい禍まが々まがしさを帯びていた。しかし、陰陽師の笑みは絶えない。目を細め、さて、とつぶやいた。

　そのときお前は、「もっと良いもの」を得られるかもしれん。何を選ぶかはお前次第よ。

　ただ……。

　そう言葉を切ると、陰陽師は一転、いかにも俗な笑みを、にやりと浮うかべた。

　人ひと懐なつっこく、悪戯いたずらな、どこか子供のような笑み。直前の印象が見事に入れ替わったが、違い和わ感かんはない。この笑みもまた、陰陽師の中にある本当の笑みなのだ。

　そうだな。あるいはその前に、ひと働きしてもらうやもしれぬ。

　彼は怪け訝げんな顔をして、陰陽師を見つめる。しかし陰陽師は、それ以上詳くわしく話そうとはしなかった。

　ただ、

　お前が一番、相応しかろう。

　と、思わせ振ぶりにつぶやいた。




　その後、長い長い歳月の中で、陰陽師と交かわした会話の大半は、彼の記き憶おくから、色あせ、失うせていった。

　ただ、あの陰陽師が浮かべたふたつの笑みだけは、不思議と忘れることがなかった。




　　　　[image: 五芒星]




　鮮あざやかな赤と黄色が、山里を彩いろどっていた。

　流れる風に暑気はすでになく、かといって暖かな陽ひ射ざしの下では、冬の気配もまだ遠い。なだらかな丘おかには穂ほを付けたススキが波打ち、森では色づいた楓かえでや銀杏いちようが伸のびやかに枝葉を広げていた。

　細長い枝に小さな紅葉もみじを無数に付けた枝振りは、重みというものをまるで感じさせない。その鮮やかな存在感が空中に留とどまる様は、天界の彩さい雲うんを連想させた。山里の秋は、まさに今が盛さかりとばかりに輝かがやいているようだった。

　土つち御み門かど家の屋や敷しきは、そんな山里の端はし、見晴らしの良い高台の上に建っていた。

　屋敷にも秋の色は濃こい。野や趣しゆ溢あふれるいくつもの庭では、秋の七草があちこちに咲さいている。萩はぎに葛くず。尾お花ばなに撫子なでしこ。藤ふじ袴ばかま、女郎花おみなえし。そして、土御門家の家か紋もんと同じ、五芒星セーマンの形をした紫むらさき色いろの花、桔き梗きよう。

　その庭を横切って、和装の少女が敷地の奥に向かい、歩いていた。

　まだ若い、十四、五と見える和装の少女だ。歳としに似合わず、その召めし物は──古びているとはいえ──なかなかに豪ごう華かである。やや勝ち気そうな顔つきからは、潑はつ剌らつとした子供っぽさと、大人らしい落ち着きの両方を感じさせた。もっとも、後者が前者を隠かくして背伸びしている結果であることは、少し人を見る目があれば簡単に見て取れただろう。

　屋敷の裏は生おい茂しげる森が広がっているが、一本、細い道が通っている。少女はその道に入り、さらに奥へと進んだ。

　少し歩くと、辺りは青々と葉を茂らせる竹林に変わり、その先に白しら壁かべの古い蔵が見えて来た。蔵の側そばにも桔梗が花を咲かせている。その手前には、臼うすほどの大きさの、苔こけむした岩が置かれていた。ちょうど一匹ぴきの大きな赤あか蜻蛉とんぼが、岩の上に止まり、羽を休めている。

　地面に接して見えないが、この岩の下には、五芒星が刻まれていた。

　少女が近寄ると、赤蜻蛉は音もなく飛び立ち、水流に流れる紅葉のように青い竹林に消えていった。

　気付いた少女が、

「あら。ごめんなさい」

　と可愛かわいらしい声をこぼし、小さく笑う。

　それから、少女は岩の上に手をかざすと、人差し指と中指を伸ばして、ささっと空中に印を切った。

　辺りを包む結界を解き、蔵に近づく。

　蔵の扉とびらは開かれていた。

　少女は蔵の前まで来ると、扉を潜くぐりながら、

「お兄様」

　と、蔵の中に呼びかけた。

「そろそろお昼ですよ？　お兄様？」

　蔵の中はかなり広い。入り口から光が差し込んでいるものの、奥の方は薄うす暗ぐらかった。書しよ架かからはみ出した山積みの書物を始め、積み重なる長持や葛籠つづら、無造作に物を放ほうり込んだ竹たけ籠かご、布にくるまれた得体の知れない何か等々、雑多で大量の様々な「物」が、空間を圧あつ迫ぱくしている。おかげでその狭せま苦くるしさが、薄暗さをより強めていた。

　いや、それだけではない。そうした大量の「物」が放つ霊気──封ふう印いんされてなお、もれ出る「呪しゆ」の気配が、仄ほのかな暗くら闇やみを思わせるのだ。

　ここに収められてるのは、すべて呪じゆ物ぶつなのである。

「お兄様～」

　積まれ、押し込められた「物」の間に辛かろうじて残る隙すき間まの道を、少女は野山に分け入るようにくねくねと進んでいく。

　蔵の奥の壁かべ、それに、二階に続く階段が見えた。

　その階段の上から、

「おー」

　と、のんびりとした声が返った。

　続いて、ひょこっと逆さまの頭が、二階から突つき出される。少女の姿を見て、苦く笑しようを浮かべた。

「小こ翳かげ。またわざわざ歩いて来たのか。式を飛ばせと、何度言えばわかる」

「ですから何度も応こたえています。そんな風に気易く術を用いるのは、感心しませんわ」

「そのわりに蔵の結界は、ずいぶん気易く解いていたじゃないか」

「だって、そうしなければ入れないじゃないですか。もう。いいから降りて来て下さい」

　ふくれっ面つらを浮かべる妹に、少女の兄は陽気に笑いながら、一度頭を引っ込めた。

　それから、とんとんと階段を鳴らしながら、一階に降りてきた。

　少女より三つ四つ年上の、狩かり衣ぎぬ姿の少年である。田舎いなかで伸び伸びと育った若者らしく、歳のわりに泰たい然ぜんとした──というより、のんびりとした雰ふん囲い気きがある。一方で、顔つきや口調は理知的であり、立ち振る舞まいにも品があった。そのためか、少年ののんびりとした雰囲気が、ある種の風格めいて感じられた。

　ただし、強い光を宿す澄すんだ瞳ひとみには、年相応の少年らしさが残っている。特に、笑うと急に子供っぽく見えた。そして、少年は大たい抵ていの場合、にこやかな笑みを浮かべているのだ。

　少年の名は、土御門夜や光こう。

　少女の名は、土御門小翳。

　かの大陰陽師、安あ倍べの晴せい明めいの末まつ裔えいであり、陰陽道宗そう家け土御門家の子女──兄妹きようだいだった。

　夜光が小翳の前に立つ。そうすると、兄の方が妹より頭一つ背が高かった。兄は長身で、妹は小こ柄がらなのだ。

　兄の姿に、つい小翳の頰ほおが綻ほころぶ。

　しかし、夜光は小翳に済まなそうに笑いかけると、

「せっかく来てくれたのに悪いが、いまは少し手が離せない。昼はみんなで、先に食べててくれ」

「ええ？　またそんな勝手なことをっ。いけません。お祖父じい様もお祖母ばあ様もお待ちなんですから！」

「じゃあ小翳から謝っておいてくれ」

「謝ってどうこうではなく、駄だ目めですと言っているんですっ」

　小翳が眉まゆを吊つり上げると、夜光は「ううん」と両腕を腰こしに当て、上うわ目め遣づかいになって眉根を寄せる。

　しばらく宙に視線を彷徨さまよわせたあと、

「ほら。二人の許可は取ったよ。いいってさ」

「え？　──あっ、式ですね！　またそんな気易く呪術を用いて！」

「便利なんだからいいじゃないか」

「そういう問題ではありませんっ。お兄様は才能がありすぎるせいで、呪術というものに対して軽々しいのが良くないと言っているんです」

　と小翳は兄を上目遣いににらみ上げる。

「食事のことにしてもそうです。家長や男衆が先ではなく、みんなで一いつ緒しよにご飯を食べようと言い出したのは、お兄様ご自身ではないですか」

「だから普ふ段だんはそうしてるじゃないか。今日はたまたま……」

「ですからっ、そういうのが勝手だと言っているのです！　第一、今朝はお兄様、朝食のときにも来られなかったじゃありませんか。食事を疎おろそかにするなど、もっての外ほかです」

　のほほんと構える夜光に、小翳はガミガミと食ってかかる。本人は至って真しん剣けんなのだろうが、横から見ていると半分兄にじゃれているようにしか見えない。夜光は、参ったなと苦笑いを浮かべて、妹を宥なだめる方法を考えていた。

　そこに、

「夜光様」

　二階から、涼すずやかな声が降ってきた。

　階段の上に一人の少女が姿を見せる。洋装の、しかもシャツとスラックスという男装をした少女だった。

　ただ、男の身なりをしていながら、息を吞のむほど美しい。

　髪かみは腰に届きそうなほど長く、肌はだは白磁のように滑なめらかだ。たおやかな体つきながら、容よう貌ぼうは凜りんとして引き締しまっており、気品を感じさせる。特に、知性と情念が同居する切れ長の青い瞳は、見る者の脳のう裏りに鮮せん烈れつな印象を与あたえていた。

　夜光と同じ──あるいは少しだけ年下かもしれない年とし頃ごろの少女だ。大輪のつぼみが綻び、まさに開花を迎むかえようとしている時期の、瑞みず々みずしい美を体現している。

　とはいえ、その美貌以上に特とく徴ちよう的なのは、頭から伸びる、毛に覆おおわれた一対ついの耳。それに、木の葉の形をした、柔やわらかなしっぽだろう。

　少女は、狐きつねの耳と尾おを持っていた。

　狐憑きなのだ。

「飛ひ車しや丸まる」

「あら。お飛車さん」

　と兄妹が揃そろって少女に呼びかける。飛車丸は二人にお辞じ儀ぎすると、しなやかにしっぽをくねらせて急な階段を危なげなく降りてきた。

　夜光がすぐに、

「どうした？　変化があったか？」

「いえ、お話が聞こえたもので……あの、夜光様。差し出がましいですが、どうぞお食事になさって下さい。あれは私が見ていますので」

「なんだよ。お前まで小翳の味方か？」

「ま、誠まことに僭せん越えつですが、夜光様は少し根を詰つめすぎかと。一度休きゆう憩けいを取られた方が良いと思います」

　飛車丸は熱心な口くち振ぶりで案じるように言った。対する夜光は変わらぬ調子で、「そうかあ？」とのんびり応じる。

「そりゃまあ、朝飯抜ぬいたせいで、腹は減ってるけど」

「でしたらやはり、お休み下さい」

「お飛車の言う通りですわ。無理をしたって、はかどりませんでしょう」

「失礼ですが、夜光様は熱中すると切りがありません。お身体からだはご自愛頂かねば」

「そうですそうです。子供じゃないんですから」

　飛車丸の忠告に小翳が追従してうんうんと頷うなずく。女性陣じんの連れん携けいに、夜光は頭を搔かいた。

「悪いけど、やっぱりいまはちょっと外せないよ。ようやく術の仕組みが見えて来たところだ。それに、外側の封印は解いてしまったから、不安定になってる。中断するにしても、いまのままじゃ不味まずい」

「ですから、夜光様がお休みしている間は、私が」

「休んでないのはお前だって一緒だろ。結局ひと晩中起きてたんだし」

　夜光の台詞せりふに、飛車丸は「ですが」と食い下がった。

　しかし、飛車丸が続けるより早く、

「え？　ひと晩中って……まさかお兄様、お飛車とずっと一緒に……」

「ああ。久しぶりに手て強ごわい呪物を見つけてな。飛車丸にも手伝ってもらって──」

「そ、そういう問題ではありません！　仮にも未み婚こんの男女が、同じ部屋で一夜を共にするなんて……っ!?」

「お!?　おお、お待ち下さい、小翳様！　わわ、私たちは決してそんな!?」

「お兄様っ！　相手が誰だれであれ、男子たる者、責任は取らねば──！」

「ですからっ、違ちがいます！　やましい真似まねは決して！　決してっ！」

　真っ赤になって目を三角にする小翳に、同じく頰を染めた飛車丸が耳としっぽの毛を逆立てて弁明する。妹と幼おさな馴な染じみの声が蔵の中に姦かしましく反はん響きようし、夜光はやれやれと嘆たん息そくした。

　それから、疲ひ労ろうを苦笑で洗い流すように、

「……まあ確かに、腹は減ったか」

　と、つぶやいた。
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　結局、どうしても離はなれられないと言う夜光に折れて、昼食は屋や敷しきではなく、三人で蔵で食べることになった。

　夜光と飛車丸、それに小翳の分の膳ぜんを、蔵の二階に運び入れる。運ぶのは飛車丸が操あやつる式神たちだ。小翳は、また、と苦い顔をしていたが、もう文句は付けなかった。

　蔵の二階は、狭苦しい一階に比べると、まだしもゆとりがある。少なくとも、床ゆかの半分は見えていた。最近入り浸びたっているせいか、目に付く範はん囲いでは掃そう除じもされている。三人は床に茣ご蓙ざを敷しき、向き合って昼食を摂とった。

　雨魚アマゴの塩焼きに、鰯いわしのへしこ。茄子なすの煮に浸びたしに、蕪かぶの漬つけ物もの。茸きのこの味み噌そ汁しる。

　少し冷めていたが夜光は気にする様子もない。が、それも当然で、何しろ膳の横に古書を置き、食事しながらめくっている。行ぎよう儀ぎが悪いこと甚はなはだしい。

　ただ、それでも腹が減っていたのは本当らしく、瞬またたく間まに飯を平らげて、

「おかわり」

　と飛車丸に飯めし茶ぢや碗わんをつきだした。そうする間も、視線は古書に落ちて、文字を追っている始末だ。

　飛車丸が碗を受け取って飯めし櫃びつから二杯はい目を装よそうのを見ながら、小翳は箸はしで漬物を挟はさみ、「まったく」と呆あきれたようにつぶやいた。

　嚙かんで含ふくめるような声こわ音ねで、

「お兄様。いつも、何度も、申し上げていますが、お兄様には、次期土御門家当主という自覚が足りないと思うのです」

　主張する妹に、夜光は、なんだよもう、と飯を受け取りつつ顔をしかめた。

　小翳は正座したまま背筋を伸のばし、

「よろしいですか、お兄様？　お兄様は成人なさったらすぐ、当主として土御門家を率いる立場なんですからね？　こんな風な行き当たりばったりなことは、いい加減慎つつしまねばなりません」

「そんなに行き当たりばったりってこともないだろ」

「ありますっ。現に、こんな場所で食事など……」

「別段不都合はないじゃないか」

「私は、もっと『きちんと』して下さいと言ってるんです！　そんなことでは小翳は、お父様とお母様に顔向けできません」

「え？　そんなこと考えてたのか？　大だい丈じよう夫ぶだよ。二人とも優やさしいから」

「ですから、そういう問題ではないと言っているのです!?　そもそも──」

　口を酸っぱくして言う妹に、兄は眉根を寄せて無言のまま味噌汁をすする。そんな二人の様子に、飛車丸はどこか楽しげにしっぽを揺ゆらした。

　兄妹の両親が事故で他界したのは、いまから三年前のことだ。そのため、現在の土御門家は、すでに引退していた兄妹の祖父が、やむなく復帰して当主を代行している。ただ、これはあくまで一時的な処置であり、夜光の成人を待って彼に家か督とくを譲ゆずることは、すでに一族の間で決定していた。

　若過ぎるという声がなかったわけではない。

　ただ、その声は少なく、また小さかった。色々と条件をつける者もいたし慎しん重ちような意見の者もいたが、少なくとも、夜光が次の当主だという決定に対し、異議を申し立てる者は一人もいなかった。

　あらゆる反発を寄せ付けなかった理由。

　それは、夜光が持っていた、天てん賦ぷの才だ。

　およそ、いかなる常識的な発言をも、比ひ較かくしたとき無意味にしてしまうような、圧あつ倒とう的才能。細かな慣例を易やす々やすとねじ伏ふせてしまう、強大な霊れい力りよくと呪術の妙みよう。

　夜光が生まれたとき、その秘ひめたる霊力に、家人は瞠どう目もくし、且かつ襟えりを正した。生まれたばかりの赤子が、土御門の行く末を大きく左右すると考えたからだ。大きすぎる力は、その使い方次し第だいで繁はん栄えいも破は滅めつももたらす。それは、明めい治じ維い新しん後没ぼつ落らくの憂うき目めを見た土御門家の再興に繫つながる原動力となるかもしれず、あるいは平安の世から連綿と続く由ゆい緒しよ正ただしい名門を断絶させる元げん凶きようとなるかもしれないのである。

　強い力の持ち主の教育には、細心の注意を払はらう必要があった。

　結果的に、家人の努力は半分実り、半分実らなかったと言えるだろう。夜光はその後心身共に健康に成長し、長ちようずるにつれてその巨きよ大だいな才能を十全に開花していった。彼の才は分家筋である倉くら橋はし家や若わか杉すぎ家、さらには在野の呪術者たちにまで知れ渡わたり、呪術の復権を夢見る者たちから安倍晴明の再来として期待されるほどになったのである。

　ただ一方で、その飾かざらない自じ儘ままな気き質しつは、どれほど注意され、叱しつ責せきされても、一向に改まることがなかった。

　特別反はん抗こう的だったり、あるいは増長して夜や郎ろう自じ大だいになったわけではない。むしろ、大らかで優しい、懐ふところの大きな青年だと言えるのだが、それでいて妙に頑がん固こな一面があるのである。大人の言うことであろうと自分が納なつ得とくせねば耳を貸さず、旧家の慣習や一族の通念にも理解を示そうとしなかったのだ。

　よく言えば天てん衣い無む縫ほうの振ふる舞まいということになるが、要するに周りの顔色を読んで行動することがないのだった。そのため、古くからある習わしだろうと不要と考えれば平然と破り、儀ぎ式しきや儀礼も次々に新しい形を提案した。年寄りたちからは度たび々たび大目玉を食くらっていたが、特に悪びれることもなく──というより、なぜそれほど怒おこるのかという態度で、破は天てん荒こうな真似をし続けていた。夜光にすれば、自分のしていることの方が「自然」だと感じているから、そのようにしているだけなのである。

　とはいえ、さすがの夜光も、自分が土門家の次期当主となることは受け容いれざるを得なかった。

　正直、煩わずらわしい思いも強いが、呪じゆ術じゆつは好きだし他ほかに能があるわけでもない。やればやったで、まあ楽しくできるのではないか──と、なんとなく考えている。

　ただ、小翳や他の家人から見ると、夜光のそうした考えは、到とう底てい「次期当主の自覚」には至らないものであるようだ。

「つい先月だって、『ちょっと出てくる』と書き置きしただけで、十日も家を空けて出歩いて……帰って来たら帰って来たで、書庫と蔵に籠こもりっきり」

「そんなことはない。一昨日おとといは村の方で将しよう棋ぎを指してた」

「なお悪いです！　遊んでばかりじゃないですか!?」

「それは酷ひどい。呪術の勉強は欠かしてないよ」

「お兄様にとっては、呪術だって遊びみたいなものなんでしょう？」

　小翳がむすっとして指し摘てきする。痛いところを突つかれたのか、夜光は、むむむと箸の先を齧かじった。

　すると、カタ、と一度箸を置き、飛車丸が片手を床について小翳に向き直った。

　真しん剣けん──というより生き真ま面じ目めな面おも持もちで、

「小翳様。仰おつしやる通り、夜光様はもう少しほどは、『きちんと』された方が良いのやもしれません」

「おいおい、飛車丸」

「ですが、夜光様にとっては、すべてが呪術の肥やしなのです。それこそ、食事をされることもそうですし、将棋を指すこともそうです。どんなときでも、頭のどこかで呪術のことを考えておいでです。夜光様は『呪術に取り憑つかれて』おいでなのですよ。ですが、陰おん陽みよう道どう宗そう家け土御門の当主として、それ以上に得がたい資質がありましょうか？」

　飛車丸は土御門の分家の生まれだ。そして、分家の『しきたり』に従い、幼少のころより、夜光に式神として仕えている。飛車丸にとって夜光は、土御門の当主という以上に、自らの「主あるじ」なのである。

　とはいえ、

「お飛車はお兄様に甘すぎます」

　と小翳は飛車丸を半眼でにらんだ。

　飛車丸の夜光に対する忠義は、とうに『しきたり』の枠わくを超こえている。夜光に対する思いが忠義を通り越して信しん仰こうに近くなっていることなど、家の者には周知の事実だった。何しろ、日ひ頃ごろは冷静沈ちん着ちやくな彼女が、主のこととなるとたちまち利きかん気の強い童わらべのようになる。

「お兄様の才能が素す晴ばらしいものであることは、私だけでなく、一門の誰だれ一人ひとりとして疑う者などおりません。だからこそ、お兄様には立派な当主になっていただきたいのです。呪術に対する取り組みだけでなく、歴史在る名門の当主として！　お兄様が『きちんと』した当主になって下されば、土御門の御お家いえ再興も難しいことではありませんわ」

「別に、いまさら再興なんてしなくたって……」

「駄だ目めです！　お兄様はせっかくすごいのに、どうしてもっと向上心をお持ちにならないのですかっ」

「や、夜光様は呪術に関して十分な向上心をお持ちです。御家を再興しようとしまいと、その素晴らしさに変わりなど……」

「それでは宝の持ち腐ぐされです！　お飛車っ。あなたにもいつも言っていますが、いくら式神とはいえ、何でもお兄様の言う通りでは駄目ではないですか。むしろ、主の立身出世のためなら、あえて苦言を呈ていしてこそ真の忠義者でしょう」

「は、ハあ……」

「──あ、そういえば、もう一人の忠義者はどうしたのですか？　諫かん言げん苦言ということなら、お角かくさんの方が、お飛車よりはまだ的確です」

「そ、そんなことは……ない……かと……」

　ぼそぼそと反論する飛車丸。

　その隣となりで、夜光が「ああ」と応こたえ、

「あいつなら、屋や敷しきで寝ねてるよ。この前連れ回してから、体調を崩くずしててな」

「まあ。そうだったのですか」

「あいつもだいぶ無理してるからな。そろそろ頼たよるのもお仕し舞まいにする方がいいかもしれない」

「何を他人ひと事ごとのようにっ。お兄様の式神ではありませんか！」

　と、またしても小翳は柳りゆう眉びを吊つり上げる。

「そもそも、お兄様は呪術に捕とらわれるあまり、往々にして情というものを蔑ないがしろにしがちだと思うのです。けれど、そのようなことでは本当の意味で陰陽師たり得ましょうか。お忘れですか、お兄様？　お父様とお母様は、常日頃より仰ってました。そも、陰陽師たる者は、天地の五気と人の霊れい気きを読みそのつり合いを──」

　朗々と声こわ高だかに説く妹に、兄は、うへえ、と顔をしかめた。いつしか食事の手も止めたまま、夜光は首を竦すくめ、飛車丸はしっぽを丸めて、小翳の説教を受けている。

　小翳は当然三人の中では最年少だが、こうした光景は現在の土御門家では珍めずらしくない。両親は他界し祖父母は高こう齢れいなので、周りで一番元気がいい小翳に、二人への説教役が回ってきているのだ。夜光は何かと自由気ままで飛車丸は万ばん事じが夜光贔屓びいきのため、叱しかられる種には事欠かないのである。

　結局、小翳の説教は持ち込んだ昼食が完全に冷めてしまうまで続いた。

　その後、三人は手早く食事を済ませ、ようやくひと息入れることができた。

「やれやれ。これじゃ、もうちょっとしたら、今度は夕食じゃないか」

　と、二階にある明かり取りの窓を見ながら夜光がぼやく。もっとも、妹が口を開きかけるのに気付くと、慌あわてて「何でもない」と苦く笑しようをのぞかせた。

　小翳は胡う乱ろんそうに兄を見たが、コホンと咳せき払ばらいをすると居住まいを正した。

「……それで？　お兄様はいま、何をそんなに夢中になっておられるのですか？」

　小翳の質問には純じゆん粋すいな興味と義務感とが相半ばしているようだった。しかし、尋たずねる妹に、兄は、おっ、と顔を綻ほころばせた。

　たちまち機き嫌げん良く声を弾はずませながら、

「あれさ」

　と、首を捻ひねって部屋の隅すみを見た。小翳は兄の示した先に視線を向ける。

　置かれていたのは、長さが二尺ほどある長細い木箱だった。外に全部で六本の脚あしが付いている。唐から櫃ひつと呼ばれる物だ。ただ、唐櫃によく見られる装そう飾しよくの類たぐいはなく、造り自体は素っ気ないものだった。

　細長い形状も、唐櫃には珍しい。幅はばや高さもそこそこあるが、刀を入れるには長さがやや足りず、掛かけ軸じくの類を入れるには大きすぎる。合わせてあつらえた物とするなら、中身がなんなのか、とっさに想像がつかない。

　しかし、何より気になるのは、その古めかしさだろう。黒く変色した表面があちこち削けずれてまた変色を重ね、歪いびつな斑まだら模も様ようを作っている。すべての面に複数の符ふが張られているのだが、そのほとんどは半ば朽くちていた。

「……あの唐櫃ですか？」

「そう。蔵に眠ねむってた物だ。奥の方に埋うもれててな？　しかも、唐櫃自体に隠おん形ぎようがかかってて、迂う闊かつにも見落としていたんだ。けど、これがずいぶんな年代物で──」

　そう言いながら、胡座あぐらをかく夜光は、前に身を乗り出した。小翳が呆あきれつつちらっと視線を逸そらすと、飛車丸と目が合い、口に出さないまま笑い合う。

　日頃は泰たい然ぜんとしているが、こういうところは子供のようだ。そして、夜光は二人のやり取りなど気付く素振りもなく、熱心に話を続けた。

「とにかく、調べてみて驚おどろいたんだけど、かけられていた封ふう印いんが凝こっててさ。色んな術が重ねがけされてるのに、全体としての破は綻たんがない。おまけに、その内の幾いくつかは、これまでに見たことがない術なんだ」

「……よくわかりませんが、凄すごい箱が見付かったということですね？」

「そう。それに、この古さだろ？　これは下手をすると、冗じよう談だん抜ぬきで、晴明様の作かもしれない」

「ええっ!?」

　小翳が目を丸くして、飛車丸に視線を投げる。しかし飛車丸はごく厳げん粛しゆくな面持ちで、頷うなずいてみせた。夜光の放言というわけでもないらしい。

「い、いったい中に何が入っているのですか？」

「それはさすがにわからないよ。まだ外側の封印を調べて、少しずつ解いてるところなんだから。ただ、周りの封印はあらかた理解できたが、肝かん心じんの開け方がわからない。これはひょっとすると、この術単体で完結しているのではなくて、他にもっと大がかりな何かがあるのかもしれないな」

　夜光は唐櫃をにらんだまま腕うでを組み、あごに手をやって低く唸うなった。

　さっきまで熱心に読んでいた古書も、この唐櫃に関する記述を探していたらしい。よく見れば他にも似たような古書が側そばに積まれていた。飛車丸と手分けしながら、ひと晩中調べていたそうだ。夜光がこんなに手こずる案件は珍しかった。

「それほど凄い呪具が入っているということでしょうか……」

「呪具かどうかはわからない。けど、『凄い』物なのは間ま違ちがいないと思う。そもそもこの封印の術そのものからして、一種のお宝だよ」

　飛車丸の淹いれてくれた食後の茶を口にしながら、夜光はにこにこと言った。いかにもご満まん悦えつだ。呪じゆ術じゆつに取り憑かれている──という彼の式神の台詞せりふが、腑ふに落ちる態度だった。

　小翳は息を吐ついたあと、小さくクスリと笑う。

「それはようございました」

　と、優やさしく言った。何かと小言の多い妹ではあるが、上機嫌な兄を見るのは、決して嫌きらいではないのだ。

「ですが、本当に無理はなさらないで下さいね？　……お飛車も。お兄様が暴走していると思ったら、遠えん慮りよせずに言うのですよ？」

「暴走なんかしてないだろ」

「お兄様には言っていません。私は、お飛車に言っているのです」

　ツンと澄すます小翳に、夜光は渋じゆう面めんをのぞかせ、飛車丸は思わず微笑ほほえむ。それから、「そろそろ片付けますね」と、紙でできた人ひと形がたの形かた代しろを取り出した。

　式神だ。形代たちはふわりと宙を舞まい、膳ぜんに張り付くとそれを持ち上げて部屋の外に運び始めた。

「……それにしても」

　と、小翳が独り言のようにつぶやく。

「本当に、中には何が入っているのでしょうね。私も少し、楽しみになってきました」

　そう言って好こう奇き心しんを顔に浮うかべる小翳は、さっきまでの背筋を伸のばして説教をしていた彼女と違い、年相応の子供らしく見える。何しろ、土御門の祖、安倍晴明の話は、物心がつくより早く祖父母や両親から聞かされていた。ただ、自分の先祖とはいえ、小翳の感覚では半ばお伽とぎ噺ばなしの中の人物だ。自分との繫つながりを意識することなどなかなかない。

　しかし、自分の住む家の蔵に、安倍晴明が作った物があった──いま目の前に置かれているという事実には、素す直なおに心が躍おどった。父や母から聞かされたような、平安の世界が箱の中に眠っている。そんな風に想像するとわくわくする。

　ところが、にこにことする小翳の反応に、夜光と飛車丸はちらりと目配せを交かわした。

　それから幾いく分ぶん口調を変え、

「楽しみにしてくれるのは嬉うれしいが……『凄い』物だとしても、『良い』物かどうかはわからないぞ？　いや、むしろ、『危険』な物だと考えておくべきだ」

「あら？　どうしてですか？」

　きょとんとして小翳が尋ねる。

　夜光は一いつ瞬しゆん迷う表情を見せた。

　察した飛車丸が「夜光様っ」と釘くぎを刺さしたが、

「……いや。小翳だって見ておいていいだろう。……ほら」

　と、手印を結び、唐櫃に向かって切った。

　直後、唐櫃の周りを囲むように夜光が張っていた結界が解け──

　ぞわっ、と小翳が鳥とり肌はだを立てた。

「……鬼気？」

「ああ。それも、生半可なものじゃない。古く、そして強力だ。何百年と封印されていて、これだからな」

　不敵な口くち振ぶりで、夜光が言う。小翳は思わず生なま唾つばを飲んだ。

「この中の呪具というのは、鬼に縁ゆかりのある物なのですか？」

「それも開けてみてのお楽しみかな。けど、こいつがただものじゃないってことは、お前にもわかったろ？」

　どこか得意げな夜光に、小翳は「はい」と神妙に応じる。正直、兄の態度を気にする余よ裕ゆうがなかった。すぐ側から漂ただよってくる鬼気に、本能的に身構えてしまう。

　その様子に気付いた夜光は、すぐに手印を切り直し、唐櫃を結界で封印しようとした。

　しかし、

「……ん？」

　と、途と中ちゆうで動きを止める。

　夜光は唐櫃を見つめたまま、スッと両目を細めた。

　無言で凝ぎよう視しする。「お兄様？」と小翳。その横顔は、日ひ頃ごろのほほんとしている兄とは別人のようだ。飛車丸が主あるじの異変に気付き、慌てて盆ぼんを床ゆかに置いた。

「……反応が……なんだ？　外と……」

「夜光様？　何か？」

「見ろ、飛車丸。ずっと結界を張って作業していたから気がつかなかったが、封印の術が外の霊気と反応している」

「え？　──あ！　す、済みませんっ。いま、式神を出すのに、蔵の結界を解いていました！」

　小翳も入るとき解いたが、この蔵は多くの呪物を収納しているため、建物全体に封をする結界が敷しかれているのだ。飛車丸は慌てて結界を張り直そうとしたが、夜光は「待てっ」と鋭するどく制止した。

「様子を見たい。そのままにしろ。小翳は屋敷に戻もどりなさい」

「でもっ、お兄様」

「いいから戻れ。……おや？」

　突とつ然ぜん、夜光は箱から目を逸らし、明かり取りの窓に視線を向けた。正確には、窓ではなくその向こう、蔵の外の霊れい気きを読んでいるのだ。

　真しん剣けんな面おも持もちで、

「……なんだ？　外の霊気に何か混じって……これは？　どこから……」

「夜光様！」

　突然だった。飛車丸が叫さけび、ハッと夜光が視線を戻す。

　同時に、

　ガタッ、

　と唐から櫃ひつが動いた。小翳が悲鳴を上げ、夜光が目を剝むいた。

　飛車丸の指が白魚のように跳はねて結印する。主に代わり、唐櫃を覆おおっていた結界をかけ直そうとする。

　しかし、

「それはいい！」

　夜光が命じた瞬間、対象を夜光と小翳に変えて結界を展開。自らもその防ぼう壁へきの中に飛び込んだ。

　そして、夜光が凝視する前で、唐櫃はもう一度、ガタンッ、と大きく動く。表面に張られていた呪じゆ符ふから青い炎ほのおが上がり、燃え尽つきて灰になった。

　一気に数百年の時を経たかの如ごとく、唐櫃が風化し、崩くずれ落ちる。たちまち、閉じ込められていた濃のう厚こうな鬼気が、部屋中に蔓まん延えんした。

　小翳は、言葉もない。

「……終わり、かな」

　しばらくして、夜光が言った。

　唐櫃の反応は収まっている。「飛車丸」と主が命じると、心得た式神はただちに呪文を唱え、辺りに充みちた鬼気を祓はらって、三人を守っていた結界を解いた。

　夜光は崩ほう壊かいした唐櫃に近づき、ぼろぼろに風化した木もく片へんを見下ろした。

　それから、

「……へえ」

　と太ふて々ぶてしい声をもらし、木片に手を入れて、おもむろに何かを取り出した。

　小翳が、ひ、と声をもらし、飛車丸ですら思わず唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　夜光が取り出した、唐櫃の中に封じられていた物。

　それは、ミイラ化した、左ひだり腕うでだった。
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　昭和十三年、東京。

　米国に端たんを発した世界的な大だい恐きよう慌こうは、東洋の端はしの島国においても、いまだ色いろ濃こくのしかかっていた。関東大だい震しん災さいからの急激な復興、近代化も、ここ数年は停てい滞たいしている。それは、街を行く人々の様子にも窺うかがえた。

　単なる不景気に加え、国際情勢の先行きの暗さや、その影えい響きようを受けた国内の治安の乱れ。暗い話題は街と人から活気を奪うばい、どこか暗あん澹たんとした世相を形成している。時代の流れそのものが、不ふ吉きつな空気を漂わせているかのようだった。

　むろん、そんなことはこれまでにも幾度となくあった。近いところでも、震災後の絶望や、幕末の動乱。基本的に人の世は、陰いんと陽とを繰くり返す。どちらかに傾かたむけば、次はまた逆側に向かうのだ。それが人の意思によるものかどうかはわからないが、少なくともこの何百年かの間は、常にそのように揺ゆれ動いてきた。彼はその動きを、自らの目で見続けてきている。

　ただ、近頃はその有様が、前よりずいぶんと複雑にはなった気がした。

　無理もないのだろう。このちっぽけな島国が、海を越こえて他国に進出し、大陸に新たな国を作るような時代である。様々な物事が、無む闇やみに複雑になるのも仕方がない。

　そしてまた、時代の流れも、以前よりずっと早くなった。

　もっとも……。

　彼個人としては、この早さは、悪くない。退たい屈くつすることが減る。そういう意味では、いま暗い世相も、彼にとって居い心地ごこちが悪いものではなかった。これから訪おとずれるかもしれない、陰の世。時代が乱れれば、それだけ退屈はせずに済む。

　そう。

　あるいは今回の件も、そうした「乱れ」の気配の予兆なのかもしれない。少なくとも、彼にとっては。

　そんなことをとりとめもなく思いながら、彼は背広の左袖そでをひらひらと翻ひるがえしつつ、悠ゆう然ぜんと街を歩いていた。

　東京を代表する繁華街、銀座。

　すでに日は落ち、街はネオンの明かりに彩いろどられている。陰なる国の気配も、この街には無縁だ。道行く人々に酔すい漢かんが混じり始め、方々から食欲を刺し激げきするにおいが漂って来る。

　思えば、辺りに聳そびえるビル群も、ついこの前まではなかった物だ。しかし、そのビル群から吐き出される人々は、身なりこそかつてと違えど、中身はまるで変わらない。つまるところ人というものは、数百年程度の時間で変化するものではないのだろう。飯も食えば、酒も飲む。彼は小さく鼻を鳴らし、唇に微かすかな笑えみを湛たたえた。

　どうも感傷的になっている。こんな気分は久しぶりだった。

　車道を横切って裏道に入り、その先の、ある建物に入る。

　中は広く、騒さわがしかった。元はカフェーだが、いまはビリヤードクラブとして利用されている店だ。等とう間かん隔かくに置かれたビリヤード台を囲み、大勢の若者たちがたむろしている。屋内は煙草たばこの紫し煙えんに煙けむり、レコードの音楽が床を這はっていた。

　彼が扉とびらを開けてクラブに入った瞬間、近くの台にいた青年が反射的に視線を向け、その目を丸くした。巨きよ漢かんなのだ。身の丈たけは二メートルを超こえている。また、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしながらも体たい軀くのバランスは取れており、まるで西洋の英えい雄ゆうを象かたどった石像のようだった。およそ日本人離ばなれした体格である。それでいて、左手がなく、袖だけがだらりと垂れ下がっているのだ。一応目と髪かみの色は変えてあるのだが、その程度では彼の存在感を抑おさえるにはほど遠かった。

　青年の驚おどろきはすぐに伝でん播ぱし、同じ台の仲間だけでなく、周囲の者たちが次々に彼に視線を向けた。しかし、彼はそれらを気に留める風もなく、店の奥へと歩を進めた。

　カツン、と玉を突つく小気味よい音が、散発的に響ひびく。

　店の奥にはカウンターがあり、いまもカフェーとして営業されていた。彼は真っ直ぐカウンターに歩み寄ると、その一番端に座っていた、小こ柄がらな背中に声をかけた。

「久しいな」

「……やれやれ。相変わらず、雑な隠おん形ぎようじゃの。鬼気がもれとるぞ」

　クツクツと低い笑い声がこぼれる。ゆっくりと振ふり向いたのは、驚くほど高こう齢れいの──生きて動いているのが信じられないような老人だった。笑いながら、しかし、口が開いただけの表情は、笑みと呼ぶにはほど遠い。声に含ふくまれる奥深い情感が、酷ひどく不気味な違い和わ感かんを覚えさせた。

　彼は老人の隣となりに座ると、女給に洋酒を注文する。もっとも、酒が飲みたいというよりは、人ひと払ばらいだろう。こちらには構うな、と言外に告げているのだ。若いが擦れた風な女給はすぐに察し、グラスを置いたあとは無む駄だ口ぐちは叩たたかずに、そそくさと二人の側そばを離はなれた。

「……で？」

　と老人が愉ゆ快かいそうに問いかける。

「突然何用じゃ」

「俺の腕の話は、前にしたな」

「おお。覚えとるよ。お主がひっかけられたやつじゃろう。結局、祓われはせなんだが、腕は晴明めに取り上げられたという──」

「封ふうが解けた」

「なに？」

「安倍晴明が俺の左腕に施ほどこしていた封印が、昨日、解けた」

「…………」

　老人が首を捻ひねり、しばし無言のまま彼を見つめる。次いで、カッカッと大たい笑しようした。

　身に纏まとう黒い小袖に黒い羽織が揺れ動くが、それでもやはり表情は変わらない。知らぬ者が見ればぎょっとして鳥とり肌はだを立てるような、酷く不吉な笑い方だ。

「これは愉快」

　老人は無表情なまま、声だけ楽しげに弾はずませた。

「確か、千年後に返すと約したのであったか？」

「ああ。昨日まですっかり忘れてたがな」

「思いの外ほか、律りち儀ぎなやつよ。千年分計って封印を施すとは。……ん？　だが、待てよ。ぴったり千年には、まだ少し足らんのではないか？」

「さて……さすがに数えちゃいないが、あるいは誰だれかが先に解いたのかもしれん。多少ズレようが、何しろ、千年だ」

　安倍晴明は昭和のいまにすらその名が轟とどろく、大陰おん陽みよう師じだ。とはいえ、千年にわたる呪じゆ術じゆつとなれば、計算通りにはいかないだろう。ほんのわずかな術の齟そ齬ごでも、千年を経れば、広がって瑕か疵しとなる。人の手によって生まれたものが、膨ぼう大だいな時の重みに耐たえられるはずなどないのだ。

　ただ、

「ふむ……そういえば、いま土御門には麒き麟りん児じがおると聞いたの。案外、そやつの仕し業わざかもしれん」

「麒麟児？」

「左様。夜を流離さすらう術者の間にも、その噂うわさは聞こえてきとるわ。なんでも、晴明めの再来だとかの。興味はあったが、眉まゆ唾つばと思うておった。主の腕の話を聞くと、あながち風評も外れておらんのかものう」

　老人はそう言って引きつるように笑った。

　もっとも、老人が自らの言を信じているかは怪あやしいものだ。この国は、わずか百年足らずの内に、近代科学に席巻された。古いにしえの密ひそやかな技法に関心を払はらう者など皆かい無むに等しい。

　呪しゆの世界は滅ほろびに瀕ひんしているのだ。それだけに、かつての栄光にしがみつく輩やからたちは、ありもしない夢を語り、伝聞を拡大して喧けん伝でんしていた。安倍晴明の再来だなどと、いかにも安っぽい話である。

　だがそれでも、彼の腕の封印が解かれたことは、紛まぎれもない事実だった。

「で？　お主、どうする？　取られた腕を、取り返しに行くのか？」

　老人の問いかけに、彼は黙だまって応こたえない。

　酒に口を付け──さらにもうひと口、口にした。

　何しろ、千年だ。いまとなっては、自分が二本の腕を持っていたときのことなど、ろくに思い出すこともできない。特別不都合もなければ、見返してやりたいという復ふく讐しゆう心しんも、とっくの昔に枯かれていた。

　麒麟児とやらにも興味は湧わかなかった。やつの末まつ裔えいがどのような輩やからなのかなど、彼の知ったことではない。

　ただ……。

「……ああ」

　思い出した。




　──そのときお前は、「もっと良いもの」を得られるかもしれん。




　彼を手玉に取った千年前の陰陽師の台詞せりふが、不意に脳のう裏りの片かた隅すみを過よぎった。ハッ、と彼は鼻で笑う。下らない。何が、「もっと良いもの」だ。言の葉は呪の根本とはいえ、物言いのいい加減さにも程ほどがある。

　確かに、彼はこの千年で変わった。やつと相対したころの自分と、いまの自分はほとんどまったく「別」の何かだ。

　しかし、だからこそ、かつての自分に対する挑ちよう発はつは、いまの自分には意味を為なさない。その程度のことを、やつは予見していなかったのだろうか。

　それとも……。

「…………」

　彼は長い間、無言のまま酒を見つめていた。

　それからゆっくりと丸椅い子すから立ち上がり、残っていた酒をひと息に呷あおって、グラスをカウンターに叩きつけるように戻もどした。

「……どうせ、やることもない……」

　彼はぼそりとつぶやくと、ポケットに手を入れ、カウンターに払いを置いた。それから背中を向けて、店の入り口へと歩き始めた。

　老人がまた引きつるように笑い、

「土産みやげ話ばなし、期待しとるぞ？」

　彼は振り向かないまま、軽く手を上げる。

　カツン、と玉を突く小気味よい音が響いた。
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「……結論から言うとあの腕うでは、世に言う『茨いばら木き童どう子じ』の腕みたいだ。なんと言うか……笑うしかないよな」

　そう言ってハハハと空々しく笑う夜光の台詞に、集まった門人たちは、並べた顔から血の気を失せさせていた。

　この事実が判明したのは、箱に封じられていた左腕が顕あらわになってから、二日後のことだった。

　茨木童子。

　仮にも陰陽師たる者ならば、その名を知らぬ者はいないだろう。本ほん邦ぽうに幾いく多たと伝えられる伝説の中でも、最強と言われる鬼おにの王、酒しゆ吞てん童子。その右腕とされた鬼が、茨木童子だ。平安の世、酒吞童子共々大おお江え山やまに根城を構え、大勢の鬼どもを従えて狼ろう藉ぜきの限りを尽つくしたと伝えられている。

　ただ、茨木童子にはその他ほかにも様々な逸いつ話わがあり、中でも有名なものが、渡わた辺なべの綱つなにまつわるものだ。

　大江山の鬼たちを退治したのは、時の将、源みなもとの頼より光みつと、藤ふじ原わらの保やす昌まさ。さらには、頼光の四天王と称しようされた配下たちからなる討とう伐ばつ隊だ。渡辺綱は、その四天王の一人だった。

　渡辺綱と茨木童子の伝説は様々な形で伝わっており、その中では、二人が出会ったのは一いち条じよう戻もどり橋ばしという説、また羅ら生しよう門もんであるという説もある。茨木童子の姿も、巨きよ大だいな鬼や美しい娘むすめ、あるいは白髪しらがの老女と語られる場合もあった。だが、いずれの話にしても、「京の都で両者が争い、渡辺綱が茨木童子の腕を斬きった」という点は共通していた。

　腕を斬り落とされた鬼。

　それが、茨木童子という鬼の最大の特とく徴ちようだろう。

「……それで、その斬られた腕が、箱に入っていた、あの……」

　怖こわ々ごわと確かく認にんする小翳に、夜光は「ああ」と重々しく頷うなずいた。その手には、一冊の古書がある。ようやく捜さがし当てた、封印の箱に関する記録だ。

　また、茨木童子の伝説では、その後日譚たんも残っている。

　渡辺綱が斬った鬼の腕を持ち帰ったところ、主あるじである源頼光は大いに驚き、その始末について「ある陰陽師」に相談した。その陰陽師は、鬼が腕を取り戻しに来るだろうと予言する。そして、七日間家に籠こもって物もの忌いみし、何者だろうと中に入れず、仁に王おう教を唱え続けるよう助言した。渡辺綱は陰陽師の指示を忠実に守っていたのだが、おばに変へん化げした茨木童子に騙だまされて家に上げ、まんまと腕を奪うばい返された──というものだ。

　そして、このとき源頼光の相談に乗った陰陽師こそ、安倍晴明だったのだ。

「その辺のことに関する記述も、この書に残されていた。しかも、こいつによると、さらに続きがある」

　頼光の話を聞いたとき、晴明は、人の良い渡辺綱が狡こう猾かつな茨木童子に出し抜ぬかれるだろうということを読んでいたらしい。そこで、本人にも明かさぬまま頼光と図はかって、斬り落とされた鬼の腕を偽物と取り替えておいたというのだ。

　その後、取り戻した腕が偽物と気付いた茨木童子は、都の外れにあった晴明の屋や敷しきを訪おとずれる。しかし、争い、敵かなわぬとみて、腕を残したまま逃にげ去った。以来、鬼の腕は晴明が保管し、厳重に封じられたまま代々受け継つがれてきたのだそうだ。

「つまり、それがあの封印のことだろうな。まったく、ずいぶん厄やつ介かいな遺産を残してくれたもんだよ」

　夜光たちが捜し当てた古書は、晴明本人の手による書ではなく、彼の口伝を後の人間が書き記した物だった。そのため、内容はかなり曖あい昧まいで、所々明らかに抜け落ちていると思われる箇か所しよもある。記述の信しん憑ぴよう性せいは高いとは言えないのだが、何しろ肝かん心じんの鬼の腕が見つかった以上、無視することはできなかった。

　とにかく、この事態に土御門家は、緊きん急きゆうで会合を開いた。土御門家の人間はもちろん、門人たちも、また東京の倉橋家、関西に残る若杉家の代表も呼び寄せての会合だ。往時より没ぼつ落らくしたとはいえ、陰陽道宗そう家けである。屋敷には百人近い陰陽師や見習いが集つどい、会場とした「桔き梗きようの間」は数年ぶりに人で埋うめ尽くされた。

　いま夜光はその席で、事の次し第だいを報告しているのである。

　まず、残された鬼の腕はいまだ少なからぬ鬼き気きを帯びていたため、すでに夜光が再封印していた。晴明の施したような複雑な封印ではないが、とりあえず害のない状態に置かれている。

「だから、このまま封印下に置いておく分には、これまで通りで済むと思う」

　ただ、問題なのは、一度封印が解かれたという事実だ。

　仮に茨木童子がいまもなお存在するなら、おそらく封印が解かれたという事実は、彼に察知されている──と夜光は自身の推測を話し、一同を動どう揺ようさせた。

「お兄様。茨木童子は、まだ生きていると仰おつしやるのですか？」

「『生きて』はいない。それは間ま違ちがいない。あの腕が残っていた──しかも干ひ涸からびながらも『物』として保存できていたのは、封印されることで安定していたからだ。『鬼』というものは、陰いんの気に吞のまれた人間が変化して『成る』ものだが、人間の身体からだはどうしたところで、千年は保もたないからな」

　そう説明した上で、「しかし」と夜光は話を続ける。

「だからと言って、茨木童子が『存在』しない理由にはならない。長く『在る』者どもは、皆みな、肉体が朽くちたあとも霊れいとして『存在』し続けているものだ」

「つ、つまり、茨木童子も身体が朽ちたあとも、この世に残り続けているかもしれない……ということですか？」

「わからない。何しろ千年だからな。それほど長い時間『在り続けた』鬼となると、さすがに聞いたことがない。……ただ、酒吞童子と違い、茨木童子には『修しゆう祓ふつされた』という確かな記録がないんだ。もちろん、大江山で酒吞童子共々討伐されたという説もあるが、『逃げた』という説の方が圧あつ倒とう的に有力だ。この古書でも、結局茨木童子は腕を諦あきらめて逃げている。……そもそも、名のある鬼で、これほど『逃げた』という部分が強調されているものは、茨木童子の他にない。これはつまり、当時の人々が『この鬼はまだ生きている』と考えていたからこそだろう」

「で、では、もし茨木童子がまだ存在しているとして、しかも腕の封ふう印いんが解かれたことを知ったら……」

「……取り返しに来る可能性が、まったくないとは言い切れないな」

　集まった面々は、大いにざわつき浮うき足立った。

　昭和の世だ。土御門一門とはいえ、本物の「鬼」と対面したことのある陰おん陽みよう師じは数少ない。ましてや、歴史にその名を残す鬼となれば、言うまでもなく皆かい無むである。「それ」がいったいどれほどの存在か、想像することさえ難しいだろう。

　とにかく、確実なことは何も言えないというのが、正直なところだった。

　結局、現当主である夜光の祖父は、この件に関し箝かん口こう令れいを敷しき、同時に万が一の場合──すなわち茨木童子の襲しゆう撃げきに備えて、当分警けい戒かいを強めるよう門人たちに指示を出した。

　とはいえ、何をどう備え警戒したら良いか、陰陽師たちは困こん惑わくするばかりだった。倉橋、若杉の両家からは腕の立つ者が寄よ越こされることとなったが、その者たちにしても古くから在る伝説の鬼を相手にして、どう立ち回ればいいかなど考えつかないはずだ。せいぜい、呪具を調ととのえ、結界を強化しておくぐらいだろう。

　会合が終わったあと、夜光は隣りん室しつに控ひかえていた飛車丸に、

「面おも白しろくなってきたな」

　と、こっそり本音をこぼし、さすがに呆あきれた顔をされた。

「恐おそれながら、夜光様。その言い様は些いささか不ふ謹きん慎しんかと……。寝ねた子を起こしたということで、『またあの夜光がしでかした』と、これ見よがしに口にする不届き者もおりまする」

「構うものか。茨木童子だぞ？　これはもう、ぜひとも現世に留とどまっていて欲しいものだ。そして、なんとか腕を取り戻しに現れて欲しい。会ってみたいし、話がしたい。そう思わないか？」

「……恐れ多いことながら、あまり……」

「ふふ。相変わらず飛車丸は真ま面じ目めだな」

　会合では深刻そうな態度を取っていたくせに、あれはすべて演技だったらしい。夜光は浮き浮きしながら言った。飛車丸は困ったようにしっぽを振ふった。会合で門人が集っているため、いまは飛車丸も狩かり衣ぎぬ姿だ。ふわりとした装よそおいに、柔やわらかなしっぽが合っている。

「それに、陰かげ口ぐちを叩たたきたいやつらには、叩かせておけばいいのさ。いまだにお前を見ると嫌いやな顔をするような連中だ。何を言おうと、知ったことではないよ」

　家人には穏おだやかな夜光だが、門人や分家の、特にお偉えら方がたには、実はなかなか手厳しい。その理由の最たるものは、彼らの飛車丸に対する態度だった。

　飛車丸は狐きつね憑つきだ。

　そのため、幼いころから迫はく害がいを受けていた。忌いみ子扱あつかいをされていたのだ。

　さっきの会合に出席せず隣室に控えていたのも、彼女を快く思わぬ者が何人も参加していたからだ。夜光は出ろと命じたのだが、次期当主たる主の立場を慮おもんぱかり、彼女には珍めずらしいほど頑かたくなに辞退したのである。

　夜光に言わせれば「憑き者」は、すなわち持って生まれた才のひとつということになるのだが、獣けものの耳や尾おを持つ赤子は、どうしても忌き避ひされる。親としての感情を思えばある程度仕方がないのかもしれないが、呪じゆ術じゆつ者の家系ですらそうだというのは、夜光には納なつ得とくがいかなかった。それはつまり、呪術に携たずさわる者でありながら、呪術の本質を見ていない証左である。呪を操あやつる立場にありながら、通つう俗ぞく的な「呪」に捕とらわれている証あかしだった。

　大たい抵ていのことには寛かん容ような夜光なのだが、こと飛車丸の件に関してはむきになるのである。そんなところは、似た主従と言えるだろう。

「小翳様も怯おびえておいででした。お気の毒です」

「あいつは大だい丈じよう夫ぶさ。なんだかんだで度胸があるし、何より、おれやお前を信じている。鬼が出ようが蛇じやが出ようが、いよいよという土ど壇たん場ばでも取り乱したりはしないはずだ。口だけの年寄り連中より頼たよりになるかもしれないぞ」

　そう、夜光が言ったまさにそのとき、

「お兄様！」

　と襖ふすまを開けて、小翳が部屋に現れた。「噂うわさをすれば」と夜光が笑う。

「先ほどのお話、本当のことなのですよね？　ああ、大変なことになってしまって……何か小翳にお手伝いできることはございませんか？」

　真しん剣けんに尋たずねる少女に、飛車丸が感心した面持ちで「小翳様」とつぶやく。

　兄もまた満足そうに頷うなずき、

「ありがとう、小翳。その気持ちだけでも十分だよ。けど……そうだな。いまは角のやつが、体調を崩くずしてる。あいつの面めん倒どうを見てやってくれないか」

　夜光の才に隠かくれてはいるが、小翳の霊力は土御門の名に恥はじぬ豊かなものだ。ただ、呪術の腕うで前まえとなると、一人前からはほど遠い。これは、小翳が女子のため本格的な修しゆ行ぎようを受けていないからでもあるし、両親が夜光の指導にかかり切りで、彼女にまで手て解ほどきする余よ裕ゆうがなかったためでもあった。だからこそ、小翳には変事における責任はないのだが、当人としては忸じく怩じたる思いもあるのだろう。夜光があえて式神の世話を頼たのんだのは、そんな小翳の気を紛まぎらわすためだった。

　とはいえ、小翳にせよ、兄の気き遣づかいは察してしまえる。自分が兄の力になれないことなど、痛いほどわかっているのだ。

　だから、

「──お飛車さん。どうか兄をお願いします。もちろん、あなただって、鬼おにの相手は危険だと思いますが──」

　飛車丸を忌避する門人が多い中、彼女と姉し妹まいのように育った小翳は、数少ない例外だった。同じ女の身でありながら危険を押しつけるような真似まねに、小翳は痛ましく顔を歪ゆがめている。

　飛車丸は優やさしく頷くと、身をかがめ、片かた膝ひざをついた。

「もちろんでございます、小翳様。この飛車丸。身命を賭として、夜光様の身をお守りする所存。鬼などには、指一本触ふれさせませぬ」

「ああ、飛車丸……感謝します」

　感極きわまった様子で、小翳が口を押さえる。

　大おお仰ぎような式神の態度に夜光は思わず苦く笑しようしたが、飛車丸に横目でにらまれ、素す直なおに謝罪する表情を見せた。飛車丸を取り巻く環かん境きようにおいて、妹と式神の関係が良好なことは、夜光にとっても救いなのだ。

　不安の晴れない妹に向かい、

「案ずるな。これは勘かんだが、おそらくそっちはなんとかなる」

　と、頭に手を置き、優しく触さわった。小翳が唇くちびるを嚙かんで兄を見上げ、小さく頷く。

　しかし、飛車丸は聞き逃のがさなかった。

「──夜光様？　そっち、と言いますと？」

「うん。やはりどうも気になってな」

　夜光は式神に返事をしつつ、それ以上は口にせぬまま首を巡めぐらせた。

　蔵のある方を見やる。それから、その視線を彷徨さまよわせる。小翳が「お兄様？」と尋ね、飛車丸が怪け訝げんそうな目を向けたが、もう夜光は気付かない。自分だけの思考に埋まい没ぼつし、周りの反応に気を向けない。

「……あの封印……消えてしまったから、結局どうやって解けたか、わからずじまいだが……何か、嫌な予感がする……」

　唐から櫃ひつの封印が解けたときと同じように、夜光はぼそぼそとつぶやいた。小翳と飛車丸は思わず顔を見合わせたが、互たがいに何を言うべきかわからず、口を閉とざしたままだった。

　当主の号令を受け、屋や敷しきは騒さわがしさを増しつつある。

　そんな周りの動きから外れ、夜光は一人、秘された気配に焦しよう点てんを合わせようとしていた。
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　まつろわぬ民たみ。それは、「服従せぬ者ども」のことだ。

　時々の権力者に、また世間を構成する多数派に従わない、少数の、異い端たん者たち。

　鬼もまた、そうした「まつろわぬ民」の一員だった。他の大勢の者とは違う、異形、異系、異い彩さいの存在。鬼は強い力を持ち、且かつ「異なる」存在であるが故ゆえに、多数派を支配する権力者たちから、徹てつ底てい的に排はい除じよされ続けた。卑いやしめられ、弾だん圧あつされてきた。

　なぜなら、鬼の持つ力は、彼らを脅おびやかすからだ。自分たちと違うという理由で排はい斥せきしてきたからこそ、彼らと違うという理由で排斥される側に回るかもしれない恐きよう怖ふ。まつろわぬ民を弾圧すればするほど、その恐怖は膨ふくれあがったに違いなかった。恐怖に駆かられ、彼らは鬼を虐しいたげた。

　そして、弾圧される側もまた、たとえそんな気がなかったとしても、限界まで追い詰つめられれば牙きばを剝むかざるを得なくなる。そして刃は向むかった結果、権力者たちの恐怖は現実のものとなり、さらなる彼らの弾圧を招くのである。

　愚おろかしい、悲ひ惨さんな循じゆん環かん。

　しかし、その流れの中にいる者たちには、流れから抜ぬけ出ることは難しい。譲ゆずれぬものはどちらにもあり、双そう方ほう共、懸けん命めいに生きているのだ。

　だから──

　遠えん慮りよすることはねえだろ？

　そう、太ふて々ぶてしくあいつは言った。

　こんな形なりになっちまっても、世を儚はかなむ気にもなれねえ。結局のところ、俺は俺。なら、相手の都合なんか、考えたって仕方ねえ。やりたいようにやって。思うままに生きて。それで押し潰つぶされるなら、構わないじゃねえか。その辺にいる獣ししどもだって、そうやって生きてんだ。なあ？

　からりと牙を剝いて笑うあいつには、自分のような迷いや葛かつ藤とうは、微み塵じんもなかったに違ちがいない。浅はかなと笑うことはできても、違うと否定することはできない笑えみを、いつもあいつは浮うかべていた。

　徒いたずらに血に酔よう性さが。不要に乱を好む気き性しよう。趣しゆ味みの悪さも、短たん絡らく的な考えも、常に享きよう楽らくを貪むさぼる強ごう欲よくも、いちいち、残らず、癇かんに障さわった。不快な野や郎ろうだと面と向かって罵ののしったことも、一度や二度のことではない。

　しかし。

　それでも。

　時折浮かべる雑まじり気のない満面の笑みや、仲間の不幸に恥ずかしげもなく声を上げて泣く姿には、あいつの「本当」が籠こもっていた。あれほど残ざん虐ぎやく非道な男が、己おのれを頼る弱き者たちのためには、我が身を顧かえりみず死地に飛び込んだ。己おのが異端を自然に受け容いれ、その立場を誇ほこりにすらしていた。出会う前も。出会ってからも。鬼どもの王に祭り上げられてからも。

　お前は変わったやつだよ、外道丸。

　そう告げる彼に、あいつはきょとんとし、それからその顔を──猛たけ々だけしい気性とは裏腹な、天女の如ごとく美しい顔を、子供のように綻ほころばせて言った。

　その言葉、そっくりそのまま、返してやる──と。




　　　　[image: 五芒星]




「俺もつくづく物好きだ」

　秋の風景が美しい、のどかな山里だった。

　この地を訪おとずれるのは初めてだ。近代化の進む東京と比べ、同じ国とは思えぬ景色である。ビルもなければ、車の一台も通らない。背広姿すら、彼以外には見かけなかった。のどかなものだ。

　千年この世を彷徨った彼も、そのほとんどの時間を過ごしたのは、人家もない山奥か、逆に猥わい雑ざつな都会の中だ。こんな田舎いなかの山里に足を踏ふみ入れるのは久しぶりだった。

　彼には故郷と呼べるような場所などなかった。しかし、目の前に広がる光景は、なぜか彼に郷きよう愁しゆうに似た思いを喚かん起きさせた。まだこの一帯には、百年、二百年も昔の時間が流れ続けているかのようだ。千年前からこの世にいる自分の方が、ずっと「新しい」何かであるような、妙みような気がしてくる。

　──ここが土御門の本ほん拠きよ地ちか。

　この付近は、鎌かま倉くら時代から土御門家の領地だった。陰おん陽みよう道どう宗そう家けとして、土御門が活かつ躍やくした主な舞ぶ台たいは、京や江え戸どだ。陰陽師たちの頂点に立つ彼らは、常に時々の支配者たちの側にあり、共に盛せい衰すいを繰くり返しながら呪術の花を咲さかせてきた。

　しかし一方で、土御門一門の「根」は、何百年もの間変わることなく、この地に根付き続けていた。昭和の世となり呪術の花が半ば枯かれた現在も、土御門の根はこの土地にあり、千年の命脈を保ち続けているのである。

「ま、今回ぐらいは真ま面じ目めにいくか」

　まずは慎しん重ちように動いた方が無難だし、何よりも、いまさら急ぐ理由がない。彼は日が傾かたむくのを待ち、普ふ段だんより念入りに隠おん形ぎようを施ほどこして、里の探たん索さくを始めた。

　土御門の屋敷はすぐにわかった。高台の上にある、この辺りでは一番古く、一番立派な造りの屋敷だ。敷地全体を囲むようにして巨きよ大だいな結界が張られていた。それも、最近ではまず見ない、実戦的で強固な結界である。また、敷地の上を飛んでいる鶫ツグミは、式神だ。見張りらしい。さすがは陰陽師どもの総本山といったところだろうか。

　彼はまず近くの山に入った。高台を見み渡わたせる高さの巨木を探して、枝の上に飛び上がる。そこから、敷地内の様子を確かく認にんした。

　外構えの門には、ご丁てい寧ねいにも五芒星セーマンの家門が入った提ちよう灯ちんが下がっていた。やはり、あれが土御門の屋敷らしい。敷地はかなりの広さで、何棟とうもの建物が並び、構造も入り組んでいた。おそらくは外側の結界だけでなく、内部にも幾いくつも結界があるのだろう。なかなかどうして、古こ色しよく蒼そう然ぜんとした外観と異なり、本物の呪的要よう塞さいだ。あれを陥かん落らくさせるには、相当骨が折れるに違いない。

　また、屋敷には大勢の人間──おそらくは陰陽師たちが詰めているのも見て取れた。しかも、皆みな騒さわがしく、中には殺気立った様子の者もいる。まるで籠ろう城じようでもしているようだ。

「……なるほどな」

　自分が現れることを見み越こしていたらしい。千年も前の話が、伝わっていたのだろうか。いや、仮に何者かが意図して封ふう印いんを解いたのだとしたら、彼を誘おびき寄せる罠わなということも考えられる。もっとも、わざわざ彼を誘き寄せる目的の方は、想像もつかないが。

　──さて、どうするか。

　あの中に殴なぐり込んでみるのも、それはそれで楽しそうだ。せっかく準備を整えてくれているなら、応じるのが礼れい儀ぎというものだろう。

　ただ、真正面からというのも芸がない。

　彼はもう一度、敷地全体の配置を確認し、一番外側の結界の仕組みをじっくりと観察する。そして、ごく大ざっぱなプランを立てると、巨木から飛び降り、山を下りた。

　今度は真っ直すぐに、土御門の屋敷に向かう。

　ちょうど太陽が稜りよう線せんに接し、空が急激にその色合いを変化させていた。横から差し込む夕日を浴びて、長身の彼の影かげが、さらに長く、長く伸のびる。訪れんとする夜の気配に、我知らず心が浮き立っていく。

　昼と夜が交わり、陽と陰いんが逆転する、逢おう魔まが時。自分のような存在が招待に応じるには、悪くない時刻だ。

　屋敷の正面には、高台を上るための急きゆう勾こう配ばいの石階段がある。階段の入り口には古びた社やしろのような屋根があり、そこにも、五芒星を墨すみで描かき「土御門」と書かれた提灯が下がっていた。そして、そのさらに脇わきには、高台の斜しや面めんに半ば埋うもれるようにして、腰こしほどの高さの岩が転がっている。

　彼は特に急ぐ風でもなく、悠ゆう々ゆうと田舎道を歩き、そちらに近づいていく。

　階段の側そばには、二人の男が立っていた。霊れい気きですぐに陰陽師だとわかる。しかし、警けい戒かい心の浮かぶ表情ながら、隠形するでもなく、ただ突つっ立っているだけだ。はて、と彼は相手の意図を探さぐりながら、徐じよ々じよに自らの隠形を解いていった。

　人の視力でもはっきり顔が確認できる距きよ離りまで近づいたとき、ようやく片方の男が彼に気付いた。ぎょっと身構えるところに、「よお」と軽く手を上げ、声をかける。それでもう一人も気づき、二人して戸と惑まどう顔を向けた。

　まだ鬼き気きは抑おさえているにしても、この間の抜けた反応はいただけない。どうやら、意図も何も、単なる盆ぼん暗くららしい。

　陰陽道総本山を守る術者が「これ」では呆あきれてしまうが、今日きよう日びの陰陽師など、この程度のものなのだろうか。

　──何しろ、つき合いがあるのが、あの爺さんばけものぐらいだからな。

　彼はやや苦く笑いながら、歩調を変えることもなく二人に近づいていった。

「待て。何者だ？」

「土御門に何か用か？」

　問いかける二人に、彼は肩かたを竦すくめる。それから陰陽師たちを無視し、視線を脇にある岩に向けて、その前で立ち止まった。

　遠方から確かめはしたが、やはりこの岩で間違いなさそうだ。高台の上全体を囲む、結界の基点のひとつ。見張りの力量から察するに、いま現在の土御門ではなく、古い時代に作られた物なのだろう。ひょっとすると自分は、無意識の裡うちに期待しすぎていたのかもしれない。唇くちびるに微かすかな自じ嘲ちようが過よぎる。

　風が吹ふいた。

　中身のない左の袖そでが、ふうわりと優ゆう雅がに揺ゆらぐ。見張りの二人がそれを見て、疑問を浮かべぽかんとした。それからようやく「その意味」に気付いて、全身を強こわ張ばらせる。

「な、おいっ！」

「貴様!?」

　陰陽師どもの反応などは気に留める素そ振ぶりもなく、彼はごく無造作に、右手を握にぎって拳こぶしを固めた。

　すべての隠形を解除。己の「本性」を解き放つ。

　爆ばく発はつするように、鬼気が[image: ]ほとばしった。まともに浴びた陰陽師の片方が、瞬しゆん時じに昏こん倒とう。残る一人も呻うめきながら片かた膝ひざをつく。上空を旋せん回かいしていた鶫の姿の式神が、火がついたように鳴き始める。

　が、彼はそちらには目もくれない。

　無言のまま腕うでを引き、拳を岩に叩たたきつけた。ひと抱かかえはある岩が粉々に粉ふん砕さいされ、同時に、高台を覆おおう結界にビリビリと衝しよう撃げきが走って、その一部が決けつ壊かいした。

　それまで結界で遮さえぎられていた屋や敷しき内の霊気──陰陽師たちの霊気が漂ただよい、そのすべてが一気に張り詰つめる。ふ、と彼は鼻を鳴らして、階段の上を見た。

　激しく挙動を乱す霊気の群れ。大半は見張りの二人と五十歩百歩の霊力だが、中には手て応ごたえがありそうな者もいる。

　ただ、

「……何？」

　敷地内の霊気の中に何か引っかかるものを感じて、彼は微かすかに表情を強張らせた。いつも糸のように細められている双そう眸ぼうが、ギラリと鋭するどく、冷たく光る。彼はしばらくの間、無言のまま高台の霊気を凝ぎよう視しした。

　そして、

「……気のせい、か……」

　小さくつぶやき、軽く頭かぶりを振ふった。

　それから、大きく息を吸い、階段の上に向けて、自らの鬼気を放った。

　ゴオオッ、と凄すさまじい瘴しよう気きが噴ふき上がって渦うずを巻き、途と中ちゆうにあった木々を枯らす。屋敷から悲鳴が連れん鎖さし、怒ど鳴なり声で指示が飛ぶのが聞こえた。

　彼はそれを確認すると、まるで何もなかったかのように、再び隠形。己の気配を消し、慌あわてる様子もなく、再び歩き出した。
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「『泰たい山ざん府ふ君くん祭さい』を執とり行う」

　全くなんの前まえ触ぶれもなく夜光が言い出したとき、飛車丸は思わず目を丸くして自分の耳を疑った。

　三角に伸びる耳の先をピクピクと動かして、

「……本気ですか？」

　と尋たずねた。普段の彼女ならあり得ない質問だ。

　生あい憎にく、夜光は本気らしかった。一門の総力を挙げて、茨木童子を迎むかえ撃うつための備えをしている真っ最中である。よりにもよって、なぜいま夜光は『泰山府君祭』──土御門の秘ひ儀ぎを行おうとしているのか。

　本来『泰山府君祭』は、土御門にとって極きわめて重要な祭事のひとつである。おそるべきことに、夜光はすでに、これを単身で行うことに成功しているが、だからといって気き易やすく行って良い呪じゆ術じゆつではなかった。

　いかに次期当主とはいえ、現当主はあくまで夜光の祖父である。夜光の一存で勝手に執り行うなど、とんでもないことだ。しかもこの状じよう況きようである。いつもの気き儘ままで済む場合ではないし、その程度のことは夜光にもわかっているはずだ。

　飛車丸は表情を改め、主あるじに真意を尋ねた。

　夜光は応える。

「晴明様に確認したいことがある。それも、至急に。祖父じいちゃんを説得する時間が惜おしいし、正直いまの段階では納なつ得とくさせられる自信もない。だから、ひとっ走り『御み山やま』に行って、こっそり晴明様の答えを聞いてくるよ」

　夜光はあっけらかんと──ただ、よく見れば珍めずらしく真面目な面おも持もちで──そう言った。

『御山』は、屋敷の裏手、山のさらに奥地にある場所だ。そこには、『泰山府君祭』を行う際に用いられる、天てん壇だんと呼ばれる祭壇が設けられている。

　そして、『泰山府君祭』とは、泰山府君と呼ばれる冥めい界かいの神に願い、人の魂たましいを操あやつるという大呪術だった。過去夜光はこの術を用い、祖そ霊れい安倍晴明と交信することに成功している。「確認したい」とはつまり、晴明の霊に接せつ触しよくし、直接質問して答えを聞くという意味だった。

　ただ夜光に言わせると、晴明は死後、泰山府君に混じり、その一面を成すようになったということらしいが……主から秘ひ密みつ裏りに彼の立てた仮説を聞かされたとき、もはや飛車丸は理解することを諦あきらめたものだ。

「雪ゆき風かぜで行けば、夜までには戻もどってこれるだろう」

「しかし！　御お館やかた様がお許しになるわけがありません。他の方々も──ただでさえ、うるさ方が集まっているときだというのに」

「バレなきゃいいさ」

「夜光様っ」

　夜光は平然と言う。そして、飛車丸も悟さとらざるを得ない。すでに主は、やると決めているのだ。とすると、夜光は誰だれがなんと言おうが、断じて強行するだろう。彼女の主は、そういう青年だった。

「そんなわけで、少しの間、屋敷を離はなれる。お前は残って、もし何かあったら、おれの不在を適当に誤ご魔ま化かしておいてくれ。頼たのんだぞ」

　そう命じると、夜光は雪風──神じん馬めと見み紛まがうほど見事な白馬の式神を召しよう喚かんし、それに跨またがって屋敷を出た。夕暮れの迫せまる空を駆かける雪風を、飛車丸は呆ぼう然ぜんと見送ることしかできなかった。

「なんという……」

　いい加減慣れていたつもりだった。

　しかし、折に触ふれて飛車丸は、こんな風に己おのが主の奔ほん放ぽうさを思い知らされるのだ。まったくもって、とんでもない主を持ったものだと思う。夜光にすべてを捧ささげる覚かく悟ごの飛車丸ですらこうなのだから、土御門の重じゆう鎮ちんたちが聞けば、卒そつ倒とうする──だけでは済まないかもしれなかった。

　あれから早半はん時とき。気がつけば日が沈しずもうとしている。まさか、あの会合のあと、こんなことで思い悩なやむことになるとは想像だにしていなかった。

　──それにしても……。

　わざわざ『泰山府君祭』を用いてまで、至急安倍晴明に確かく認にんしたいこととは、いったいなんなのか。あるいは、さっき垣かい間ま見みせていた夜光の態度──彼の言う「嫌いやな予感」に関連することなのだろうか？

　こういうとき、夜光は目の前の問題に集中しすぎて、何がどう問題になっているのかを周囲に説明することがない。悪気がないのは重々承知しているが、迷めい惑わくなのは確かだし、何より一いち抹まつの寂さびしさを覚えてしまう。

　果たして自分は、どれだけ主の役に立っているのか。

　夜光が聞けば笑い出し、小翳ならむきになって飛車丸のありがたさを口にしただろう。が、それでもふとした瞬間に、自らに問いかけてしまうのだ。

「……夜光様……」

　飛車丸は屋敷の庭の隅すみに立ち、雪風に跨がって夜光が去った空を見上げた。少女の内面を物語るように、しっぽが切なげに揺れている。

　──我ながら、情けない。

　土御門夜光は、天才だ。そして自分は、その式神である。

　天才に相応ふさわしい式神になるべく、一心不乱に精しよう進じんしてきた。それでも、彼の隣となりに立つだけの資格を得たかと問われれば、飛車丸は応えられない。第一、主の才は、単なる術の巧こう拙せつなど、軽々と超ちよう越えつしている。どれほど修しゆ行ぎようを重ねたところで、夜光が立つ位置に届くことなどあるのだろうか。

　主に隔かく意いなどあったはずもないのだが、一人残されてしまったような、空くう虚きよな思いが胸に充みちた。

　──ええいっ。

　益のない思いを振り払はらうように、飛車丸は頭を振った。

　夜光は命令を残して去った。いまはその命令に集中すべきである。

　と──

　その瞬間だった。ぞわ、と飛車丸に悪お寒かんが走った。

　耳としっぽの毛を残らず逆立てて、さっ、と屋敷正面の方向に振り返る。直後、凄まじい霊れい気きの衝撃が弾はじけ、大地が震しん動どうし、空に光のさざ波が走った。

「なっ!?」

　屋敷全体を守る結界が──急いで強化したはずの結界の一角が、その一度の衝撃で、あっさりと崩くずれ落ちた。

　結界に穴が開く。

　そして、そこから敷地内に雪崩なだれ込んできたのは、恐おそろしく濃のう密みつな瘴気だった。古く、強大な、鬼き気きだ。

　屋敷に控ひかえていた中で、耐たい性せいの低い者がバタバタ倒たおれるのがわかった。方々から悲鳴が上がり、たちまち屋敷が恐きよう慌こうに陥おちいる。

　──来た!?

　以前飛車丸は、夜光に付き従って、鬼と戦った経験がある。だが、あのとき経験した鬼気と、いま目の前に現れた鬼気とは、およそ比べものにならなかった。事前に覚悟していてなお、足が竦すくむほどの圧あつ倒とう的な力。

　茨木童子だ。本当に現れた。しかも、真正面から殴なぐり込んできた。

「クッ!?　よりにもよって、夜光様の不在のときに──！」

　飛車丸は素す早ばやく霊気を見通す。まず気に掛かけるのは小翳。幸い、小翳は屋敷内にある別の結界が敷しかれた部屋に控ひかえていたようだ。この鬼気も、部屋の結界内にまでは及およんでいないはずだった。

　屋や敷しきの陰おん陽みよう師じたちが、声を荒あららげて外に飛び出し、正面へ駆け出していく。だが、全員ではない。それどころか、詰めていた者のうち、即そく座ざに動き出した者は半数に満たない有様だった。

　あまりに突とつ然ぜんな、また想像を超こえて強力な鬼気を目まの当たりにして、多くは呆然と怯ひるんでいるのだ。本来ならその怯きよう懦だを憎にく々にくしく思うところだが、今回ばかりは果か敢かんに立ち向かう者たちを素直に賞賛する気分だった。

　飛車丸もただちに地面を蹴け立たて、ひと息に屋敷の屋根に飛び上がる。狐きつね憑つきたる飛車丸は、常人とは身体能力からして違ちがっていた。尾おをなびかせ、瓦かわらの上を走りながら、結界の崩れた方向を目指す。

　しかし、不意にその足を止めた。

　──おかしい。大本の鬼気が消えている。隠おん形ぎようしたか？

　他の者たちは気に留めていない。しかし、飛車丸は流せなかった。派手に正面から殴り込みながら、次には気配を隠かくすというのは解げせない。待ち伏ぶせて叩たたくつもりだとしても、他ほかにもっと有効なやりようがあるはずだ。

　──陽動？

　飛車丸はすかさず両手で印を結ぶと、狐の耳をピンと立て、全力を挙げて敷地内の霊気を探さぐった。

　濃のう厚こうな鬼気が辺りにたゆたい、煙えん幕まくとなって飛車丸の視界を妨さまたげる。陰陽師たちの用意する呪術も、飛車丸の注意を乱した。だが、式神は呪力を練り上げ、神経を集中。広い敷地をくまなく精査した。

　そして、顔を上げ、踵きびすを返して駆け出した。

　辺りは騒そう然ぜんとしている。

　飛車丸は、他の者たちとは逆に、屋敷の裏手に回った。

　鬼の腕うでが置かれた蔵は、特に腕の立つ門人たちで取り囲んでいる。飛車丸が向かったのは、その蔵より、さらに奥。蔵を囲む竹林の外れだ。

　そうする内に、日が落ちた。空はまだ明るいが、竹林の中は薄うす暗ぐらく、先が見通せない。下生えの草を踏ふみ鳴らし、尾を軽かろやかに翻ひるがえして、飛車丸は青竹の中を縫ぬうように走り抜ぬけていく。

　そして……。

「──っ！」

　ザッ、と足を止めた。

　その先に、一人の男がいた。

　隠形していたが、こちらを認めて、それを少し解いた。不意に竹林にその姿を浮うかび上がらせたのは、背広を着た巨きよ漢かん。その左袖そでからは左手が出ておらず、二の腕の半ば辺りより、だらりと厚みを失ってただ垂れ下がっていた。

　隻せき腕わん。

　その身体的特とく徴ちようを、男は隠そうともしない。

　飛車丸は息を吞のんだ。

「……茨木童子か？」

　尋たずねる飛車丸に、男はじっとこちらを見ながら、

「古い名だ」

　と静かに答えた。
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　まさか最初に出くわすのが子供とは思わなかった。

　しかも少女だ。ただ、その身体的特徴は、少女の素す性じようを物語っている。

　──狐憑きか。

　客観的に見て、少女はかなりの美び貌ぼうの持ち主だった。ただ少女には、狐のものとおぼしき、獣けもののような耳と尾が生えている。狐憑き。霊れい狐この類たぐいに取り憑かれたか、あるいは、土御門の由来を思えば、生まれつきの霊的特徴なのかもしれない。そんな少女が加わっている辺りは、いかにも陰陽師の陣じん営えいといったところだろう。これが密教寺や修しゆ験げん場なら、憑き者など祓はらわれて終わりだ。

　少女は緊きん張ちようも顕あらわに、彼をにらんでいた。ただ、緊張はしていても、強こわ張ばっている様子はない。あの鬼気を目の当たりにした直後に、こうして自分と対たい峙じしているのだ。歳としのわりに、胆たん力りよくもなかなかのものだった。

　憑き者だけあって、かなりの霊力を感じる。また、自らの霊気を制せい御ぎよしているのも窺うかがえる。着ている物も狩かり衣ぎぬ。ただの狐憑きではなく、陰陽師なのだろう。それも、彼の勘かんでは、かなりの使い手のように感じられた。

「……結界を破は壊かいしたのは、お前だな。ここが陰陽道宗そう家け、土御門の屋敷と知っての狼ろう藉ぜきか」

「あれだけ待ち構えておいて、いまさらだな。俺が来ることも、その用件も、とっくにわかっているだろう」

「……目的は腕か？　やはりあの腕は、お前の物なんだな」

「そうだ。俺の腕だ。ただ……」

「なんだ？」

「目的は──腕じゃない。『もっと良いもの』だ」

　狐憑きの少女が驚おどろいた顔をした。だが、驚いたのは彼も同じだ。自分で言っておきながら、口にした直後に思わず舌打ちした。

　──何を下らないことを……。

　意識する間もなく口走っていた。寡か黙もくな彼には珍めずらしいことだ。

　これは、千年も前にかけられた「呪しゆ」に、いまだに彼が捕とらわれている証しよう拠こかもしれない。脳のう裏りに、すっかり忘れていたはずの、ふたつの笑えみが甦よみがえった。悟さとりを開いたような透とう徹てつした笑みと、稚ち気きに溢あふれる悪戯いたずらな笑み。なるほど大した陰陽師だ。伊達だてに名を残してはいない。

「お前の方こそ、何者だ？　天下の土御門も、最近では子供を使って、客の出で迎むかえをさせるのか？」

「……我が名は、飛車丸。土御門の次期当主に仕える式神だ」

「式？」

　ぴくっ、と彼は目元を動かした。

　狐憑きとはいえ、彼女は生身だ。だが、考えてみれば古来陰陽師どもは、鬼神や神霊のみならず、人や鳥ちよう獣じゆうも、式神として使しと役えきしていた。憑き者ならば霊力的にも、式神として都合が良いはずだ。

　ただ、それが「子供」というところが、些いささか癇かんに障さわった。

　少女が逃にげも隠れもせずに堂々と自分の前に立ち塞ふさがっているのは、式神という彼女の立場故ゆえなのだろう。あるいは、そうしろと主あるじに命じられたからかもしれない。

　しかし、少女を動かす動力となっているのは、主に対する忠誠心だ。そして、少女の年ねん齢れいを考こう慮りよするに、その忠誠心とは、彼女が物心つく前から、当然の如ごとく言い聞かされ、仕込まれてきたものに違いなかった。

　──次期当主、か。

　いまの当主ではなく次期当主の式神ということは、本家の跡あと取とりが家か督とくを継つぐまでに、彼女を「仕上げ」ているのかもしれない。

　憑き者は、常人たちの社会では忌き避ひされる。だが、呪じゆ術じゆつ者としては、才能の一種だ。土御門は、そんな忌いみ子を引き取って、式として育てているのかもしれない。育てられる子供にすれば、他に行く当てもない。どんな扱あつかいを受けようと、教え込まれた忠誠心に従って生きていくしかないだろう。

　忌避され、迫はく害がいを受け、弾だん圧あつされる。

　憑き者も鬼おにと同じ、まつろわぬ民たみなのだ。

「……気に入らないな」

　ぼそっと小さくつぶやくと、少女の狐の耳がピクリと反応し、表情が険しさと緊張感を増した。おっと、と彼は内心苦く笑しようする。

　独り言のつもりだったが、聞こえてしまったらしい。憑き者の中には、身体能力も常人を大きく上回る者が多い。そういえば、少女がここに駆かけつけるときの身のこなしは、ずいぶん様になっていた。運動能力だけでなく、聴ちよう力りよくも並の人間より強かったようだ。

　少女がじっとこちらを見み据すえたまま、呪力を練り始めるのがわかった。鬼気を抑おさえているとはいえ、彼を相手に退ひく気配を見せない。一戦交えるのも辞さない態度だ。

　だが、彼の方はそんな気分にはなれない。

「飛車丸と言ったな。ここは見み逃のがしてやるから、主の元に戻もどって、俺が裏手に回っていると伝えて来い」

「な、なに？」

「邪じや魔まはしないから援えん軍ぐんを呼びに戻れと言ってるんだ」

　土御門がまつろわぬ民を式神として使役しているなら、またひとつ、彼らに遠えん慮りよしないでいる理由が増える。だが、使役されている当人に向かって、牙きばを剝むいたのでは意味がない。

　第一相手は、まだ子供だ。

　しかし、少女は別の意見を持っているらしい。

「冗じよう談だんは止よしてもらおう。目を離はなした隙すきに、またコソコソと隠形されては面めん倒どうだからな」

「見つければいいだろう。そもそも、お前一人で俺を止められるわけでもあるまい。さっさと仲間に知らせた方が話が早いんじゃないか？」

「これはずいぶんと見み損そこなわれたものだ。なるほど、伝説の鬼を前にして身の程ほど知らずかもしれないが、他の者たちが気付いて駆けつけるまで、せめて足止めぐらいはさせてもらおう」

　そう言い返すと、少女は一気に霊力を解放した。

　その力の大きさは、彼の見込みを上回っていた。

「ほお」

　と思わず声に出して感心する。

　これは、いかに狐憑きとはいえ、それだけで得られるような霊力ではない。まだ若い──と見た点が間ま違ちがっているとは思えないが、だとすればごく幼いころより、徹底的に鍛たん錬れんを重ねて来た結果だろう。

　そしてまた、このようにわざわざ自らの霊力を上げ、宣戦布告のような真似まねをしているのも、単なる未熟とは取れなかった。「茨木童子」の名は、いまでは半ば鬼き神しんに等しい。たとえそれが怨おん霊りようや悪神に近しい存在だとしても、千年在り続けた古い鬼に挑いどむ以上、礼は失さぬ──下手な小細工はしないという意思表示だ。

　陰おん陽みよう師じのくせに侍さむらいのような真似をする。

　が、それこそが若さであり、また甘さでもあるのだろう。あの豪ごう傑けつ、源頼光ですら、あいつを討うつときは形なり振ふり構かまわず騙だまし討うちにしたのだ。それは、「勝つ」事と「負ける」事の意味を、よくよく理解しているからこそである。少女の「礼」には、果たしてそれだけの覚かく悟ごがあるのだろうか。

「ノウマク・サラバ・タタギャテイビャク・サラバ・ボッケイビャク・サラバタ・タラタ・センダ・マカロシャダ・ケン・ギャキギャキ・サラバ・ビギンナン・ウンタラタ・カンマン！」

　少女が結印し、長い呪文を、ひと息に、高らかに、唱えた。

　なんと密教の真言だ。不動明王の火か界かい咒しゆ。呪文の途と中ちゆうから少女が呪術の炎ほのおに包まれ、暮れゆく竹林を赤々と照らし出した。

　魔ま性しようを折しやく伏ぶくするには打って付けの呪術ながら、まさか陰陽師の式神が初手から打ってくるとは思わなかった。しかも堂に入っている。到とう底てい付つけ焼やき刃ばとは思えない。燃え上がる火柱が、うねり、風を巻いて、彼を襲おそった。

　とっさに避さける。しかし炎は長く伸のびる竜りゆうのように、辺りの青竹を焼きながら、回かい避ひする彼を追つい尾びした。たちまち黒こく煙えんが上がり、竹の爆はぜる音が鳴り響ひびく。なるほど、これだけの明かりと音、何より呪力を放出すれば、他の陰陽師たちがどんな盆ぼん暗くらでも、消えた鬼の位置はわかるはずだ。

「──大したものだ。これだけの火界咒となると、闇やみ寺でらの修しゆ行ぎよう僧そうでもそうは操あやつれまい」

　そう、つぶやいた瞬しゆん間かん、小さな何かが、彼の視界に飛び込んで来た。

　呪じゆ符ふ。投とう擲てきされた何枚もの呪符が、まるで生き物のように宙を飛び交かい、彼に迫せまる。さらに、少女が何か唱えた瞬間、呪符は茨いばらに変化して、彼の全身にまとわりついた。

「なんと」

　こちらは陰陽術。だが、似たような術は見たことがあっても、ここまで手て際ぎわの良いものは初めてだった。火界咒の威い力りよくで敵の注意を引くと同時に、味方へ敵の居場所を報しらせ、その隙を突ついて今度は動きを封ふうじにかかる。驚かされてばかりだが、この狐きつね憑つきの少女は、単に呪術が巧たくみなだけでなく、「戦い」にも慣れている。

　しかも、

「っ!?」

　軽かろやかに竹を蹴けって宙に躍おどり上がった少女が、逆手に短刀を抜ぬき、刃やいばに呪力を乗せて斬きりかかってきた。

　茨を全身に巻き付けたまま、それでも間かん一いつ髪ぱつ躱かわした。が、彼の動きを読んでいたように、少女が返す刀を閃ひらめかせる。背広の裾すそがスパッと裂さけた。

　後退する彼を追い、さらに前へ、前へと少女が出る。呆あきれたことに、この自分に対して、接近戦をも挑む気らしい。

　火界咒が照らす竹林の中、狩衣の裾が風をはらみ、少女の短刀が連続して銀光を放った。

　彼はしばし、肉にく薄はくする切っ先のことも忘れて、思わず見とれてしまった。

　動きに華はながある。うら若き美貌の少女が舞まい踊おどるような可か憐れんさと、野生の獣が狩かりをする際のしなやかな美が同居していた。短刀を振ふるう動き自体に何かの呪がかかっていると言われても、納なつ得とくしてしまったかもしれない。単純に、自然に、美しい。

　とはいえ、

「悪手だ」

　言い放って、彼は自らの鬼気を解き放った。

　噴ふん出しゆつする濃のう厚こうな鬼気は、それ自体が攻こう撃げきに等しい。距きよ離りを詰つめていた少女が「クッ!?」と顔面を歪ゆがめ、腕うでで顔を庇かばって足を止めた。

　まるで絹糸を千ち切ぎるように、彼は無造作に、呪術の茨を引き千切る。千切られた茨は、その瞬間に搔かき消えた。

　少女が飛び退すさりながら、彼に向かって手印を斬りつけた。側そばで燃え上がっていた火界咒が、雪崩なだれのように彼に降り注いだ。

　もう避よけなかった。

　彼の巨きよ体たいが、一瞬にして炎に吞のまれる。しかし、「なっ」と驚きよう愕がくの声をもらしたのは、少女の方だった。彼は火界咒を全身に浴びながら、苦痛ひとつ浮うかべもせずに、右の手のひらに視線を落としていた。

　強力な呪を浴びて、彼の「像」が微かすかに乱れている。

　その度合いを自分の右手で観察しながら、

「まあ、このぐらいか」

　と、つぶやいた。

「お、おのれ！」

　少女が唸うなり、短刀を手にしたまま両手の指で印を結ぶ。さらに呪じゆ力りよくを振り絞しぼり、火界咒の威力を高めた。

　しかし、

「それは、もういい」

　ぐっ、と右手を握にぎり締しめ、一気に腕を払はらう。鬼気の突とつ風ぷうが竹林に吹ふき荒あれ、瞬またたく間まに呪術の炎を消し飛ばした。

　少女は啞あ然ぜんとして息を吞のんだ。

「いいだろう」

　ぬっ、と牙を剝き、彼は笑う。

「思ったより楽しめそうだ。付き合ってやる」

　ゆっくりと全身に力を行き渡わたらせる。身体からだが徐じよ々じよに膨ふくらんでいくような感覚。ざわりと髪かみが揺ゆらぎ、瞳ひとみに宿る光が強度を増した。

　そのときだ。

「居たぞ！　こっちだ！」

　背後から男の声が聞こえ、次いで木々を縫ぬい、呪符が飛来した。呪符は目の前で一頭の虎とらに変化し、勢いのまま男に襲いかかった。拳こぶしを叩たたきつけ、呪術の虎を搔き消す。しかしそのときには、彼を囲むようにして、さらに三頭の虎が召しよう喚かんされていた。

　屋や敷しきの方から駆けつける、何人かの陰陽師たち。気け圧おされていた少女が闘とう志しを取り戻し、再び呪符を抜いて、短刀と共に構える。

　彼はもう一度、さっきより大きく笑い。

「楽しくなりそうだ」

　と、右の拳を握り締めた。




　　　　[image: 五芒星]




　茨木童子は伝説に恥はじぬ怪かい物ぶつだった。飛車丸は門人たちに混じって、一いつ斉せいに、また次々と呪術を投げかけながら、戦せん慄りつするのを禁じ得なかった。

　見る限り、屋敷に集つどった陰陽師の中でも、こと戦せん闘とうの呪術という点において、自分に匹ひつ敵てきする者はほんの数名しか見当たらない。それでも、他の者が無力なわけでは決してないのだ。魔まを祓はらう、神しん道とうの秘ひ儀ぎや密教の呪法を修めた者も大勢いる。また、土御門家秘蔵の呪具も惜おしみなく持ち出して、戦いに投入している。たとえば、最前線に立つ若い門人たちが振るっているのは、土御門の呪法で編み出した宝ほう剣けん、『護ご身しん剣けん』と『破は敵てき剣けん』だ。どちらも並の呪術者では手に負えないだろう強力な呪具であり、門人たちはそれを見事に操っている。いまこの場に集って鬼おにと戦っているのは、日本屈くつ指しの呪術者集団と言っても、まったく過言ではないはずだ。

　なのに、それだけの陰陽師たちをたった一人で相手取りながら、茨木童子は楽しげに笑ってさえいるのである。

　これまでにどの程度の痛手を与あたえているのか、そもそも自分たちの攻撃は彼に効いているのかどうかすら、飛車丸にはわからない。荒あらぶる鬼は矢や襖ぶすまの如ごとき呪術の雨をものともせず、辺りの竹林を薙なぎ払い、凶きよう悪あくな鬼気を撒き散らしている。その鬼気の勢いすら、些いささかも衰おとろえる気配がない。

　これが、千年を経た、本物の鬼。

「くそっ！　化け物め！」

「怯ひるむなっ。とにかく、攻撃を続けるんだ！」

　年配の陰陽師たちが、仲間たちを鼓こ舞ぶし、指示を飛ばす。皆みな、死に物もの狂ぐるいだ。数を頼たのみに、全力を出している。

　そして、あの鬼は、それを正面から受けて、跳はね返し続けているのである。

「だ、駄だ目めだ。このままでは……！」

「くそっ！　こんなときに若はどこにいるのだ!?」

　門人の一人が口にした嘆なげきに、飛車丸は唇くちびるを嚙かむ。

　年寄りの評判は芳かんばしくない夜光だが、飾かざらない気さくな性格のためか、若い門人たちからは広く慕したわれている。また、その巨大な才能に、素す直なおな尊敬や憧あこがれを抱いだく者も少なくなかった。窮きゆう地ちにあって夜光の名が出るのは、彼が門人たちから頼たよりにされている何よりの証しよう拠こだろう。

　それだけに、この間の悪さが飛車丸には悔くやしい。また、主あるじが不在の間、鬼を抑おさえるだけの実力がない自分自身にも、その悔しさは突き刺ささった。

　だが、いまは悔くやんでいる場合ではない。ここは夜光が生まれ育った場所だ。飛車丸が夜光と過ごした場所だ。主の居ぬ間に鬼に荒らされては、顔向けできない。

　飛車丸は自らの限界に挑むように、さらに強く、呪力を練り上げる。

　そこに、

「お、おいっ！」

　誰だれかが叫さけび、空を見上げた。飛車丸も反射的に、視線が頭上に向かう。

　すでに完全に日は没ぼつし、西の空が微かすかに茜あかね色いろに染まるのみ。彼方かなたの山の上に淡あわい月が顔を覗のぞかせ、気の強い星が早々と瞬き始めていた。

　そんな生まれたての夜空に、ひと際目ま映ばゆい、黄金こがね色の光が生じた。

　光は水のようにするりと長く伸び、宙を泳ぐようにして、その光こう跡せきをくねらせた。

　黄金の光の帯。

　そして次の瞬間、光が凝ぎよう結けつして形を成し、夜空に一頭の神しん獣じゆうが姿を見せた。

　竜りゆうだ。

　土御門家の当主が、代々使し役えきする神獣。土御門の守護獣、北ほく斗とである。

「北斗だ！　御お館やかた様だ！」

　頭上を泳ぐ神こう々ごうしい存在に、陰おん陽みよう師じたちが息を吹き返して歓かん声せいを上げた。飛車丸も、その青く澄すんだ瞳を、夜空に向けて輝かがやかせた。

　北斗は、夜光の祖父が使役している式神である。それも、術者が自らの意図で作り出した式神ではなく、自然の霊れい気きの中から生まれた、数少ない本物の竜だった。

　その霊力は神獣と呼ぶに相応ふさわしく、強大にして高貴。こうして頭上を泳いでいるだけでも、雑まじり気のない上質な陰いんの水気が降り注いで、呪しゆに火ほ照てった身体を癒いやしてくれるかのようだ。古くは「竜気」と呼ばれた、本物の竜のみが持っている霊気だった。

　これほど心強い援えん軍ぐんはまたとないだろう。

　しかし、安心するのはまだ早い。

　北斗は強力無比な式神であり、まさに土御門の切り札、伝家の宝刀と言うべき存在だ。ただし、その性さがは無む垢くにして奔ほん放ぽう。水の如く捉とらえ所がなく、また強制や束そく縛ばくを嫌きらう。そのため、式神として使役することは極きわめて難しく、しかも強大な霊力故ゆえに、長く召喚しておくことができない。

　つまり、

「この機を逃のがすな！　北斗の加勢がある内に、一気に畳たたみ込むぞ！」

　指揮を執とっていた陰陽師が、声を嗄からして仲間たちに号令を飛ばした。そう。北斗がいる間に、決着をつけてしまわねばならない。さもなくば、勝機は二度と巡めぐってこないに違ちがいなかった。

　陰陽師たちが気勢を上げる。

　対して、

「竜か！　これは珍めずらしい。つくづく楽しませてくれるな。さすがは陰陽道宗そう家けっ、あの晴明の末まつ裔えいどもだ！」

　茨木童子が太ふて々ぶてしく大声で応こたえた。その巨きよ軀くから、無む尽じん蔵ぞうかと思われるほどに、さらなる鬼き気きが吹き荒れた。

　いよいよここからが本番らしい。上空の北斗が鬼に気付いて、ムッ、と不ふ愉ゆ快かいそうに茨木童子を見下ろした。竜も己おのれの敵を見定めたのだ。勝たねばならない。飛車丸はただちに、呪じゆ文もんの詠えい唱しように取りかかる。

　鬼の気配が、さらに膨れあがった。

　竜が身を撓たわめ、顎あごを掲かかげた。

　戦場の空気が、痛いほど張り詰める。




「そこまでぇっ！」




　轟とどろいたのは、呪術で拡大された、途と方ほうもない大だい音おん声じようだった。夜気がバリバリと振しん動どうし、目に見えぬ雷いかずちが百も弾はじけたかのようだった。

　しかも、声そのものに呪力が練り込まれている。言こと霊だまの呪術だ。それはもう、抜ばつ刀とうして突とつ撃げきする一軍をも急停止させるに違いないだろう威い力りよくだった。問答無用の強制力だ。

　声が響ひびいてきたのは、彼方の空。

　瞬しゆん間かん的に麻ま痺ひした飛車丸は、それが解けないままノロノロと声のした方に視線を向けた。

　限りなく黒に近い群ぐん青じよう色の夜空。その広々とした空間を駆かけてくるのは、淡い月光に輝く一頭の白馬である。雪風だ。そしてもちろん、その背には狩かり衣ぎぬ姿の主、夜光がいる。

　夜光を乗せた雪風は、その名に恥じぬ風の如き速さで、戦場の上空まで駆けてきた。竜が旧知の白馬に、親しげに道を空けた。

　皆が──あの茨木童子ですら──啞然とした表情で、声を出すこともできないまま、現れた夜光を見上げている。

　棒立ちになっている門人たちに向かい、夜光は雪風から身を乗り出して、

「この節穴ども！」

　と、盛せい大だいに怒ど鳴なった。直前まで御お家いえのために死し闘とうを演じていた忠義者たちに対し、遅ち参さんした次代当主が、まさかの罵ば倒とうである。

　しかし夜光は、彼が滅めつ多たに見せないほど焦あせっていた。

「これだけ陰陽師が首を揃そろえて、誰も気付かなかったのか！　すでに鬼気がもれているっ。再封ふう印いんは不可能だ。戦えない者たちを、いますぐ避ひ難なんさせろ！　戦える者たちは、すぐに準備に取りかかれ！」

　忠義の塊かたまりのような飛車丸ですら、夜光が何を言っているのか理解できなかった。

　鬼気がもれるも何も、この戦場に留とどまらず、いまや高台全体に濃こい鬼気が充じゆう満まんしている。封印など三日も前に解けているし、これだけの激戦が続く中、避難だの準備だのとはどういうことなのか。熱中しすぎて説明を忘れるのは主の悪あく癖へきのひとつだが、にしても今回は度が過ぎている。

「あの……夜光様……」

　飛車丸は、まず何から聞けばいいのかさえわからず、まだ呆ぼう然ぜんとした様子で、頭上の主に声をかけた。

　ところが──

　夜光の言わんとすることにいち早く気がついたのは、飛車丸でも門人たちでもなく、茨木童子の方だった。

「馬ば鹿かなっ!?」

　夜光の言葉に怪け訝げんな顔をしていた鬼は、不意に、愕がく然ぜんと目を見開いた。

　ガリッ、と牙きばを鳴らし、頭上の夜光をにらみつける。初めて大きく開かれた瞳ひとみが、火を噴ふくような眼光を放っていた。その鋭するどさたるや、これまでの戦いがお遊びだったのかと疑うばかりだ。

「どういうことだ！　これは──この鬼気は貴様の仕し業わざか!?」

　怒ど号ごうと呼ぶに相応しい、怒いかりと力に充みちた叫び声だ。空中の雪風が、堪たまらずに馬ば脚きやくを乱した。

　しかし、夜光は落おち着つき払はらって手た綱づなを操あやつり、

「お前が茨木童子かっ」

　と、正面から鬼の眼光を受け止めた。

「なるほど、これは凄すごい。鬼が千年を経ると、ここまで強大なものになるとは……いや、実にありがたい。これなら十分、望みがある」

「質問に答えろ！　返答によっては、その賢さかしげな首、もぎ取ってやるぞ！」

　再び咆ほえる茨木童子に、頭上の夜光は「わかった、答えよう！」と叫び返す。

「まず、おれの仕業ではない！　一番は晴明様。二番は……おれの前に、お前の方だ！　この鬼気も、おれが用意した偽にせ物ものなんかじゃなく、本物だ。封じたのは晴明様だし、おれも封印を解くきっかけは作ってしまったかもしれないが、最後の駄だ目め押おしをしたのは、お前の鬼気だぞ、茨木童子！　封印は千年の間に弱り、綻ほころびていた。だから、お前が自分の鬼気を撒まき散らしたせいで、呼応して目を覚ましたんだ！」

　茨木童子は息を吞のみ、

「目を……覚ました、だと？」

　荒ぶっていた鬼が、急激に青ざめ始めた。その反応が信じられない。いったい何がどうなっているのか、飛車丸の──そして門人たちの混乱は増すばかりだ。

　茨木童子は空を仰あおいだまま、

「生きていたのかっ？　そんな──そんなはずはない！」

「そうだ！　とっくに死んでる。だが、首は残った！」

　その瞬間の茨木童子は、まるで落らく雷らいに打たれたかのように見えた。絶句し、ぐらりとよろめきさえした。

　夜光は続けて、

「それも、ただの首級しるしじゃない。無念、怨おん念ねんの詰つまった首級だ！　祟たたりをなしたため、晴明様が預かり封印した！　千年封じる、封印を！」

「…………」

　夜光が叫ぶ説明に、茨木童子が──あの荒々しい強力な鬼おにが──立ち尽つくして青ざめ、ついには震ふるえ始めた。

「……噓うそだ」

　と、もらした声が、耳を疑うほど弱々しい。

　そして……。

　ようやく、飛車丸も気がついた。

　茨木童子が暴れるのを止やめたいまも、辺りの鬼気は徐じよ々じよに濃のう度どを増している。他の鬼気が混じっている。

　総毛立った。慌あわててその発生源を探す。

　そして、飛車丸が鬼気が漂ただよってくる方角を漠ばく然ぜんとつかんだとき、向けた視線の先で、何かが爆ばく発はつし、大地が揺ゆれ動いた。

　木々の向こう、爆風に空高く舞まい上がった瓦が礫れきは、茨木童子の腕うでがあった、あの蔵の残ざん骸がいだ。そして、蔵を下から破は壊かいし、吹き飛ばしたのは、火山が噴ふん火かするように夜空に噴ふき上がる、大量の鬼気だった。徐々に辺りに混じり始めていたのと、同じ気配の鬼気だ。「くそっ！」と馬上の夜光が舌打ちし、竜の北斗がぎょっとして身をくねらせた。

　突とつ然ぜんの事態に、門人たちは誰だれ一人ひとり反応できない。

　ただ、彼方かなたの光景──蔵を吹き飛ばし、莫ばく大だいな鬼気が吹き荒あれるのを目まの当たりにした飛車丸は、反射的に理解した。

　あの鬼気の源となっている「何か」は、蔵の下、地面の底に封じられていたのだ。というより、「何か」を埋うめたのち、その上に蔵を建てたのだろう。夜光は「呼応」と言った。思えば、あの唐から櫃ひつの封印が解けるときも、斬きり落とされた鬼の腕は、外の霊気に反応していた。呼応していたのだ。千年の内に生じた綻びから、ほんのわずかに──飛車丸だけでなく夜光ですら気付かないほど、わずかだけもれ出していた、あの鬼気に。

　そして、噴き上がった鬼気はまたしても茨木童子の鬼気に呼応し、呼び寄せられるように、こちらに向かって漂ってきた。

　濃のう密みつな鬼気の塊が、地を這はいながら迫せまり来る。

　鬼気はその途と中ちゆうで、森の木々や岩や土を、次々と取り込み、形を成していった。急激に巨きよ大だい化する不気味な土つち塊くれは、伸のび上がり、膨ふくれあがって、醜みにくい肉体を形成する。ついには、大地を揺らしながら二本の足で歩き始めた。飛車丸たちの前に現れたとき、化け物の身の丈たけは、二に丈じようの高さに迫らんとしていた。

　しかし、外見の不気味さなど、化け物から漂う鬼気に比べれば、どれほどのものでもない。信じられない──信じたくないが、その力は、ついさっきまでの茨木童子をも上回っている。しかも、茨木童子の放つ鬼気よりも、遥はるかにどろりとした、おぞましい鬼気だ。触ふれる者を永遠に汚お染せんし、ただ存在するだけで周りを邪じや悪あくに塗ぬりつぶす。そんな絶望感が頭の中を支配していくようだ。

「全員、散れ！」

　夜光の命に、飛車丸を始め、すべての陰おん陽みよう師じたちが従った。戦場に現れた怪かい物ぶつから、可能な限り距きよ離りを取る。

　唯ゆい一いつ動かなかったのは、茨木童子だ。

　隻せき腕わんの鬼は、目の前の怪物──その頭頂部を見つめていた。

「なんてことだ……」
















　土塊の怪物は、歪いびつな両腕と両足、胴どう体たいを備えていた。土を捏こねて作った、巨大な人形だ。ただ、土塊でできた人形には頭がない。代わりに、胴体に半ばめり込むようにして載のっているのは、いまだ長い白はく髪はつのついた、磨みがき上げたように白い、髑どく髏ろ。

　その髑髏が、カタカタと歯を鳴らし、怖おぞ気けをふるうような鬼気を漂わせた。

「……外道丸」

　茨木童子が唸うなった。

　外道丸。

　それは、史上、人界を跋ばつ扈こした中で、もっとも強力、もっとも凶きよう悪あくとされた、鬼の王──酒吞童子の幼名だった。
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　見る影かげもない。

　だが、その鬼気を、気配を、間ま違ちがえるはずはなかった。

　あれは外道丸の髑髏だ。大江山で、源頼光に斬り落とされた首。遠い遠い昔、彼の隣となりで笑っていた、あの男の首だ。

　しかし、この禍まが々まがしさ、狂きよう気きと憎ぞう悪おは、どうしたことか。

　どす黒い、土気色をした水死体のような身体からだの上で、真っ白な髑髏は玉ぎよくの如ごとく輝かがやいている。だが、その輝きこそが、怨念に塗まみれた鬼き気きの核かくだ。その輝きから、彼は目を離はなせなかった。

「飛車丸！」

　主あるじの召しよう喚かんに、忠実な式神が直ちに応じる。大地を蹴けって飛び上がり、低空に滑すべり込んできた白馬──その上に跨またがる陰陽師の後ろに、軽かろやかな身のこなしで飛び乗った。

　飛車丸というのが、あの狐きつね憑つきの名らしい。つまり、その主──白馬を駆かる若い陰陽師が、土御門の次期当主。噂うわさの麒麟児とやらだろう。

　飛車丸がさっき、名を口にしていた。

　夜光。

「全員、結界を張れ！　戦場をここに固定する！」

　飛車丸を白馬に乗せつつ、夜光が門人たちに号令を飛ばした。陰陽師たちはすぐに反応。まだ動けない彼をよそに、これまで戦っていた一帯を閉へい鎖さするように、全員で結界を形成する。外道丸の鬼気を、これ以上辺りに拡散させないためだ。これほどの鬼気となれば、そう容易たやすくは霧む散さんしない。里にもれれば、大勢の人死にが出る。

　しかし、陰陽師たちの対策を嘲あざ笑わらうかのように、外道丸はカタカタと歯を鳴らした。

　そして、髑髏を中心に、凄すさまじい鬼気を炸さく裂れつさせた。

　衝しよう撃げき。

　彼の左袖そでが突とつ風ぷうに煽あおられるようになびいた。鬼である彼は、鬼気を浴びたところで傷つかない。しかし、他の者は？

　見れば、飛車丸がとっさに呪じゆ壁へきを張ったが、圧に負けて白馬もろとも吹き飛ばされていた。夜光が必死に手綱を操り、鬼気の波動をやり過ごしている。頭上では土御門の竜りゆうまで、まんまと弾はじき飛ばされ、長い体をグルグルと回転させていた。

　結界が、たった一度の鬼気の放出で、早くも軋きしみ、破られそうになる。

　しかし……当然だろう。かつての陰陽師たち──呪術が華はなやかなりし古いにしえの術者たちでも、これだけの鬼気を封じられるような達人は希まれだった。ましてや、いまの世に生きる陰陽師には、手に余るのは明白だ。陰陽師たちの顔色は蒼そう白はくで、中には思わず目を閉じて、悲鳴を上げる者までいた。外道丸の凄まじい鬼気は、辺りの霊れい相そうをも歪ゆがめんばかりに猛たけ々だけしく荒れ狂くるった。

　だが、

「恐おそれるな！　こいつは、酒吞童子そのものじゃない！　その残ざん滓しだっ。ただの残留物だ！　いまならまだ抑え込める」

　夜光が馬上から喉のどを嗄からし、門人たちに檄げきを飛ばした。

　若き陰陽師の──土御門次期当主の声には、廉れん潔けつな意思と呪しゆが籠こもっていた。その声は言こと霊だまとなって、彼の門人たちを支えた。

　最悪の鬼を前にして、一歩も退ひかぬ不ふ屈くつの闘とう志し。いまにも崩くずれそうな兵たちを、瞬しゆん時じに掌しよう握あく、再建する将器。一術者に留とどまらぬ大器の片へん鱗りんが、青年の振ふる舞いの随ずい所しよににじみ出ているかのようだ。

　そして、夜光は馬首を巡めぐらせながら、

「茨木童子！」

　と、まだ立ち尽くしている彼に声をかけた。

「この怪物はおれが修しゆう祓ふつする！　やり方も晴明様から聞いてきた。だからその間、そいつの動きを抑おさえていてくれ！」

「…………」

　彼は返事をすることができなかった。まだ頭から衝撃が冷めやらない。

　──抑えろだと？

　この自分に外道丸を祓はらう手伝いをしろと言うのか？　かつての相棒を。王と頂いた男を。千年の時を経て再会した戦友を、今度こそ滅めつするから、手を貸せと？

　ふざけるな。

「できない」

　と彼は答えた。

　自分の出している声だとは思えなかった。舌が痺しびれ、口が強こわ張ばる。

「できるわけがない。あいつは、俺たちのために戦って死んだんだぞ。それなのに、どうして、おれが」

　もう長いこと忘れていた。思い出しもしなかった。

　しかしいま、外道丸の鬼気を目の前にして、幾いくつもの記き憶おくが鮮せん烈れつに甦よみがえってきた。

　破は天てん荒こうな荒あらくれ者。陽気で吞のん気きな虐ぎやく殺さつ者。何者も及およばぬ力を持ち、何者にも屈くつせぬ強さを持っていた。誰よりも自由を愛し、いかなる束そく縛ばくも寄せ付けぬくせに、行き場のない手下どもを山ほど抱かかえ、彼らと過ごす毎日を子供のように無む邪じや気きに楽しんでいた。

「……非道な男だった。だが、邪悪なわけじゃなかった。虫けらのように蔑さげすまれていた連中に、誇ほこりを取り戻もどさせたのはあいつだ。獣けものの如く虐しいたげられていた者どもに、生きる意味を与あたえたのもあいつだ。おれだって……」

　とうに枯かれ果てたと思っていた情感が、渾こん々こんと湧わき出して胸に迫る。

　しかし同時に、正体不明の怒りが湧き出した。

　目の前でカタカタと歯を鳴らす外道丸と、脳のう裏りに甦る外道丸の姿が、謎なぞの灼しやく熱ねつとなって燃え上がり、彼の全身をめらめらと炙あぶっていた。

　これはなんだ。

　どうして自分は──




「たわけぇっ！」




　ビンッと腹に響ひびく、夜光の叱しつ責せきが飛んだ。後ろの飛車丸はぎょっとしたようだが、夜光の目は真しん剣けんだ。そして、陰陽師の放った叱責は、彼の中に生じた灼熱を打ち据すえ、キンと澄すんだ、高い音を立てた。

「さっきも言ったぞ！　その化け物は酒吞童子じゃない。死の間ま際ぎわに──首を刎はねられた瞬間に、酒吞童子が残した恨うらみや怒りの結けつ晶しようなんだ！　彼の中の、もっとも陰いん惨さんな負の部分が──外道丸を酒吞童子たらしめていた根本が、最後に凝こり固まった瘴しよう気きそのものだ！」

　ハッ、と彼が双そう眸ぼうを見開く。改めて目の前の髑髏を凝ぎよう視しする。

　陰陽師の言葉は、腑ふに落ちた。突とつ然ぜん湧いたこの激しい怒りが、どこから発生しているか理解できた。

　目の前でカタカタと歯を鳴らす髑髏は、紛まぎれもなく外道丸本人だ。

　だが、目の前の髑髏は、存在自体が外道丸を汚けがし、貶おとしめている。血ち塗ぬられた、しかし強く鮮烈だった鬼おにたちの王を、陰いん湿しつで薄うす汚ぎたない化け物に堕だしているのだ。その事実が、彼の中に目眩めまいがするほどの怒りを生み出しているのである。

「いいか、茨木童子っ？　そいつはな。お前のはた迷めい惑わくな仲間が、この世に忘れていった置き土産みやげだっ。おれが始末してやるから、四の五の言わずに手を貸せ！　大体、お前、晴明様と約束したと聞いたぞ？　ひと仕事するって！」

　ああ……。

「……そう言えば、そんなことを、言ってたな」

　ようやく身体の震ふるえが去った。

　彼は全身に怒りを漲みなぎらせ、唇くちびるに太ふて々ぶてしい笑えみを浮うかべた。

「だが──土御門夜光。そこははっきりさせておくが、俺は晴明と約束をした覚えはない。晴明から聞いたと言ったな？　教えてやろう。あいつが大陰陽師として名を残したのは、やつが希代の『噓うそつき』だったからだ」

　そして──

　茨木童子は雄お叫たけびを上げ、数百年ぶりに己おのが力を全開にした。

　それまでの倍も高濃のう度どな鬼気が、ドクンと脈打ち、[image: ]ほとばしった。元より巨きよ大だいで強きよう[image: 靭]じんな体たい軀くが、さらに伸のび上がり、膨ふくれあがった。

　ばさばさと髪かみが伸び、太い牙きばが唇を割って伸びる。そして、その額に、天を突つく一対ついの角つのが現れた。

　その圧あつ倒とう的な存在感に、飛車丸や他の陰おん陽みよう師じたちは言葉を失う。一方、空を舞まう竜は子供のような好こう奇きの眼まな差ざしで、地上の鬼を見下ろした。

　夜光もだ。

　若き陰陽師はしばし息を吞のみ、それから、

「すごい」

　と目を輝かせた。

「土御門夜光！　この置き土産、祓えると言ったな！」

　茨木童子の大だい音おん声じように、夜光はすぐさま「おう！」と応こたえる。

「綺き麗れいさっぱり、浄じよう化かしてやる！　だから、その間、任せたぞ！」

　茨木童子は牙を剝むいて頷うなずき、

「仕方ない」

　と言い放った。

「千年経たっても、変わらない。忌いま々いましいが──あいつの尻しりぬぐいは、大たい抵てい俺の仕事だ」
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　蔓まん延えんした鬼気を祓い終わったころには、東の空が白々と明け、小鳥たちの歌声が秋の森に響いていた。

　門人たちは交代で休息しつつ、いまも作業を続けていた。

　しかし、結局ひと晩中起きていた夜光は、破は壊かいされた蔵の側そばで、ぐったりと地面に寝ね転ころがっていた。

「まったく、とんだ夜だった。酒吞童子に茨木童子と言えば、鬼の二大巨頭だぞ。その両方と関かかわるなんて」

　酒吞童子──その残滓たる化け物との死し闘とうは、半時にわたって繰くり広げられた。

　圧倒的な力を振るう化け物を、同じく怪かい物ぶつ的な力の茨木童子が抑え込み、その間に夜光が飛車丸の助けを借りて、また竜の北斗の霊れい力りよくをも使用しながら、修祓のための呪法を敢かん行こうしたのである。

　一心不乱に唱える夜光の呪じゆ文もんが戦場に木霊こだまする中、飛車丸は主を守りつつ天空の竜を誘ゆう導どうし、北斗は飛車丸の導きに従って、自らの身体からだで巨大な呪じゆ紋もんを夜空に描えがく。広大な呪紋と夜光の呪文が共鳴し合い、門人たちの張る結界の中で、失われた幾つもの呪術が、新たな命を吹ふき込まれて躍やく動どうした。それは神話の光景のような、原始的感動を呼ぶ、呪と怨との戦いだった。

　そして、約束通り、夜光が呪術を行使する間、茨木童子は化け物の動きを、完全に封ふう殺さつし続けた。その鬼き気きが残らず祓われる、最後の瞬間まで。

　土御門家で後々まで語り草となる──それが、嵐あらしの一夜の顚てん末まつだ。

「まあ、二度と御ご免めんだな。冗じよう談だんじゃなく……」

　夜光は、心の底から、そうぼやいた。

　取りあえず瘴気はなんとかなったが、鬼気にあてられた者や霊力を激しく消しよう耗もうした者は、まだ大勢屋や敷しきで倒れている。彼らを治ち癒ゆして回るだけでも大仕事だ。おまけに、破壊された蔵や竹林の復旧となると、どれだけの時間がかかるかわかったものではない。当分は忙ぼう殺さつされることになるだろう。あれだけの激戦を繰り広げたあとに、得るものが大量の仕事というのは、どうにも割に合わない気がする。

「よく考えると今回の騒そう動どうって、一番ずるいのは晴明様だよな。全部他の人間に押しつけて、自分だけ得してる気がする」

「……同感だ」

　ぼそっと応こたえた声は、夜光が寝転がる場所から少しだけ離はなれた杉すぎの木の根元からだった。

　幹に背を預け、精せい根こん尽つき果てた様子で座り込んでいるのは、ぼろ切れと化した背広姿の、伝説の鬼、茨木童子だ。その身体は昨晩からずっと「像」が乱れ、時折透すけてさえいた。

　千年を過ごした茨木童子は、遥はるか昔に肉体を朽くち果てさせている。いまある彼は、己おのれの霊力で身体を物として留とどめているのである。そして、酒吞童子の残した怪物と全力で戦った彼は、自らを存在させるための霊気をも、限界近くまで消耗させていた。そのためいまは、彼の存在が弱まっているのだった。

「こうしていると……朧おぼろ気げに、思い出す」

「何を？」

「その晴明と、やり合ったときのことだ……」

　あのときも、彼は襤褸ぼろのようになって、無力に身を投げだしていた。いや、あのときの方が酷ひどい。あのときは、霊気だけでなく、心も半ば死んでいた。殺せ。そう投げやりに言ったことが、いまさらのように思い出された。

　同じ言葉を、戦いが終わったあと、目の前に寝転ぶ若い陰陽師にも投げている。返ってきた言葉は、彼の先祖とは違ちがうものだった。

　なんで？

　疲つかれてるのになんだと言わんばかりの、彼以上に投げやりな、迷惑そうな返答だった。それ以上は馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって、深刻な会話は交かわしていない。つまるところ、彼はまた生き延びたのだ。

「夜光様。見つけました」

　破壊された蔵の跡あとから、捜さがし物を続けていた飛車丸が、主あるじの元に戻ってきた。「おっ」と夜光が小さく笑い、地面の上で上半身を起こす。

　飛車丸が手にしている物は、ミイラ化した左ひだり腕うでだった。封ふう印いんされていた茨木童子の腕だ。あの爆ばく発はつの中でも残っていたらしい。夜光は胡座あぐらをかいて腕を受け取り、首を巡めぐらせて茨木童子を見やる。飛車丸も横目に、なんとも複雑な視線を向けた。

「良かったな。見つかったぞ」

「……驚おどろいた」

「え？」

「なんだ、それは……みすぼらしい」

　表情を変えずに言うと、夜光は楽しげに吹きだした。

　しかし、千年ぶりに見た自分の腕は、事実としてみすぼらしく見えた。干ひ涸からびているせいで、ずいぶんとちっぽけに感じる。

「今回はずいぶん世話になった。お礼にこれは返すよ」

「や、夜光様？　よろしいのですか？」

「いいよ。彼には感謝している。晴明様だって文句は言わないさ」

　不安を拭ぬぐい切れない飛車丸に、夜光は大した考えもない様子で、あっさりと言った。そして、ひょいっ、と飛車丸が強こわ張ばるほどの気軽さで、茨木童子に向かって、彼の腕を投げ渡わたした。

　右手を上げて、受け止める。つかんだ手から、千年前の自分の鬼気が流れ込んできた。なんとも不思議な気分だ。

「持ってれば、多少は霊気の足しになるだろう。まあ、くっつけようとしたら、時間がかかるかもしれないけどな」

「……ふん。夜光様の寛かん大だいなお心こころ遣づかいに感謝するのだな」

「そう突っかかるな、飛車丸。一いつ緒しよに死線を潜くぐった仲だろ」

「で、ですが……」

　まだ何か言いたそうな式神を笑え顔がおで遮さえぎり、夜光は両腕を後ろに伸ばして地面に突くと、上半身を傾かたむけて空を見上げた。疲れているというのは確かなのだろう。だが、それにしてもだらしない、無防備な態度だ。飛車丸が苦い顔で警けい戒かいの視線をチラチラと鬼おにに向ける。しっぽが落ち着かない様子で、左右に揺ゆれ動いていた。

　飛車丸の反応がおかしくて、茨木童子は微かすかに笑う。それから渡された自分の腕を、今度は狐きつね憑つきの少女に向かって、ぽん、と軽く投げ渡した。

　不意を突かれた飛車丸が両目を丸くして慌あわてふためき、「えっ、わっ!?」と、失敗したお手玉のように、辛かろうじて受け取る。

　夜光が驚いて茨木童子に顔を向けた。

「お前には……借りができた……」

　それだけで、夜光は鬼が言わんとすることを察したようだった。

「別に、あんたの仲間の不始末だったわけじゃない。いや、そういう面もあるにはあるが、それを言うなら今回の件は、こっちの先祖が残した厄やつ介かいごとの後始末でもあっただろ。お互たがい様だ」

「……なら、やはり譲ゆずられるいわれはない。……奪うばう、必要がある」

　たちまち、ハッとして飛車丸が身構える。つくづくよく「仕込まれた」式神──という彼の想像とは違うことも、これだけ側で眺ながめていればわかってきた。

　少女が青年に向ける思いは、忠誠心であると同時に、それとは全く異なる思いだ。忠誠心より遥かに強く、忠誠心より遥かに面めん倒どうなその思いを、呆あきれたことに、彼女は自覚していないらしい。

　育った環かん境きようもあるのだろうが──

「……子供、か……」

　さして意識せずにもらした台詞せりふだったが、飛車丸は鋭するどく目め尻じりを吊つり上げ、

「何っ？」

「あるいは、ただの、馬ば鹿かか……」

「……鬼も長ちようずるとボケるらしいな。それとも昨夜の戦いで、まともな会話もできないほど摩ま耗もうしたか」

　どこまでも冷たい眼差しで、見下すように狐憑きは言う。言葉を交わす価値もない──と、さも冷然と突き放しているつもりらしいが、生あい憎にくしっぽが苛いら立だちも顕あらわに逆立って、不ふ愉ゆ快かいそうに揺れ動いている。

　一方、腕の受け取りを拒きよ否ひされた夜光は、「うーん」と難しい顔をした。

「またこっちで封印しろって言うのか？　こんな厄介の種を？　しかも、お前が回復してその気になったら、また奪いに来るって？　そんな疲れる真似まねは、さすがに勘かん弁べんしてもらいたいな」

　冗談めいた口調ではなく、至し極ごく真ま面じ目めに、嫌いやそうに言った。なんとも陰おん陽みよう師じらしからぬ言い様だ。これが土御門の次期当主だというのだから、門人たちの日ひ頃ごろの苦労が知れようというものだった。

　夜光はもう一度、ううんと唸うなりながら、眉み間けんに皺しわを寄せ、黙もつ考こうした。そんな主の様子を、式神は鬼の腕を抱かかえたまま見守っている。

　そして夜光は、うん、と最後に吹っ切るように小気味よく頷うなずくと、

「良し。実は言い出そうか迷ってたんだけど、言ってしまおう」

　と前置きしながら、茨木童子に真っ直すぐな眼まな差ざしを向けた。

「茨木童子。おれの式神にならないか？」

　その瞬しゆん間かんの飛車丸の顔こそ見物だった。仮に、陰陽師は辞やめて今日から大工になる、と主が言ったとしても、これほどの表情は見せなかったに違いない。

「実は、おれの式神は飛車丸だけじゃない。角というのがいるんだけど、最近ずいぶんと弱ってきててな。いい加減引退させてやりたいと思ってたところなんだ。代わりに、役立つ式神を探してた。どうだ？　おれの式神になるなら、取り引きで、腕は返すぞ」

「ややや、夜光様っ!?　いくらなんでも、そんな急な──適当な!?」

「どうして？　鬼神を使し役えきするなんて、晴明様みたいで格好いいじゃないか」

　慌てふためく飛車丸に、夜光は平然と笑いかける。狐憑きほどではないにしろ、鬼もまた、すぐには返す言葉が見つからなかった。

　陰陽師の式神。

　この俺が？

　そんな、到とう底ていあり得ない──が、だからこそ新しん鮮せんな驚きを、糸のように細めた瞳ひとみの奥に、茨木童子は浮うかべている。

「……おい、貴様。謹つつしんで、速すみやかに、辞退しろ」

「おいおい、飛車丸」

「しし、しかし、夜光様！　こやつが夜光様の式神になってしまった日には、飛車丸めの立つ瀬せが──ああ、いえっ、私のことではなく、そのっ、夜光様が危険ですし!?」

　泡あわを食ってバタバタとしっぽを振ふる飛車丸。

　そこに、

「お兄様～！」

　と、屋敷の方から、一人の少女が駆かけてきた。小翳だ。どうやら兄を捜さがしていたらしく、地面に座り込む夜光を見つけると、ほっとした安あん堵どの表情を過よぎらせ──次いで、木の幹にもたれかかる茨木童子に気付いて、ぎょっと足を止めた。

「お、お兄様……あの……そ、そちらの方は……」
















　と、兄に問いかけつつ、どういうことかと問い詰つめる視線を、幾いく度ども飛車丸へ投げかけた。もっとも、飛車丸もいまはそれどころではない。

「ちょうど良かった。妹の小翳だ。で、妹が抱えてるのが──」

　夜光が茨木童子に紹しよう介かいすると、小翳が両腕で抱だきかかえていた黒い毛玉が、

　にゃあ、

　と鬼に向かって鳴き声を上げた。

　地面に向かって弧こを描えがく長い尾お──先が二ふた股またに割れた尾が、ひょいっと挨あい拶さつするように持ち上がる。

「こいつがいま言った式神の角。正確には、角かく行ぎよう虎こだ」

「……こ？」

「虎、と書く」

「……猫ねこだが？」

「虎より凄すごいぞ。何しろ猫ねこ又まただ」

　得意げに言う夜光を、茨木童子は、しばらくの間まじまじと見み据すえた。

　それから、

「……つまり、そいつの後任になれ、と？」

　すると夜光は、少しもったいぶった仕草で、にこやかに笑いかける。

　その笑みは、かつて彼の先祖が見せた二つの笑みとは違ちがっていた。ただ素そ朴ぼくなだけの、しかし、不思議と力強い笑み。誰だれでも浮かべるようななんの飾かざり気もない笑みながら、ふとしたとき、なぜかその笑顔を思い出すような──

「ほら」

　と夜光は飛車丸から鬼の腕を取り、もう一度、茨木童子に渡した。

　また、茨木童子が、自らの左腕を右腕でつかむ。

「……まだ返事はしてない」

「手付けだと思ってくれ」

「……他人の腕を軽く扱あつかわないで欲しいな」

「よく言うよ。自分でもみすぼらしいって言ったじゃないか。だいたい、昔置き忘れてきたものなんて、忘れず取っておいた記き憶おくや思い出に比べれば、大たい抵ていみすぼらしいものなんじゃないか」

　だろ、と同意を求めるように、夜光が再び笑いかける。その子供っぽい笑顔が、今度はあいつの笑顔と重なった。なるほど、否定することは難しい意見だ。

「……お、お飛車さん？　いまこれは、つまり、いったい、どういうことになってるの？」

「は。それは、その……」

　ぼそぼそと尋たずねる小翳に、上手うまく説明できない飛車丸が言葉を詰まらせる。小翳の胸に抱かれた角行虎が、ぐるぐると喉のどを鳴らす。

　茨木童子は、長いこと無言で、干ひ涸からびた自分の左ひだり腕うでを見つめていた。

　手の中の、朽くちかけた自らの過去。それを握にぎる右手。いまここにいる、自分自身。

　迷いはある。しかし、いつまでもこうしていても、何にもなりはしないのだ。

　ぐっと右手に力を入れた。干涸らびた腕はあっさりと握り潰つぶされ、折れて、ぼろぼろと崩くずれ落ちた。茨木童子の取った行こう為いに飛車丸と小翳が仰ぎよう天てんし、夜光は我が意を得たりと会心の笑みをのぞかせる。

　夜光が、

「決まりだな。後こう悔かいはさせない」

　隻せき腕わんの鬼は、

「どうかな」

　と応こたえ、胸中に去来する幾つかの笑みに太刀たち打ちできそうな、己自身の笑みを意識して浮かべた。

　千年かけて磨みがかれた、皮肉っぽい、不敵な笑み。

「もう少し考えさせてくれ。何しろ陰陽師ってのは、どいつもこいつも、噓うそつきだ」




　隻腕の鬼が新たな名を得たのは、その日の夜のことだった。







　エピローグ







　秘密基地。

　そこは、そんな風な稚ち気きを感じさせる言葉が、自然と浮うかぶ部屋だった。そして、その表現はあながち間ま違ちがってはいなかった。

　東京、池いけ袋ぶくろの一角。繁はん華か街がいからやや離はなれた場所にある、年代物の雑居ビル──その最上階のフロアだ。

　フロア内部は、一見廃はい墟きよじみていた。内側の壁かべが半分取り除かれており、ビルの支柱となる太く無骨なコンクリートの柱が剝むき出だしになっている。それどころか、フロアの隅すみには建築資材が放置されたまま、ビニールに覆おおわれていた。改築途と中ちゆうで作業が中断し、そのまま手つかずになっているらしい。

　ただ、それだけではない。各所に、生活の跡あとがある。

　組み立て式の簡易ベッドや、生活用品を詰つめた棚たな。背の低いテーブルに、使い古したライトスタンド。床ゆかに敷しかれたラグ、等々。統一性のない、いかにもその場ば凌しのぎといった家具が、無造作に置かれている。水道と電気は通っているがガスは来ていないため、小こ振ぶりなフライパンを乗せたカセットコンロなどもあった。

　廃墟のような場所に持ち込まれた、ちぐはぐな実用品と生活の跡。そのギャップが、隠かくれ家めいた雰ふん囲い気きを作っているのだ。

　そして、その隠れ家がを「秘密基地」にしているのは、床に大きく敷かれたシートに並ぶ、見慣れぬ道具類だろう。

　呪具だ。

　それも、ただの呪具ではない。腕うでの立つ呪じゆ術じゆつ者なら──いや、たとえ呪術に通じていなくても霊れい気きを「視」る見けん鬼きの才がある者なら、それを視て息を吞のんだかもしれない。どの呪具にも、凄すさまじい呪じゆ力りよくが秘められていることがわかるからだ。封ふうのされた古書や曰いわくありげな笏しやくはもちろん、市し販はん品と変わらぬようにしか見えない呪符や、ごく素っ気なく転がる杖つえからでさえ、ただならぬ呪力が漂ただよっている。

　しかし、それも当然だろう。これらの呪具は、かつて呪術界に革命をもたらした偉い大だいな陰おん陽みよう師じ──その生まれ変わりたる青年が用意した呪具なのだ。

　もっとも、

「……売れば結構高値で売れそうね」

　と、仲間の一人は、身もふたもない。準備を進めていた春はる虎とらは、思わず手を止めて呆あきれた顔を向けた。

「誰だれに売るんだよ」

「夜や光こうマニア」

「生あい憎にく、双そう角かく会かいはもうないよ」

「信者とマニアを一いつ緒しよにしないで欲しいわね。自分の頭で考えない信者と違ちがって、マニアとはもっと自覚的且かつ批判的なものよ」

「そういうことを聞いてるんじゃない」

　言って、春虎は微かすかに顔を歪ゆがめる。そこには、拭ぬぐいがたい自じ虐ぎやくが見えた。

「第一、いまこの状じよう況きようで、夜光に関わる品を欲しがる人間がいるとは思えないな。陰おん陽みよう庁に目を付けられるだけだ」

「お上が恐こわくて萎い縮しゆくするような輩やからは、マニアとしては三流」

「誰だって我が身は惜おしいだろ」

「私は幼女のためなら──」

「いや、法律は守れ」

　至って真しん剣けんに──と言っても、表情はほとんど変わらないのだが──言う早さ乙女おとめに、春虎は思わず応えてから、つい苦笑をもらした。

　肩かたの力ちからを抜ぬき、

「元気づけてくれてるのか？　ごめんな。ありがとう」

　と礼を述べた。早乙女は例によって表情を変えないまま、「仕方ない」と肩を竦すくめてみせる。

「あれだけ無様な失敗が続けば、誰だって落ち込む」

「言ってくれる。けど、反論できないのが痛いな」

　春虎は素直に認めて首を振ふった。

　実際、状況は酷ひどいものだ。慎しん重ちように事を進めたい余り、すべてが後手に回り、焦あせりが空回りしている感がある。あげく、危険を承知で賭かけに出た結果、求めていた「答え」を得ることは叶かなわず、しかも少女に犠ぎ牲せいを強いる形になってしまった。夏なつ目めたちの窮きゆう地ちを救う一助を成したとはいえ、忸じく怩じたる結果だ。いまこうして潜せん伏ぷく場所を移動すべく荷物を整えているのも、今回の件でこの場所が陰陽庁に知られた可能性があるからなのである。

　敵は着々と計画を進めている。もうこれ以上足あし踏ぶみしていることはできない。

「……まあ、ここからは一気に挽ばん回かいしてもらわないとな」

　そう低い声で言って部屋に顔を出したのは、角かく行ぎよう鬼きだった。肩に乗っていた三本足のカラス──『鴉からす羽ば』が、バサッと翼つばさを羽ばたかせて、入り口の側に置かれたポールハンガーに移動した。

「当然、しょぼくれてもらってちゃ困る」

「ああ。わかってる」

　護法に応える主の顔は、その言葉通り、腹が据すわって見えた。隻せき眼がんに宿る光を見み据すえ、角行鬼は静かに頷うなずく。

「外に怪あやしげな気配はない。いまのところはな。場所を変えるなら、いまの内だ」

「よし。できれば痕こん跡せきも消したいところだが、今回は時間を優先する。ただし、霊気は残すな」

「トラップは？」

「なしだ。不要に呪じゆ捜そう官かんを傷つけたくない」

「行く先を偽ぎ装そうするのはどう？　噓うその潜伏場所を書いたメモなんかを、目に付くところに残していくとか」

「いや……泥どろ縄なわの小細工は止めておこう」

　すでに、時間を稼かせいでどうこうという状況ではない。余計なことに気を回すよりは、逆転の策に集中すべきだ。

　と──

　不意に、フロアの片かた隅すみで、微かな霊気の乱れが生じた。もともとそこにあった霊気が、わずかに揺ゆらいだだけだ。しかし春虎はハッと顔を向けると、すぐにそちらに──簡易ベッドの方に近づいていった。

　いまベッドは、脚あしに細い注連しめ縄なわが回され、四よ隅すみには榊さかきの枝が結ばれて、床ゆか板いたには呪符が張られていた。そのベッドに横たわっているのは、狐きつねの耳としっぽを持った、水すい干かんと指さし貫ぬきを着た幼い少女だ。

　飛ひ車しや丸まるだった。ただし、霊れい的てきに不安定ないまは、子供のころの姿を取っている。いまの霊気の乱れは、飛車丸のものだろう。春虎は素早く護法の状態を確認した。

　少し前までは細かなラグが定期的に起こっていたのだが、それはなんとか収まってくれたようだ。とすると、さっきの乱れは意識を取とり戻もどす前兆かもしれない。春虎はベッドの傍かたわらに跪ひざまずくと、じっと飛車丸に注目した。

　先せん輩ぱいが静かに春虎の側に近寄り、角行鬼も無言のまま二人を見守る。

　やがて、

「……ん」

　と少女の小さな唇くちびるから、吐と息いきのような声がもれた。

　続いて、身み動じろぎし、重たげに目ま蓋ぶたが持ち上がって、透すき通とおるようなブルーの瞳ひとみが現れる。

「コン」

　春虎がそっと呼びかけた。飛車丸はゆっくりと二度瞬まばたきしたのち、ぼんやりと彷徨さまよわせていた視線を、傍らの主に向けた。

「……春虎様」

「よかった。気がついたな」

「……私は……え？　は、春虎様？　私は、どれぐらい気を失って……」

「いいんだ。もうしばらくは安静にしててくれ。少ししたら、済まないが場所を移動する。詳くわしい話はそのときしよう」

　飛車丸が倒たおれたのは二日前。その間の情勢の変化や、ついさっきの手痛い失敗も、彼女には知っておいてもらわねばならない。

「済まない。飛車丸には、まだ力を借りなきゃならない。だからせめて、いまだけはしっかりと休んでくれ。頼たのむ」

　そう言って、春虎はそっと飛車丸の額に手を置いた。飛車丸も、まだすっかり目が覚めたわけではなかったらしい。春虎に触ふれられると幸せそうに笑みを浮かべ、「はい……」と再び目蓋を下ろした。そのまま、春虎が向ける霊気に包まれながら、穏おだやかな眠ねむりに落ちていった。

　早乙女がほっと息を吐はく。

　しかし、春虎の表情は厳しかった。

　自らの護法をここまで追い込んでしまった自責。また、そんな護法を、まだ「戦力」として頼たよらざるを得ない不ふ甲が斐いなさを嚙かみ締しめている。

「……なんとしても……」

　顔を歪めてつぶやいた。そして、おもむろに立ち上がった。

　早乙女と角行鬼を振り返かえり、

「撤てつ収しゆうを急ぐ」

　と、きっぱり告げる。「わかったわ」と早乙女が神しん妙みように頷いた。

　一方、

「場所を移したあとは？　打つ手は決まってるのか？」

　角行鬼は淡たん々たんと尋たずねた。春虎はすぐに首しゆ肯こうする。

「移動し次第、すぐに準備に取りかかる。飛車丸はギリギリまで回復に専念してもらうから、その分お前に頼ることになる。もう形なり振ふり構っちゃいられないからな。無茶をやるが、付き合ってもらうぜ」

「……上等だ」

　春虎の台詞せりふ以上に、その物もの腰ごしが気に入ったらしい。角行鬼は楽しげに、太々しく微笑ほほえんだ。主従のやり取りに、早乙女が小さく息を吞む気配を見せる。

「上じよう巳しまで、あと三日」

　重々しく言って、春虎は拳こぶしを握にぎる。

「決着をつけよう。今度こそ」








あとがき









　短編集第三弾だん。

『東京レイヴンズＥＸ３　memories in nest』をお送りします。

　今回はプロローグからして、これまでの短編集とは少し雰ふん囲い気きが違ちがっています。何しろ、本編では舞ぶ台たいが陰おん陽みよう塾じゆくから離はなれて、かなり経たっていますしね。

　また、今回収録している短編を『ドラゴンマガジン』誌上で連れん載さいしていた時期も、いまからざっと二年前。一番古い短編だと、丸三年以上前になります。ですので、今回のサブタイトルは「メモリーズ」とさせていただきました。

　二度とは戻もどらない「メモリーズ」。

　けど、かつてその時間を経験したという事実は、いまも未来も変わりません。ふとしたときに振ふり返かえれば、記き憶おくはいつもそこにあります。そしてそれは、その時間を共有した者たち全員にとって、そうなのです。

　同じ時間は戻らないけど、同じ時間を一いつ緒しよに思い出すことはできる。

　それって、少し寂さびしいかもしれませんが、素敵なことですよね？




　……と、しんみりさせたあとで言うのもなんですが、今回収録されている話は、どれも当事者たちにすれば、可能なら消し去りたい「メモリーズ」かも（笑）。

　連載も終しゆう盤ばんのお話が多いだけに、どの登場人物も、恥はずかしげもなく恥ずかしい姿を晒さらしてくれている感があります。特に夏なつ目め。というか、主に夏目。

　いまにしてみると、もうちょっとヒロインらしいお話も書いてあげれば良かったかと思わなくはないんですが……けどまあ、本編ではシリアスに頑がん張ばってくれてるので、こっちはこれぐらい気楽にはっちゃけてもらった方が良いのでしょう、きっと。それに、最後まで振り回されっぱなしだった主人公に比べ、「式神行進曲」では、最後はヒロインしてましたもんね。（子供のころの夏目が、ですが）

　他方、今回の書き下ろしは、短編集前二作より、ぐっと時間を遡さかのぼった過去編。夜や光こう時代のエピソードです。

　夜光と飛ひ車しや丸まると角かく行ぎよう鬼き。このトリオは本編でも活かつ躍やくしていますが、今回はその結成の話。夜光と飛車丸の関係性はすでに明らかにされていますが、角行鬼が二人とどのようにして出会い、式神になったのかは語られていませんでした。ですので、今回はこの三人の出会い──そのきっかけとなった、角行鬼の失われた片かた腕うでの話となっています。

　このお話、前々から構想はあったのですが、いざプロットを組む段階になってもうひと波乱欲しくなり、結果、予定より角行鬼の過去に突つっ込こんだ話になりました。おかげで、慌あわてて資料に当たったりもしたのですが、あの時代の話は面白そうですよね。『東京レイヴンズ』版の大おお江え山やまの合戦や、晴せい明めいと道どう満まんの呪じゆ術じゆつ対決なんかも、なかなか面白そうです。

　また、青年期の夜光や飛車丸、当時の土つち御み門かど家も、今回初お目見え。そして何より、夜光の妹、小こ翳かげが初登場です。彼女、設定だけは最初からあったのですが、なかなか存在を伝えるタイミングがなくて、ようやく今回の過去編で登場させることができました。

　どんなキャラにするかは特に決めていなかったのですが、あの兄の妹ということでなかなか元気の良いキャラに。ただ、その分、今回は飛車丸が大人しめだったかもしれません。

　もっとも、土御門家における彼女の立場を考えると、子供のころはともかく、成長してからはなかなかコンのようにはいかないのも確かでしょう。また、このころの彼女は夜光の右みぎ腕うでたる自負を、まだ持つことができていません。彼女が本当の意味で「夜光の右腕」へと成長するのは、このあと角行鬼に──心身ともに──鍛きたえられてからになるのです。

　……とはいえ、今回書いていて、夜光、小翳、飛車丸というトリオも、なかなか楽しそうでした。また機会があれば書いてみたいです。




　続いて、コミックスのお知らせも。

　スピンオフコミック『東京レイヴンズ　Sword of Song』の第四巻が、10月発売予定となっております。さらに、最終巻となる五巻も11月には発売予定！　思えば、こちらも古いにしえの鬼にまつわる物語でしたね。暁あき兎とたちの決着を、ぜひ見届けて下さい。

　あと、他社さんの話で恐きよう縮しゆくなのですが──

　創作集団ＧｏＲＡの一員として原作脚きやく本ほんを手がけたアニメ『Ｋ』のノベライズを、講談社ＢＯＸさんより刊行させていただきました。タイトルは『Ｋ　R:B』。アニメの前日譚となっていますので、アニメ未視し聴ちようの方にも楽しんでいただけるかと思います。興味のある方は、手に取って頂ければ幸いです。




　それでは最後に、いつもの謝辞を。

　イラストのすみ兵へいさん。いつもありがとうございます。短編集では連載のときのイラストも見返すことになりますが、改めて、毎回どのイラストも楽しくて素敵でした。もちろん新規イラストも！　雰ふん囲い気き抜ばつ群ぐんで良かったです！

　担当のコーティ。厳しいスケジュールをやりくりしていただき、本当に助かります！　まだしばらく厳しいですが（ほんと済みません）何とぞよろしくお願いします……！

　そして、読者の皆みなさま。リアル夜光（？）はいかがだったでしょうか？　こうして話して動いてるところを見ると（と言っても、小説の描びよう写しやですが）、夜光が春はる虎とらと同じ魂たましいを持ったキャラクターだということが伝わったのではないかと思います。生まれた時代や立場が違えば、春虎はまさにこんな風になっていたわけですね。

　今回の過去編は昭和十三年ですが、すでに戦争の足音はすぐそこまで迫せまっています。激動の人生を送った夜光にとっては、ひょっとするとこれが最後の、平へい穏おんな「メモリーズ」だったのかもしれません。

　そして「すぐそこまで迫っている」のは、本編も同様です。大変お待たせしていますが、次は長編の続刊をお届け致いたします。

　カウントダウンも終わりに近づき、春虎も夏目も、もうあとがありません。二人が辿たどる運命は、夜光のそれと重なるのか否か。どうぞご期待下さい。

　それでは。





二〇一五年　八月　あざの耕こう平へい　
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